
    
      
        
      
    

  











〈保護者のみなさまへ〉


本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。


































[image: プロローグ]




　叶かなえたい〈望のぞみ〉を持もつ人にん間げんに、この世よならぬ奇き妙みょうな商しょう品ひんを売うりつけて、その〈望のぞみ〉を〈失しつ望ぼう〉に変かえる。

　それを生業なりわいとする彼かれらは、人ひとならぬ者もの。

　──【魔ま】と呼よばれる者ものたちである。
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「どこかに〈失しつ望ぼう〉してくれそうな人にん間げん、いないかな～」

　片かた目めで空そらを見み上あげながら、銀ぎん髪ぱつの少しょう女じょは、のんびりとつぶやいた。

　ショッキング・ピンクのパーカーを着きた、その少しょう女じょの右みぎの目めは、眼がん帯たいでおおわれていた。

　パーカーとおそろいの色いろの眼がん帯たいには、ハートにバッテンマークを重かさねた模も様ようが描えがかれている。

　そんな少しょう女じょの「右みぎ眼め」は、今いま、遠とおく離はなれた場ば所しょにあった。

「この試し供きょう品ひん、いいかげん使つかいたいんだけどな。うーん。なっかなか、『こいつだ！』っていう人にん間げん、見みつかんないな～」

「そんなに深ふかく考かんがえなくても、いいんじゃないですか？」

　少しょう女じょに話はなしかけたのは、となりを歩あるく、くたびれたコート姿すがたの男おとこだった。

　男おとこは、日ひ除よけのある帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶり、首くびにはぶあついマフラーを巻まいていた。帽ぼう子しとマフラーの影かげでかくれたその男おとこの顔かおには、どれほどわずかな光ひかりも射さしていない。

　少しょう女じょの名なは、のぞめ。

　男おとこの名なは、ニエノ。

　ならんで歩あるく二人ふたりは、見みた目めの年ねん齢れいも服ふく装そうもまったく違ちがっていて、はたから見みると、いっしょにいるのが不ふ自し然ぜんに思おもえるくらいだ。

　そんな、一いっ見けん奇き妙みょうな取とり合あわせの彼かれらには、ある共きょう通つう点てんがあった。

　それは、二人ふたりとも、大おおきなカバンを持もっていること。

　のぞめの持もっているカバンは、正しょう面めんに両りょう開びらきの扉とびらが付ついた、キャスター付つきのトランク。
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　ニエノの持もっているカバンは、ステッカーをはがした跡あとがあちこちに残のこる、古ふるぼけた革かわ張ばりの行ぎょう商しょうカバン。

「深ふかく考かんがえなくても、って……」

　ニエノの返かえした言こと葉ばに対たいし、のぞめは不ふ満まんげに口くちをとがらせる。

　のぞめは、ニエノが小こ脇わきに抱かかえている一冊さつの真まっ黒くろな本ほん──商しょう品ひんカタログに目めをやった。

　それは、のぞめたち〈人ひとならぬ者もの〉が、人にん間げんに売うりつける商しょう品ひんを注ちゅう文もんするための、〈人ひとならぬ者もの〉専せん用ようのカタログだ。

　それには一冊さつにつき一つずつ、なんらかの「試し供きょう品ひん」が付ついている。

「そのカタログ、六つのうち五つのマークは、もう獲かく得とくずみなんだからね。あとは最さい後ごの一つ、試し供きょう品ひんにマークが付つきさえすれば、〈失しつ望ぼう〉マークをコンプリートできるんだから。ここが正しょう念ねん場ばだってのに、そんなやる気きのないことでどーすんの、ニエノさん」

「いや、だって、そうは言いっても……」

　強つよい口く調ちょうで責せめられたニエノは、言いいにくそうに声こえを落おとして、帽ぼう子しの上うえから頭あたまをかいた。

「仮かりに『こいつだ！』って人にん間げんを見みつけたところで、こと試し供きょう品ひんに関かんしちゃ、のぞめさんの勘かんってけっこうポンコツ──……あ。いや、すみません。も、もちろん、相あい棒ぼうである以い上じょう、ぼくだって連れん帯たい責せき任にんなんですが。……あの。そんな、にらまないでくださいよ」

　ニエノは、たじろいだ声こえを出だして首くびをすくめた。

　のぞめはぐぬぬと表ひょう情じょうをゆがめ、片かた目めの視し線せんでニエノを突つき刺さす。

　その視し線せんを避さけるように、ニエノは帽ぼう子しをさらに深ふかくかぶった。

「くっそー！　見みてろよ。今こん回かいこそは、試し供きょう品ひんでも〈失しつ望ぼう〉マークを手てに入いれてみせるから！　そうだ、ニエノさんのそのマフラーを賭かけてもいいよ！」

「……やめてください」

　ニエノは、すくめた首くびに巻まかれたそのマフラーを、ぎゅっとにぎった。

　のぞめは、ふうと息いきをつき、片かた手ての中なかの小こ袋ぶくろへと目めを落おとす。

　それは、三つのキャンディーが入はいった小こ袋ぶくろだった。

　小ちいさなキャンディーと、中ちゅうくらいのキャンディーと、大おおきなキャンディー。包つつみ紙がみの色いろは、三つとも同おなじで、黄き色いろだった。

　キャンディーの入はいった小こ袋ぶくろには、ラベルがはられていた。

【試し供きょう品ひん　金きん運うんキャンディー】

　と書かかれたラベル。

　その小こ袋ぶくろを、のぞめは軽かるく宙ちゅうに放ほうり投なげて、またキャッチした。

　その直ちょく後ご。

「……あ！」

　ふいに、のぞめは立たち止どまった。

　同どう時じに、カラコロと音おとを立たてて転ころがっていた、のぞめのトランクのキャスターが、ぴたりと止とまる。

「いい感かんじの〈望のぞみ〉、見みーつけた」

　トランクの持もち手てから片かた手てを離はなし、のぞめはその手てを眼がん帯たいに当あてて、にいっと笑わらった。

　のぞめの右みぎの目めは、眼がん帯たいとセットになった「蝶ちょう」を通とおして、遠とおくの景け色しきを見みることができる。

「蝶ちょう」は今いま、のぞめとニエノのいる場ば所しょからはるか彼方かなたにある、岬みさきの近ちかくの大おおきな屋や敷しきの上うえを飛とんでいた。

　のぞめは、トランクの前まえにしゃがみこみ、そのトランクの正しょう面めんに付ついている扉とびらを開あけた。

　扉とびらの奥おくには、果はてしなく深ふかい、真まっ暗くらな空くう間かんが広ひろがっていた。

　その空くう間かんから、闇やみを固かためて形かたち作づくったかのような「手て」が、うようよと何なん本ぼんも伸のびてくる。

「行いくよ、ニエノさん」

「はい」

　のぞめとニエノは、それぞれその闇やみ色いろの手てを取とって、扉とびらの中なかに飛とびこんだ。







　トランクの扉とびらから出でてくると、そこは潮しお風かぜが香かおる海うみ辺べの町まちの、町まちはずれにある林はやしだった。

「この近ちかくに、試し供きょう品ひんを渡わたせそうな人にん間げんがいるんですか」

「うん。あのお屋や敷しきに住すんでる子こ」

　のぞめは、離はなれたこの場ば所しょからでも大おおきな屋や根ねが見みえる、立りっ派ぱな屋や敷しきを指ゆびさした。

　それを見みて、ニエノは不ふ思し議ぎそうに首くびをかしげた。

「あんなお屋や敷しきに住すんでる子こなら、お金かねには不ふ自じ由ゆうしてないんじゃないですか？　【金きん運うんキャンディー】を渡わたす相あい手てにそういう人にん間げんを選えらぶなんて、意い外がいですね」

「いやあ、それがさ。あのお屋や敷しきの人ひとたち、今いま、けっこう切せっ羽ぱ詰つまった状じょう況きょうにいるみたいなの。だから充じゅう分ぶん、付つけ入いるスキはあるよ」

　にやりと笑わらって、のぞめは、林はやしの木こ陰かげから飛とび出だした。

「じゃあ、私わたしは、この試し供きょう品ひんを渡わたしに行いってくるね。ニエノさんは、そこでそのカタログでも読よみ返かえして待まっててよ」

　のぞめはそう言いって、強つよい日ひ射ざしのふりそそぐ道みちへ、トランクを転ころがし去さっていった。

　残のこされたニエノは、自じ分ぶんの行ぎょう商しょうカバンを地じ面めんに置おいた。

　そして、手てごろな木きの幹みきに背せ中なかをもたれかけ、真まっ黒くろなそのカタログを開ひらいた。








































「一等とうの『人にん気きのチョコレート詰つめ合あわせ【１年ねん分ぶん】』──当あたりますよーに！」

　そう祈いのりながら、葉よう子こはポストの前まえでパンッと手てを合あわせ、ハガキを投とう函かんした。

　それから一か月げつ後ご。

　葉よう子この家いえに、お菓か子し会がい社しゃから、一つの段だんボール箱ばこが送おくられてきた。

　ドキドキ、ワクワクしつつ、その箱はこを開あけてみたところ……。

「ああー……おしい！　三等とうの『チョコレートとの相あい性しょうバツグン◆オリジナル・ドリップコーヒー【３か月げつ分ぶん】』……かあ」

　葉よう子こはガックリ肩かたを落おとした。

　一等とうを当あてたくてハガキを出だした、お菓か子し会がい社しゃの懸けん賞しょう。

　今こん回かいは、ハズレではなかった。三等とうが当あたったのだから、引ひきはけっして悪わるくなかった。

　しかし……。

「コーヒーって、苦にが手てなんだよなあ。私わたしだけじゃなくて、うちの家か族ぞくはみんな紅こう茶ちゃ派はだし……。うーん、困こまった。このコーヒー、どうしよう」

　段だんボール箱ばこいっぱいのドリップコーヒーは、きっと賞しょう味み期き限げんをすぎたあとも大たい量りょうに、この家いえに残のこったままになっているに違ちがいない。
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　葉よう子こはため息いきをついて、段だんボール箱ばこのフタをぱふん、と閉しめた。

　ひとまず、これは見みなかったことにしよう。

「さあて、気きを取とり直なおして。──今こん度どは、どの懸けん賞しょうに応おう募ぼしよっかなあ」




　葉よう子こは、しばらく前まえから懸けん賞しょうにハマっていた。

　雑ざっ誌しやテレビやネット、スーパーの店てん内ないにはられているポスターなどを、いつもくまなくチェックして、めぼしい懸けん賞しょうを探さがしては、しょっちゅうあちこちに応おう募ぼしている。

　懸けん賞しょうによって、当あたる賞しょう品ひんはさまざまだ。旅りょ行こう、食しょく事じ券けん、図と書しょカード、最さい新しんゲーム機き、アクセサリー、限げん定ていキャラクターグッズ、お菓か子しの詰つめ合あわせ……。

　運うんが良よければ、そういったものが、ハガキ一枚まいで手てに入はいる。

　なんとも夢ゆめのある話はなしではないか！

「次つぎは、この懸けん賞しょうに応おう募ぼしてみよっかなあ。それから、これと、これと、これと……」

　段だんボール箱ばこにぎっしり詰つまったドリップコーヒーのことは忘わすれて、葉よう子こはまた、こりずにせっせとハガキを書かく。

　懸けん賞しょうは、楽たのしい。

　賞しょう品ひんのラインナップをながめてときめいて、懸けん賞しょうに出だすハガキを書かきながらときめいて、ポストにハガキを入いれる一いっ瞬しゅんにもときめいて、そうして当とう選せん結けっ果かがわかるまで、「あれが当あたるかな、それともあれが当あたるかな」と、期き待たいをふくらませてときめくことができる。

　たとえ何なにも当あたらなくても、ハガキの値ね段だんでときめきを買かったと思おもえば安やすいもの。

　まして、ほしかった賞しょう品ひんが当あたったときの喜よろこびといったら！

　……いやいや。ねらっていた賞しょう品ひんでなかったとしても、懸けん賞しょうに当あたって賞しょう品ひんが家いえに届とどくと、なんだかプレゼントをもらったみたいで、それだけでうれしい気き持もちになるのだ。

　ほしいものが手てに入はいるとは限かぎらない。

　でもそのかわり、普ふ通つうに買かい物ものをして、自じ分ぶんでほしいものを手てに入いれるのとはまた違ちがう、ドキドキ、ワクワクする気き持もちをたっぷり味あじわうことができる。

　それが懸けん賞しょうの魅み力りょくというものだ。

　……とはいえ。

　やっぱり、当あたって困こまるものもある。

　今いままででいちばん困こまった賞しょう品ひんは、「納なっ豆とう【半はん年とし分ぶん】」だった。

　葉よう子こも、葉よう子この家か族ぞくも、納なっ豆とうは好すきではない。なのに、よりによってそれが当あたってしまったばっかりに、食たべても食たべても次つぎから次つぎへと、半はん年としにわたって、家いえに納なっ豆とうが届とどき続つづけるという事じ態たいになった。

　あの半はん年とし間かんは「悪あく夢むの納なっ豆とう地じ獄ごく」と呼よばれ、今いまなお家か族ぞくの中なかで語かたりつがれている。

「あのときは、納なっ豆とう半はん年とし分ぶんより、ずっと下したのほうの賞しょうをねらったのになあ。まさか、あんなものが当あたるとは……」

　あるいは、こんなパターンもある。

　ほかでは手てに入はいらない、限げん定ていキャラクターグッズのバッグが、自じ分ぶん一人ひとりのぶんだけ当あたったとき。あのときは、妹いもうとがそのバッグをほしがって、泣なくわわめくわで大たい変へんだった。

　懸けん賞しょうの賞しょう品ひんは、大たい量りょうに当あたるのも困こまるが、数かずが少すくないものも、それはそれでまた困こまる。

「でも、まあ、クジや懸けん賞しょうってそういうものだし」

　自じ分ぶんに言いい聞きかせながら、葉よう子こはうなずく。

　懸けん賞しょうの賞しょう品ひんは、あまっても、たりなくなっても、悩なやみの種たね。

　けど、それも含ふくめて楽たのしめなくちゃ、懸けん賞しょう趣しゅ味みなんてやってられない。




　……などと思おもっていたら、翌よく日じつの朝ちょう食しょくには、チョコレートクリームをぬったトーストといっしょに、コーヒーが出でた。

　言いうまでもなく、見みなかったことにしようとした、例れいのドリップコーヒーである。

　食しょく卓たくに着ついている父ちちと母ははの前まえにも、やはり同おなじコーヒーが一杯ぱいずつ。

　苦にがい顔かおをしてそれをすする両りょう親しんの視し線せんが、チクチク痛いたい。

　葉よう子こは、たっぷりのミルクでうすめたぬるいコーヒーを、二人ふたりと同おなじく顔かおをしかめ、のどに流ながしこむ。

　そうしつつ、頭あたまの中なかで、残のこりのドリップコーヒーの数かずを計けい算さんした。

　三か月げつ分ぶん、というのがドリップコーヒー九十杯ぱい分ぶんのことであるなら、あの段だんボール箱ばこの中なかに残のこっているコーヒーは、あと八十七杯はい分ぶん──か。

　それを思おもい浮うかべた葉よう子こは、いっそうぐにゃりと顔かおをゆがめ、

（……やっぱり、この問もん題だいは、どうにかすべきかも）

　と考かんがえるのだった。
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　そんなある日ひのこと。

　いつものように、近きん所じょのポストに懸けん賞しょうハガキを出だしに行いった、帰かえり道みち。

　葉よう子こは、見み知しらぬ少しょう女じょに声こえをかけられた。

「ねえっ、あの。このへんに、郵ゆう便びん局きょくがあるはずなんだけど。あなた、知しらない？」

　そうたずねてきたのは、ショッキング・ピンクのパーカーを着きて、ハートにバッテンマークを重かさねた柄がらの眼がん帯たいを着つけて、髪かみの毛けを銀ぎん髪ぱつに染そめた、十二、三歳さいくらいに見みえる少しょう女じょだった。

　その派は手でな格かっ好こうに、ちょっと面めんくらいながらも、葉よう子こは答こたえる。

「え、えーっと、郵ゆう便びん局きょくね。……たしか、向むこうの大おお通どおり沿ぞいの道みちにあるのが、ここからいちばん近ちかい郵ゆう便びん局きょくだよ」

「大おお通どおり沿ぞい？　……あれえ？　おかしいな」

　ピンクの服ふくと眼がん帯たいの少しょう女じょは、あごに指ゆびを当あてて、首くびをかしげた。

「こっちの裏うら道みちのほうに、一つ、郵ゆう便びん局きょくがあるって聞きいたのに」

「そうなの？　ごめん、私わたしは知しらないや。でも、ほかの郵ゆう便びん局きょくじゃダメかな？　大おお通どおり沿ぞいにある郵ゆう便びん局きょく、大おおきくて便べん利りだよ」

　葉よう子こはそう言いってみたが、ピンクの服ふくの少しょう女じょは、ふるふると首くびを横よこにふった。

「ダメなの！　だって、私わたしが探さがしてるのは、ほかのところじゃ売うってない、特とく別べつな懸けん賞しょうハガキを売うってる郵ゆう便びん局きょくなんだもん！」

「……特とく別べつな、懸けん賞しょうハガキ？」

　その言こと葉ばに、葉よう子こはピクリ、と眉まゆを持もち上あげた。

　懸けん賞しょう、と名なの付つくものは聞きき捨ずてならない。

「ね、ねえ。それって、いったい──」

　葉よう子こが思おもわず身みを乗のり出だした、そのとき。

「あ！　あれかな？　探さがしてた郵ゆう便びん局きょく！」

　と、少しょう女じょが声こえを上あげ、葉よう子このうしろを指ゆびさした。

　葉よう子こがふり向むくと、そこには、ブロック塀べいにはさまれた細ほそい道みちがあった。

　その道みちの奥おくには、たしかに、郵ゆう便びん局きょくのマークらしきものが見みえる。

（……あんなところに、郵ゆう便びん局きょくなんて、あったっけ？）

　けげんに思おもって、葉よう子こはそのすき間ま道みちの奥おくを見みつめる。

　そんな葉よう子こをよそに、ピンクの服ふくと眼がん帯たいの少しょう女じょは、すき間ま道みちへと入はいっていった。

　葉よう子こは少すこし迷まよったものの、少しょう女じょのあとについていくことにした。

　少しょう女じょが言いった、「特とく別べつな懸けん賞しょうハガキ」とやらが、どうしても気きになったのだ。

　すき間ま道みちを抜ぬけて、少しょう女じょと葉よう子こは、郵ゆう便びん局きょくの前まえに出でる。

　それは、古ふるぼけた郵ゆう便びん局きょくだった。

　建たて物ものも、その前まえにあるポストも、看かん板ばんの赤あかい「〒」マークもすっかり色いろあせていて、入いり口ぐちからのぞき見みえる建たて物ものの中なかは、やけにうす暗ぐらい。それに、建たて物もの全ぜん体たいに人ひとの気け配はいも感かんじられない。

（だ、大だい丈じょう夫ぶかな？　これって、ちゃんと営えい業ぎょうしてる？　中なかに入はいっていいの？）

　葉よう子こは不ふ安あんになる。

　けれど、少しょう女じょはためらうことなく、ドアを開あけてその郵ゆう便びん局きょくの中なかに入はいっていった。

　それを見みて、葉よう子こも、おそるおそるあとに続つづいた。

　入いり口ぐちのドアは、自じ動どうドアではなく、重おもいガラス戸どだった。

　きしむその戸とを押おし開あけて、葉よう子こは郵ゆう便びん局きょくの中なかに入はいった。

　うす暗ぐらい空くう間かんの中なかで、目めをこらす。

　そうすると、窓まど口ぐちの向むこうに人ひとがいるのがわかった。

　つばのある帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶり、ぶあついマフラーを巻まいた人ひと。──その姿すがたはまるで、顔かおをかくしているかのようだ。実じっ際さい、その人ひとの顔かおはすっかり影かげにおおわれて、目め鼻はな立だちもまったくわからないほどである。

　葉よう子こと少しょう女じょのほかに、建たて物ものの中なかにいるのは、その人ひとだけだった。

（郵ゆう便びん局きょく員いんの人ひと？　……にしては、あやしい格かっ好こう……）

　葉よう子こはまた不ふ安あんになった。

　しかし、少しょう女じょのほうはというと、窓まど口ぐちにそんなあやしい格かっ好こうの人じん物ぶつがいることなど、ものともせずに、

「あった！　これこれ。このハガキのセット、くださいな」

　と、窓まど口ぐちの台だいの上うえに置おかれている、ハガキを重かさねたうすい束たばを指ゆびさした。

　その注ちゅう文もんに、窓まど口ぐちの中なかの人ひとは、帽ぼう子しをゆらしてうなずいた。

「はい、かしこまりました。こちらの【ピッタリもらえる懸けん賞しょうハガキ】、四枚まいセットですね。──この懸けん賞しょうハガキは、ここでしか販はん売ばいしていない限げん定てい品ひんなんですよ」

「うん、もちろん知しってるよ。このハガキでしか応おう募ぼできない、特とく別べつな懸けん賞しょうがあるってこともね」

　窓まど口ぐちの人ひとと少しょう女じょが交かわすその会かい話わに、葉よう子こは、思おもわず耳みみをかたむけた。
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【ピッタリもらえる懸けん賞しょうハガキ】？

　そのハガキでしか応おう募ぼできない、特とく別べつな懸けん賞しょう？

　なんなのだ、それは、いったい。

　気きになる。気きになりすぎる。もっとくわしく話はなしを聞ききたい。

　そんな葉よう子この心こころの声こえに応こたえるかのように、ピンクの服ふくと眼がん帯たいの少しょう女じょは、窓まど口ぐちの中なかに向むかってこう言いった。

「あのね、噂うわさを聞きいたんだ。その特とく別べつな懸けん賞しょうは、何なにが当あたるかわからないけど、かならず応おう募ぼした人ひとにピッタリの、『あまらない、たりなくならない、ちょうどいい数すう量りょうの賞しょう品ひんが当あたる』懸けん賞しょうなんだ──って話はなし」

　それを聞きいて、葉よう子こは目めを丸まるくした。

（ま、まさか。そんな懸けん賞しょうなんて、あるわけが──）

　少しょう女じょが聞きいたというその噂うわさは、とてもじゃないが、信しんじられない話はなしだ。

　けれど、それを言いわれた窓まど口ぐちの人ひとは、

「よくご存ぞんじですね」

　とうなずいて、少しょう女じょにハガキの束たばを差さし出だした。

　少しょう女じょは窓まど口ぐちで代だい金きんを支し払はらい、ハガキを受うけ取とって、くるりときびすを返かえす。

　出で口ぐちに向むかって歩あるいてきた少しょう女じょは、すれ違ちがいざま葉よう子こを見みて、にこっと人ひとなつこくほほ笑えんだ。

「あなたも、このハガキを買かいにきたんでしょ？」

　たずねた少しょう女じょは、葉よう子この答こたえを待まつこともなく、ガラスのドアを開あけて出でていった。

　きしみを上あげて、再ふたたびドアが閉しまる。

　あとに残のこされた葉よう子こは、ゆっくりと、また窓まど口ぐちのほうへ目めを向むけた。

　そして、少すこしドキドキしながら、口くちを開ひらいた。

「あの……。わ、私わたしも、さっきの子こと同おなじ、ハガキのセットを……」

「はい、かしこまりました」

　窓まど口ぐちの中なかの人ひとは、ハガキセットの代だい金きんをレジに打うちこみ、その金きん額がくを葉よう子こに告つげる。

　それは、普ふ通つうのハガキ四枚まいと同おなじ値ね段だんだった。

「お買かい上あげ、ありがとうございます」

　こうして、葉よう子こは手てに入いれた。

　四枚まいセットの【ピッタリもらえる懸けん賞しょうハガキ】なるものを。
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　それから葉よう子こは、さっそくそのハガキを使つかって、懸けん賞しょうに応おう募ぼしてみた。

「特とく別べつな懸けん賞しょう」専せん用ようの応おう募ぼハガキ。

　そこに書かきこむのは、どうやら名な前まえと住じゅう所しょだけでいいようだった。

　また、肝かん心じんの賞しょう品ひんについては、

『この懸けん賞しょうに、ハズレはありません。かならず何なにか当あたります。

　なお、当とう選せん発はっ表ぴょうは、賞しょう品ひんの発はっ送そうをもって代かえさせていただきます。』

　とあるだけだった。

（賞しょう品ひんは、届とどいてみてのお楽たのしみ、ってことか……）

　いったい、どんな賞しょう品ひんが当あたるんだろう。

　ドキドキ、ワクワクしながら、葉よう子こはそれが家いえに届とどくのを、今いまか今いまかと待まちわびた。

　そして、一週しゅう間かん後ご。

　葉よう子この家いえに、一つの小こ包づつみが届とどいた。

　その小こ包づつみには、次つぎのようなカードが添そえられていた。
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「……野や菜さいジュース……か」

　ううむ、と、葉よう子こは口くちの中なかで小ちいさくうなる。

　正しょう直じき、微び妙みょうだ。野や菜さいジュースは、飲のみたくないほどきらいなわけではないが、かといって好すきでもない。

「まあ、一か月げつ分ぶんくらいなら、当あたって困こまるほどでもないか。今いままでの納なっ豆とうやコーヒーにくらべれば──……ん？　あれ？　でも、これって」

　そこで、葉よう子こは気きづいた。

　届とどいたこの小こ包づつみ、ジュース一か月げつ分ぶんにしては、やけに小ちいさく、軽かるくないだろうか。

　不ふ思し議ぎに思おもって、葉よう子こは小こ包づつみの箱はこを開あけ、中なか身みをたしかめてみた。

　すると。

　その小こ包づつみの中なかには、二百ミリリットル缶かんの野や菜さいジュースが、たった七本ほんしか入はいっていなかったのである。

「これだけ？　一か月げつ分ぶんって、このサイズのジュースなら普ふ通つう、三十本ぽんとかじゃないの？」

　缶かんジュースは保ほ存ぞんがきくものだから、いつかの納なっ豆とうのように、何なん度どかに分わけて送おくられてくるとも思おもえない。もしかして、一週しゅう間かん分ぶんの間ま違ちがい、とかだろうか。

「……ま、別べつにいいけどね。毎まい日にち野や菜さいジュースを飲のむのもイヤだし、私わたしにとっちゃ、一か月げつ分ぶんの野や菜さいジュースは、このくらいの量りょうでちょうどいい──」

　何なに気げなくそうつぶやいて。

　葉よう子こは、ハッとした。

　──「ちょうどいい」？

　葉よう子こはもう一いち度ど、小こ包づつみに付ついてきたカードを見み直なおす。

　さっき目めを通とおしたとおり、そこにはこう書かかれている。

『あまらない、たりなくならない、ちょうどいい数すう量りょうの賞しょう品ひんが当あたる！

　ばっちり☆ピッタリ☆キャンペーン♪』……

「これって、つまりそういう意い味みなの？　野や菜さいジュースをあんまり飲のまない私わたしにとっての『野や菜さいジュース一か月げつ分ぶん』は、缶かん七本ほんくらいでちょうどいい──って？」

　おどろきながら、しかし同どう時じに、葉よう子こは首くびをかしげた。

「……でも、私わたしが野や菜さいジュースを好すきじゃないって、なんでわかったんだろ？」

　応おう募ぼするとき、アンケートなどに答こたえたわけでもないのに。

　それが、どうにも奇き妙みょうだった。

　ともあれ、葉よう子こはその日ひから、ぼちぼち賞しょう品ひんの野や菜さいジュースを飲のみ始はじめた。

　とはいえ、やっぱり、あまり積せっ極きょく的てきに飲のみたいものじゃない。どうせ飲のむなら、普ふ通つうの果くだ物もののジュースのほうがいい。

　ただ、折おりしも暑あつい季き節せつだったので、果くだ物もののジュースがないときには、ついつい野や菜さいジュースにも手てが伸のびた。とにかくのどをうるおしたい。そういうときはとりあえず、ジュースと名なの付つくものならなんでもよかった。

　というわけで、家いえに果くだ物もののジュースがないときにだけ、しかたなく代かわりに野や菜さいジュースを飲のんでいたのだが……。

「よし。これで最さい後ごの一本ぽん、と。……ん？　そういえば、今日きょうって」

　七本ほんあった缶かんの、最さい後ごの一本ぽんを飲のみ干ほした日ひ。

　それは、その野や菜さいジュースが届とどいた日ひから、ちょうどピッタリ一か月げつ後ごのことだった。

「わあ、すごい。ほんとに、ピッタリ一か月げつ分ぶんじゃん！」

　その偶ぐう然ぜんに、葉よう子こは思おもわずはしゃいで声こえを上あげた。

　──そう。

　そのときはまだ、それを単たんなる偶ぐう然ぜんだと思おもっていたのだ。
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　最さい後ごの野や菜さいジュースの缶かんを空あけたあと、葉よう子こは、二枚まい目めの【ピッタリもらえる懸けん賞しょうハガキ】を使つかった。

　ハガキをポストに入いれてから、やはり一週しゅう間かん後ご。

　家いえにまた、『ばっちり☆ピッタリ☆キャンペーン♪』のカードが添そえられた小こ包づつみが届とどいた。

　今こん回かいは、『猫ねこの手てを借かりて貯ちょ金きんしよう！』賞しょうが当あたった。

　賞しょう品ひんは、黒くろいまねき猫ねこの形かたちをした、陶とう器き製せいの貯ちょ金きん箱ばこだった。

「わあ、かわいい」

　封ふうを開あけた小こ包づつみの中なかをのぞきこみ、葉よう子こは思おもわず頬ほおをゆるめる。

「これは、なかなかいい賞しょう品ひん──……でも」

　と。葉よう子こはしかし、すぐに笑えみを消けし、代かわりにその顔かおにハテナを浮うかべた。

「どうして、同おなじものが、三個こもあるんだろう？」

　小こ包づつみの箱はこの中なかには、まったく同おなじデザインの貯ちょ金きん箱ばこが、三つならんで緩かん衝しょう材ざいに埋うもれていたのである。

　食たべ物ものとか、シャンプーとか、食しょっ器きセットとかならともかく。こういうものってたいてい、当あたっても一個こずつしかもらえないタイプの賞しょう品ひんなのに。

「まあ、うちには妹いもうとがいるから、一個こだけ当あたると困こまっちゃうんだけど。これなんか、ぜったいあいつも欲ほしがるだろうしなあ」

　などと考かんがえていたら、そこへ、折おりよく妹いもうとがあらわれた。

　案あんの定じょう、妹いもうとは、箱はこの中なかにある黒くろいまねき猫ねこの貯ちょ金きん箱ばこを見みて、目めをかがやかせた。

「何なにこれ、かっわいい！　お姉ねえちゃん、これって懸けん賞しょうの賞しょう品ひん？　同おなじもの、三つもあるの？　だったらわたしにも一個こちょうだい！」

「うん、いいけど……」

「わーいやったー！　あとで返かえせって言いってもおそいからね！」

「とりあえず、お礼れいくらいは言いいなさい」

　たしなめる葉よう子この言こと葉ばもむなしく、妹いもうとは貯ちょ金きん箱ばこを一つ、ひったくるようにしてうばったかと思おもうと、それを持もって自じ分ぶんの部へ屋やへと去さっていった。

　やれやれだ。

　けどまあ本ほん当とう、あの子このぶんがあってよかった。でなきゃ、また盛せい大だいに泣なきわめかれるところだった。

　葉よう子こはため息いきをつき、箱はこの中なかから、一つ貯ちょ金きん箱ばこを取とり出だした。

　そして、箱はこの中なかに残のこった貯ちょ金きん箱ばこへと、目めを落おとした。
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「……一つ、あまっちゃったな」

　ふに落おちない気き持もちで、葉よう子こはそうつぶやいた。

　そのときだった。

　ふいに、妹いもうとの部へ屋やのほうから、ガシャン！　と何なにかが割われる音おとがした。

　少すこしして、妹いもうとが、パタパタとスリッパを鳴ならして走はしってきた。

　その手てには、首くびから下したのなくなった、まねき猫ねこの貯ちょ金きん箱ばこの頭あたまがあった。

　それを見みせて、妹いもうとは「えへへ」ときまり悪わるそうに笑わらう。

「お部へ屋やのどこに置おこうかな、ってあちこち動うごかしてたら、棚たなから落おとして割わっちゃった……。でも、もう一個こ、同おなじのあまってるんだよね。それちょうだい！」

　上うわ目めづかいで手てを合あわせ、お願ねがいポーズをする妹いもうと。

　葉よう子こは声こえを失うしなって、ただこくり、とうなずいた。




　妹いもうとが、最さい後ごに残のこった貯ちょ金きん箱ばこを持もって、再ふたたび去さっていったあと。

　空からになった小こ包づつみの箱はこと、小こ包づつみに添そえられたカードとを、葉よう子こはぼんやり見みくらべた。

（『あまらない』……『たりなくならない』……）

　カードに書かかれたその文もん句くに、噓うそはなかった。

　今こん回かいもまた、当とう選せんして送おくられてきた賞しょう品ひんは、たしかに「ちょうどいい数かず」だった。
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　三枚まい目めの懸けん賞しょうハガキで当あたったのは、『思おもいっきり遊あそんでストレス解かい消しょう！』賞しょう。

　賞しょう品ひんは、葉よう子この住すむ市し内ないにある大おおきな遊ゆう園えん地ちのフリーパスチケット、五枚まいつづりだった。

「やったあ！　ここって、友ともだちみんなでそのうち行いこう、って約やく束そくしてた遊ゆう園えん地ち！　しかも、チケット五枚まいも当あたるなんて！」

　これは、かなり太ふとっ腹ぱらな賞しょう品ひんだ。

　今いままでいろんな懸けん賞しょうに応おう募ぼして、いろいろ当あたった賞しょう品ひんの中なかでも、いちばんうれしい当あたりかもしれない。

「でも……五枚まいじゃ、一枚まいたりないな。友ともだちみんなを誘さそったら、私わたしのぶんも入いれて、チケットは六枚まい必ひつ要ようなのに」

　葉よう子こがよくいっしょに遊あそんでいる友ともだちは、葉よう子こを入いれて女じょ子し三人にん、男だん子し三人にん、合ごう計けい六人にんのグループなのである。

　だからもう一枚まいチケットを、なんていうのは、もちろん贅ぜい沢たくな要よう望ぼうだ。

　でも、この場ば合あい、贅ぜい沢たくだとかそういうことじゃなくて。

「さすがに、三回かい続つづけて『ピッタリ』とはいかなかったかな……？」

　ちょっぴり残ざん念ねんに思おもいつつ、葉よう子こは小ちいさく苦く笑しょうした。

　まあいい。五枚まいのチケットは五人にんの友ともだちにあげて、自じ分ぶんのぶんは自じ腹ばらでチケットを買かうことにしよう。

　葉よう子こはそのつもりで友ともだちを誘さそい、休きゅう日じつに、やはりいつもの六人にんで遊ゆう園えん地ちに行いくことになった。

　ところがである。

　約やく束そくの当とう日じつ、集しゅう合ごう場ば所しょにやってきた友ともだちは、四人にんだけだった。

　あとの一人ひとりは、その日ひ、風邪かぜを引ひいて来こられなくなってしまったらしい。

　つまり、集あつまった人にん数ずうは、葉よう子こを入いれて合ごう計けい五人にん。

　遊ゆう園えん地ちのチケットは、五枚まいで「ちょうどピッタリ」だったのだ。
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　──そんなふうに。

　三枚まいのハガキを使つかい終おえて、葉よう子こは確かく信しんした。

　この【ピッタリもらえる懸けん賞しょうハガキ】が、どういうものであるのかを。

（このハガキで応おう募ぼできる懸けん賞しょうの賞しょう品ひんは、本ほん当とうに、あまらないし、たりなくもならないんだ。いつもかならず、応おう募ぼ者しゃにとって「ちょうどピッタリ」な賞しょう品ひんがもらえるんだ。まるで──未み来らいを予よ言げんするみたいに）

　四枚まいセットで買かったハガキの、最さい後ごの一枚まいをじいっと見みつめ、葉よう子こはごくりとつばを飲のむ。

　なんて不ふ思し議ぎで、奇き妙みょうな商しょう品ひん。

　でも、すばらしい商しょう品ひんだ。

　この懸けん賞しょうハガキがあれば、もう悩なやまなくてすむ。

　賞しょう品ひんが、あまったり、たりなくなったりして困こまることを気きにせずに、心こころおきなく懸けん賞しょう趣しゅ味みを楽たのしめる。

「だって──『ピッタリ』『ちょうどいい』数すう量りょうの賞しょう品ひんをもらって、困こまることなんて、何なにもないもんね！」

　そう言いって、葉よう子こは、四枚まい目めのハガキをポストに入いれた。

　これで四枚まいセットのハガキをすべて使つかってしまったから、またあの郵ゆう便びん局きょくで、【ピッタリもらえる懸けん賞しょうハガキ】を買かってこなければ。

「今こん度どは、どんな賞しょう品ひんが当あたるんだろう？」

　ドキドキ、ワクワクしながら、葉よう子こは賞しょう品ひんが家いえに届とどくであろう、一週しゅう間かん後ごを待まちわびた。







　一週しゅう間かん後ご。

　予よ想そうどおり、葉よう子この家いえに、見みなれたカードの添そえられた荷に物もつが届とどいた。

　今こん度どの荷に物もつは、小こ包づつみとは言いえない大おおきな箱はこだった。

　葉よう子この力ちからで持もち上あげられないほど、それはずっしり重おもかった。

「いったい、何なにが入はいってるんだろ……？」

　ドキドキ、ワクワクしながら。

　葉よう子こは箱はこを開あける前まえに、添そえられたカードを手てに取とり、それを読よんだ。




　そして、それを読よみ終おわったとき──。

　葉よう子こは、自じ分ぶんの考かんがえが間ま違ちがっていたことを知しった。




「まさか……こんなものが当あたるなんて……」

　まだ開あけていない箱はこの前まえで、葉よう子こは呆ぼう然ぜんとする。

「これ」自じ体たいは、ありきたりな実じつ用よう品ひんでしかない。

　この懸けん賞しょうの賞しょう品ひんでさえなければ、もらって困こまるものでもない。

　でも、この懸けん賞しょうで、よりによって「これ」だけは欲ほしくなかった。

　あまらない、たりなくならない、自じ分ぶんにとってちょうどピッタリの、こんな──。
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　放ほう課か後ごなんて、こなければいいのに。




　下げ校こう時じ刻こくのチャイムが鳴なると、行ゆき途とはいつも気きが重おもくなる。

　学がっ校こうが好すきなわけじゃない。家いえに帰かえりたくないわけじゃない。

　それでも帰かえるのが嫌いやなのは──帰かえり道みちが、怖こわいからだ。

　朝あさ学がっ校こうに行いくときは、集しゅう団だん登とう校こうだからいい。

　でも、いっしょに帰かえる友ともだちのいない行ゆき途とは、帰かえり道みちでは一人ひとりになってしまう。

　だから、目めを付つけられたのだろう。

　学がっ校こうからの帰かえり道みちで、行ゆき途とは毎まい日にちのように、いじめっ子こたちに待まち伏ぶせされていた。しばらく前まえから、ずっとそれが続つづいていた。

　いじめっ子こたちは、いつも手て分わけして行ゆき途とを待まち伏ぶせする。

　そうして、行ゆき途とを獲え物ものにして「ハンターごっこ」をするのだ。

　いじめっ子こたちは、それぞれハンターとなって、行ゆき途とが通とおりそうな、かつひと気けのない道みちで待まち伏ぶせする。その待まち伏ぶせが成せい功こうして、行ゆき途とを捕つかまえることができたら、そのハンターの勝かち。

「ハンターごっこ」は、どうやらそういう遊あそびらしかった。
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　行ゆき途とは、いじめっ子こたちに捕つかまらないよう、なんとか逃にげ道みちを探さがそうとするのだが、どの道みちを通とおって帰かえろうとしても、いじめっ子こたちはいつも、行いく先さき々ざきで道みちをふさいでいる。

　行ゆき途とを捕つかまえたいじめっ子こは、「ハント成せい功こう」の証しょう拠こ品ひんとして、行ゆき途との持もち物ものをむりやりうばっていく。教きょう科か書しょ、ノート、プリント、文ぶん房ぼう具ぐ、キーホルダー、水すい筒とう……今いままでに取とられたものは、数かず知しれない。

　そうやって取とられたものは、たいていそれから何なん日にちか経たって、通つう学がく路ろのどこかで見みつかるのだった。

　あるものは、道みち端ばたに捨すてられ、どろや、砂すなぼこりや、足あし跡あとなどの汚よごれだらけになって。

　あるものは、用よう水すい路ろのゴミ取とり網あみに引ひっかかり、流ながれてきたゴミの中なかに浮うかんで。

　あるものは、道みちに落おちている犬いぬのフンの上うえに載のせられて。

　そんなありさまになった自じ分ぶんの持もち物ものを見みつけるたびに、行ゆき途とは悲かなしくて、くやしくて、泣なくまいと思おもっても泣ないてしまう。

　それでも、いじめっ子こたちが怖こわくて、行ゆき途とは彼かれらに逆さからえなかった。

　学がっ校こうを休やすみたいと親おやに言いう勇ゆう気きも、親おやに黙だまって学がっ校こうをサボる度ど胸きょうもなかった。

　いじめのことを、だれか身み近ぢかな大人おとなにでも、相そう談だんすべきなのかもしれない。

　けれど、行ゆき途とはどうしても、それができなかった。……「まずは心こころを強つよく持もって、いやなことはいやだと、はっきり自じ分ぶんで言いってごらん」──なんてことを言いわれたら、どうしよう、と考かんがえると。

（心こころが強つよくなくたって、いじめられてるんだから、助たすけてほしい。……でも、それを「甘あまえ」だって言いわれたら）

　そのことが怖こわくて、いつまでたっても、だれかに相そう談だんすることができずにいた。

（心こころが強つよいやつは、いいだろうさ。いじめっ子こに逆さからう強つよさのあるやつは。でも──）

　だれかが助たすけてくれないと、自じ分ぶんの力ちからじゃどうにもできない人にん間げんもいる。

「それでもいいよ。仕し方かたないよ」と、行ゆき途とは今いままで、一いち度ども言いわれたことがない。

　だから行ゆき途とは、自じ分ぶんの弱よわさを、「助たすけてくれるかもしれない人ひと」に知しられることが怖こわいのだ。

　それを知しられたら、「弱よわいままじゃ、助たすけてあげられないよ」と、見み捨すてられてしまいそうな気きがするから。
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　その日ひも行ゆき途とはいつものように、ビクビクおびえながら、帰かえり道みちを歩あるいていた。

　どうか、今日きょうこそは、いじめっ子こたちに出で会あいませんように。

　──けれど、その祈いのりもむなしく、行ゆき途との行いく先さきには、いつものように待まち伏ぶせしているいじめっ子この姿すがたがあった。

　まだ離はなれたところにいるいじめっ子こは、よそ見みをしていて、どうやら行ゆき途とに気きづいていない。

　でもどうせ、見みつかるのは時じ間かんの問もん題だいだ。

　ここで道みちを引ひき返かえして、ほかの道みちから家いえに帰かえろうとしたところで、意い味みはない。いじめっ子こたちは何なん人にんもで手て分わけして、行ゆき途とが家いえに帰かえるための道みちを、ことごとくふさいでいるに違ちがいないのだから。

　行ゆき途とは、それ以い上じょう足あしを進すすめることができなくなって、震ふるえてその場ばに立たちすくんだ。

　捕つかまったら、今日きょうは、いったいなんの持もち物ものを取とられてしまうのだろう──。

（ああ、今いまここに、あいつらの知しらない抜ぬけ道みちがあればなあ……）

　行ゆき途との目めに、涙なみだが浮うかぶ。

　そのときだった。

　涙なみだにかすむ目めの前まえを、何なにかがふわり、と横よこ切ぎった。

　黒くろとショッキング・ピンクが入いり交まじった色いろの──飛とび方かたからして、それはおそらく蝶ちょうだった。

　でも、こんな色いろの羽はねをした蝶ちょうなんて、いるものだろうか。

　そう思おもいつつ、行ゆき途とはついつい、その蝶ちょうらしきものを目めで追おった。

　それは、近ちかくにある家いえの板いた塀べいのまわりを、少すこしひらひらと飛とんだあと、その板いた塀べいにぽっかり開あいた穴あなから、家いえの庭にわへと入はいっていった。

　その塀へいの穴あなは、行ゆき途とくらいの子こどもであれば、くぐることができそうな穴あなだった。

　それに気きづいて、行ゆき途とはハッとする。

（……この穴あなから、どこか別べつの道みちへ、出でられないかな）

　穴あなの向むこうは、知しらない家いえの庭にわである。どこか別べつの道みちへ出でるにしても、それにはこの家いえの庭にわを通とおらなければならない。

　人ひとの家いえの庭にわに、勝かっ手てに入はいるなんて、いけないことだ。

　そんなことはわかっていたが、それでも行ゆき途とは、いじめっ子こに捕つかまりたくない一いっ心しんで、道みちの先さきにいるいじめっ子こがふり向むく前まえにと、急いそいでその塀へいの穴あなにもぐりこんだ。




　穴あなの向むこうは、草くさぼうぼうの庭にわだった。

　庭にわの真まん中なかに、たくさんの実みがついた一本ぽんの木きと、小ちいさな丸まる太た小ご屋やがあった。

　丸まる太た小ご屋やの前まえには、
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　と、一ひと文も字じ書かかれた立たて札ふだがある。

（『道みち』……？　って、なんだろう？　この家いえの人ひとの、名な前まえなのかな）

　気きになるその立たて札ふだを見みつめて、行ゆき途とは首くびをかしげた。

　と、そのとき。

　とつぜん小こ屋やの戸とが開ひらいて、中なかから人ひとが現あらわれた。

　その人ひとは、背せ格かっ好こうからして、たぶん男おとこの人ひとだった。

　つばの広ひろい帽ぼう子しをかぶり、首くびにはぶあついマフラーを巻まいて、くたびれた外がい套とうに身みを包つつんだその人ひとの顔かおは、やけに濃こい陰かげになっていて、顔かお立だちも表ひょう情じょうもわからなかった。

「あ……あの……」

　勝かっ手てに庭にわに入はいってしまったことを、あやまらなければ。

　だけど、震ふるえる声こえがのどの奥おくにつまって、なかなか出でてこない。

　そんな行ゆき途とに、その人ひとは、影かげで見みえない顔かおを向むけ、ほんのわずかに頭あたまを揺ゆらした。

　表ひょう情じょうは見みえないはずなのに、行ゆき途とはなんだか、その人ひとが小ちいさくほほ笑えんだような気きがした。

「あの……お……怒おこって、ないんですか？」

　おそるおそる、行ゆき途とは聞きいた。

　それに対たいして、帽ぼう子しとマフラーのその人ひとは、こう答こたえた。

「店みせに来きてくれたお客きゃくさんを、怒おこったりはしないよ」

「……店みせ？」

　思おもわず、行ゆき途とは聞きき返かえした。

　すると。

「うん、そうだよ。この立たて札ふだに書かいてあるとおり、ここは『道みち』を売うってるお店みせなんだ。……正せい確かくには、道みちの木きの、道みちの実みから採とれる、【道みちの種たね】をね」

　その人ひとは、あたりまえのことのように、そう口くちにした。

　それを聞きいて、行ゆき途とは目めを丸まるくする。

（『道みち』を──売うってる？　道みちの木きの、道みちの実みから採とれる、【道みちの種たね】？）

　とてもじゃないが、信しんじられない話はなしだ。

　そう思おもいながらも、行ゆき途とはついつい、丸まる太た小ご屋やの横よこにある、一本ぽんの木きへと目めをやった。

　その大おおきな木きには、たくさんの実みがなっている。

　地じ面めんにも、同おなじ木きの実みが、これまたたくさん落おちていた。

「せっかくお店みせに来きたんだから、種たねを買かっていかないかい？」

　帽ぼう子しとマフラーのその人ひと──【道みちの種たね】の店みせの人ひとは、そう言いった。

　そして、小ちいさく丸まるいその実みを一つ、地じ面めんから拾ひろい上あげて、行ゆき途とに見みせた。
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「この木きの実みは、不ふ思し議ぎなものでね。木きから落おちても割われないけれど、人ひとの手てから地じ面めんに落おとすと、簡かん単たんに割われてはじけて、一ひと粒つぶの種たねが飛とび出だすんだ」

　カラカラに乾かわいた色いろのその木きの実みを、店みせの人ひとは手ての平ひらに載のせて、行ゆき途とに差さし出だす。

「よければ一つ、ためしてごらん」

「……え。……でも」

「大だい丈じょう夫ぶ。種たねをまくだけなら、お代だいは取とらないよ」

　その言こと葉ばに、行ゆき途とは心こころを動うごかされる。

（【道みちの種たね】なんて、本ほん当とうなのかな。……もし、その話はなしが本ほん当とうのことだとしたら。それをまいたら、いったい何なにが起おこるんだろう？）

　行ゆき途とは、どうしてもそれをたしかめたくて、仕し方かたがなくなった。

「……そ、それじゃ。ためすだけなら」

　と、行ゆき途とは、店みせの人ひとの手ての平ひらに載のせられた木きの実みへ、そっと手てを伸のばす。

　つまみ上あげたその木きの実みは、かたく乾かわいた殻からに包つつまれていて、殻からの中なかからコロコロとかすかに音おとがした。

「じゃあ、そこに種たねをまいてごらん」

　店みせの人ひとにうながされ、行ゆき途とはうなずき。

　ごくん、とつばを飲のんだあと、そっと木きの実みから手てを離はなした。

　すると、地じ面めんに落おとしたその木きの実みは、




　パキン




　と小ちいさく音おとを立たて、次つぎの瞬しゅん間かんその殻からが、割われてはじけてくだけ散ちった。

　それと同どう時じに、殻からの中なかから、一ひと粒つぶの丸まるい種たねが飛とび出だした。

　その種たねから、にょきり、と何なにかが生はえる。

　それは、見みる間まににょきにょきと、長ながく、広ひろく、伸のびていき──。

　気きがつけば、行ゆき途との目めの前まえに、さっきまではなかった一本ぽんの道みちができていた。

「どうかな。よさそうな道みちが、生はえたかい？」

　ぽかんと声こえを失うしなう行ゆき途とに、店みせの人ひとはそうたずねた。

　それから、続つづけてこう言いった。

「【道みちの種たね】から生はえた道みちはね、その種たねをまいた人ひとだけが、見みたり、通とおったりできる道みちなんだ。種たねをまいた人ひと以い外がいには、その道みちは、けっして見みることも、通とおることもできないんだ」

　だからつまり、と、店みせの人ひとは、ささやくように声こえを落おとした。

「今いま、きみが種たねをまいて作つくったその道みちは、きみの目めにしか見みえない、きみにしか通とおれない、きみだけの道みちなんだよ」

　それを聞きいて。

　行ゆき途とは、ゆっくりと大おおきくまばたきした。

（自じ分ぶんだけの道みちを作つくれる、【道みちの種たね】──？）

　再ふたたび見み開ひらいた目めで、行ゆき途とは、そこにある一本ぽんの道みちを見みつめる。

　ほかのだれにも、見みたり通とおったりできない道みち。

　そんなものがあるのなら。

（これを使つかえば、学がっ校こうからの帰かえり道みち、あのいじめっ子こたちから、うまく逃にげることができるかも──……）

　それを考かんがえて、行ゆき途とはぎゅっと拳こぶしをにぎった。

「あの……。【道みちの種たね】って、値ね段だんは、いくらくらいするんですか？」

　店みせの人ひとをふり向むいて、行ゆき途とはたずねた。

　それに対たいし、返かえってきた答こたえは、

「きみの両りょう手てで持もてるだけの実みが、キャラメル一ひと箱はこ分ぶんと同おなじ値ね段だんだよ」

　という、思おもいのほか安やすいものだった。

　行ゆき途とは【道みちの種たね】を買かうことに決きめた。

　地じ面めんに落おちている道みちの実みを、行ゆき途とが両りょう手てに載のるだけ拾ひろって渡わたすと、店みせの人ひとは、その実みをまとめて袋ふくろに入いれた。

「この商しょう品ひんは、きみにとって、きっと力ちからになるだろう。……だけどね」

　代だい金きんと引ひきかえに、袋ふくろ詰づめした実みを行ゆき途とに渡わたして、店みせの人ひとは言いう。

　そのとき、影かげにおおわれて見みえないその顔かおが、少すこし曇くもったような気きがした。

「逃にげることを望のぞむなら、心こころ安やすらげるところまで、ひたすら逃にげることだけ考かんがえるといい。あるいは、自じ分ぶんを苦くるしめる相あい手てに立たち向むかいたいと望のぞむなら、自じ分ぶんの中なかにある力ちからを使つかってそうするといい。……自じ分ぶんのものではない、不ふ確たしかで信しん用ようならない力ちからに頼たよるのは、とても危き険けんなことだからね」

　気きづかうような声こえで、店みせの人ひとは、行ゆき途との悩なやみを見み透すかしたかのようなことを口くちにした。

　なんで、そんなことを。

　と、行ゆき途とはおどろいて聞きこうとしたが。

「それじゃあね。おためしでまいた種たねから生はえたその道みちは、おまけにしてあげる。今日きょうは、その道みちを通とおって家いえに帰かえるといいよ」

　店みせの人ひとに先さきにそう言いわれてしまい、思おもわず頭あたまを下さげた行ゆき途とは、そのまま口くちを開ひらくタイミングをうしなった。




　そうして行ゆき途とは、その日ひ、自じ分ぶんでまいた【道みちの種たね】から生はえた道みちを通とおって、家いえに帰かえった。

　その道みちは、行ゆき途との家いえの前まえまで続つづいていた。

　それは、ほかのどの道みちとも交まじわらない、一いっ本ぽん道みちだった。

　おかげで行ゆき途とは、その日ひ、いじめっ子こに捕つかまることなく、無ぶ事じに家いえに帰かえることができた。
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　次つぎの日ひ。

　行ゆき途とは、昨日きのう買かった【道みちの種たね】の木きの実みを、一つだけ学がっ校こうに持もっていった。

　学がっ校こうが終おわるまで、その実みを落おとして割わらないように気きをつけて。

　そして、帰かえり道みち。

　この日ひもやはりいつものように、いじめっ子この一人ひとりが、道みちを先さき回まわりして待まち伏ぶせしていた。

　その姿すがたを見みつけた行ゆき途とは、手ての中なかににぎっていた実みを、あわてて地じ面めんに投なげつけた。




　パキン




　小ちいさく音おとを立たてて、木きの実みが割われる。

　木きの実みの中なかから、【道みちの種たね】が一ひと粒つぶ飛とび出だす。

　ぽとりと地じ面めんに落おちた種たねからは、昨日きのう、あの不ふ思し議ぎなお店みせの庭にわで見みたのと同おなじように、にょきにょきと一本ぽんの「道みち」が生はえてきた。

　芽め生ばえたばかりの細ほそい道みちが、そこに立たちはだかるブロック塀べいに突つき当あたると、道みちの先さきが触ふれたところにすき間まができる。そのすき間まが、どんどん左さ右ゆうに広ひろがっていく。

　ブロック塀べいは、動うごいてもいないし、幅はばが縮ちぢんでいる様よう子すでもない。それなのに、そこにはたしかに道みちの幅はばだけ、どこからか空くう間かんが生うまれているのだ。

　そうして、道みちはたちまち、行ゆき途とが通とおれる大おおきさにまで「成せい長ちょう」した。

　そのとき、いじめっ子こが、行ゆき途とに気きづいた。

　ニヤニヤ笑わらいながら、いじめっ子こはこっちにやってくる。

　行ゆき途とは急いそいで、目めの前まえにできたその道みちへと、飛とびこんだ。

（どうか、あいつが追おっかけてきませんように……）

【道みちの種たね】から生はえた道みちは、種たねをまいた人ひとにだけ、見みたり通とおったりできる。

　あのお店みせの人ひとは、そう説せつ明めいしていたが……。

（この道みちの入いり口ぐちは、本ほん当とうに、ほかのだれにも見みつからないのかな）

　正しょう直じきなところ、行ゆき途とはまだ半はん信しん半はん疑ぎだった。

　けれど、その道みちから出でないように気きをつけて、そっと道みちの外そとの様よう子すをうかがってみると。

　さっきのいじめっ子こが、道みちの入いり口ぐちのそばを行いったり来きたりしながら、しきりに首くびをひねっているのが見みえた。

「おっかしいなあ……。見み失うしなったのは、たしかこの辺へんだったのに。いくら探さがしても、抜ぬけ道みちや、かくれるような場ば所しょなんて、どこにもないぞ。どういうことだ？」

　いじめっ子こは、ぶつぶつと、そんなことをつぶやいている。

　行ゆき途とはまばたきするのも忘わすれ、すぐ目めの前まえにいるいじめっ子この姿すがたをながめた。

（すごい……。本ほん当とうに、ぜんぜんこっちに気きづいてないんだ）

　この道みちの中なかにいる行ゆき途とからは、こうやって、ちゃんと道みちの外そとが見みえるのに。

　道みちの外そとからは、行ゆき途との姿すがたも、この道みちそのものも見みえないらしい。

「あの不ふ思し議ぎなお店みせの人ひとの、言いったとおりだ……。ぼくがまいた種たねから生はえたこの道みちは、ぼくだけが見みたり通とおったりできる、〈ぼくだけの道みち〉なんだ」

　知しらぬ間まに、行ゆき途とはそれを声こえに出だして言いっていた。

　その声こえがわずかに聞きこえたのか、いじめっ子こが、ふとこちらを向むく。

　行ゆき途とはビクリとしたものの、いじめっ子こは、きょろきょろと辺あたりを見み回まわして、また首くびをひねって通とおりすぎていった。







　次つぎの日ひも。

　その次つぎの日ひも。

　行ゆき途とは、それから毎まい日にち、道みちの実みを一つずつ学がっ校こうへ持もっていった。

　帰かえり道みちの途と中ちゅうで、道みちの実みを地じ面めんに落おとして、種たねをまく。

　生はえてきた道みちを通とおって、家いえまで帰かえる。

　そのようにしていれば、帰かえり道みちで、けっしていじめっ子こに捕つかまることはない。

　いじめっ子こたちは、行ゆき途とが道みちの途と中ちゅうでとつぜん姿すがたを消けして、どこを捜さがしても見みつからなくなることが、不ふ思し議ぎでならないようだった。

　けれどもちろん、【道みちの種たね】をまいて作つくった道みちに、行ゆき途とが逃にげこんでいるなんてことは、どうしたって気きづきようがない。

（帰かえり道みちの代かわりに、学がっ校こうにいるとき何なにかされないか、ちょっと心しん配ぱいだったけど……。あいつら、周まわりに人ひと目めがあるところじゃ、何なにもできないんだ）

　そのことに、行ゆき途とはホッとした。

【道みちの種たね】を手てに入いれてからというもの、帰かえり道みちをたどるひとときは、行ゆき途とにとって楽たのしい時じ間かんとなった。

【道みちの種たね】から生はえた道みちは、一回かい通とおると消きえてしまう。

　入はいったのと同おなじところからまた出でても、それだけでは消きえないけれど、入はいったのと反はん対たい側がわから出でると、道みちは消きえてなくなる。そういうものであるらしい。

　だから行ゆき途とは、家いえに帰かえるために、毎まい日にち新あらたな【道みちの種たね】をまいて、毎まい日にち新あらたな道みちを作つくり直なおす必ひつ要ようがあった。

　種たねから生はえる道みちは、そのときどきで違ちがっていた。

　真まっすぐな道みち。

　曲まがりくねった道みち。

　明あかるい道みち。

　うす暗ぐらい道みち。

　丘おかへ登のぼる坂さか。

　地ち下かへの階かい段だん。

　アスファルトの道みちも、土つちの道みちも、タイル敷じきの道みちもあった。

　道みちの左さ右ゆうの景け色しきは、建たて物ものの壁かべだったり、板いたやブロックの塀へいだったり、あるいは崖がけになっていたり、川かわが流ながれていたりした。いずれにしても、道みちの途と中ちゅうで、その道みちをはずれることはできないようになっていた。

　ずっと同おなじような地じ面めん、同おなじような景け色しきが続つづく道みちもあれば、途と中ちゅうでそれらが変かわっていく道みちもある。

　ただ一つ、どの道みちでも変かわらないのは、その道みちを抜ぬけ出でた先さきには行ゆき途との家いえがあるということだった。
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　そんなふうに、【道みちの種たね】のおかげで平へい和わな日ひ々びを送おくっていた、ある日ひのこと。

　下げ校こう中ちゅう、いつものように、行ゆき途とは〈自じ分ぶんだけの道みち〉に逃にげこんだ。

　その日ひの道みちは、地じ面めんにモザイクタイルが敷しかれた道みちだった。

　タイルの模も様ようは美うつくしかった。けれどもそれは、廃はい墟きょの町まちの道どう路ろのように古ふるびており、色いろあせ、ひび割われ、あちこちボロボロになっていた。

　何なに気げなく、行ゆき途とは地じ面めんに手てを伸のばし、はがれたタイルのかけらを拾ひろう。

　モザイクタイルのひとかけらは、片かた手てでやっと掴つかめるくらいの大おおきさだった。

　そのとき、足あし音おとが聞きこえた。

　行ゆき途とを捜さがしているいじめっ子こが、道みちの入いり口ぐちのすぐ近ちかくまで、やってきたのだ。

「くそー、やっぱりどこにもいない。あいついったい、どこを通とおって帰かえってるんだ」

　吐はきすてて、いじめっ子こは、いまいましげに舌した打うちする。

　それを見みた行ゆき途とは。

「…………」

　ぎゅっ、と、無む意い識しきにタイルのかけらをにぎりしめた。

　そして──次つぎの瞬しゅん間かん。

　目めの前まえにいるいじめっ子こに、そのタイルのかけらを、思おもいっきり投なげつけた。

　ガッ、と音おとを立たてて、いじめっ子この頭あたまにタイルが当あたる。

　いじめっ子こは、その衝しょう撃げきで大おおきくふらついた。

　それから、おどろいた顔かおで、何なん度ども辺あたりを見み回まわした。
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　いくら捜さがしたところで、〈行ゆき途とだけの道みち〉の中なかにいる行ゆき途との姿すがたは、いじめっ子こからはけっして見みえない。タイルを投なげたのが行ゆき途とだということは、いじめっ子こにはけっしてわからない。

　いじめっ子この表ひょう情じょうが、次し第だいに痛いたみと恐きょう怖ふでゆがんでいく。

　やがて、いじめっ子こは涙なみだと鼻はな水みずをたらしながら、タイルが当あたったところを手てで押おさえ、よろよろとその場ばを離はなれていった。

「……ハハッ」

　いじめっ子こが遠とおくに行いってから、行ゆき途とは思おもわず笑わらいをもらした。

　やつの情なさけない泣なき顔がおを思おもい返かえすと、胸むねの奥おくがスッとした。

　──そうだ。

　なんで、いままで気きづかなかったんだろう。

「この〈自じ分ぶんだけの道みち〉は、逃にげ道みちとしてだけじゃなく、こんな使つかい方かたもできるんだ」







　それからというもの、行ゆき途とは帰かえり道みちに〈自じ分ぶんだけの道みち〉にひそんで、いじめっ子こたちを待まち伏ぶせするようになった。

　そうして、道みちの入いり口ぐちに近ちかづいてきたいじめっ子こを、いろんなもので狙ねらい撃うちした。

　あるときは、硬かたいボールを投なげて。

　あるときは、どろ団だん子ごをぶつけて。

　あるときは、赤あかや青あおの絵えの具ぐをたっぷり溶とかした水みずを、水みず鉄でっ砲ぽうに入いれて放はなって。

　狩かりでもするように、行ゆき途とはそれを楽たのしんだ。

　──そう。それは、行ゆき途との「ハンターごっこ」だった。

「今こん度どは、ぼくがハンターだ。おまえらは、これからずっと獲え物もの役やくだ」

　逃にげ去さっていくいじめっ子この背せ中なかをながめ、行ゆき途とはつぶやく。

　安あん全ぜん地ち帯たいから、一いっ方ぽう的てきに相あい手てをいたぶる「狩かり」。

　それを卑ひ怯きょうだなんて、思おもわなかった。

　今いままでさんざんいじめられた自じ分ぶんには、この「狩かり」を楽たのしむ資し格かくがある。「仕し返かえし」という方ほう法ほうでもって、ずっとだれにも話はなせなかった苦くるしみを、思おもうぞんぶん吐はき出だすことが許ゆるされる。そう思おもった。

　いじめっ子こたちは、いつしか以い前ぜんの行ゆき途とのように、下げ校こう時じ刻こくのチャイムを聞きくと暗くらい顔かおをするようになった。

　いい気き味みだ。

　でも、まだまだ。

　逃にがすものか。許ゆるすものか。

（これからも、ずっとずっと、ぼくは「ハンター」でい続つづけてやる。もう、二に度どとあいつらの「獲え物もの」にならないように）

　くっ、くっ、と行ゆき途とはのどの奥おくで笑わらう。

　けれど、そうやって笑わらいながら──行ゆき途とは、今いまにも泣なき出だしそうだった。

　こんなことがしたかったんじゃ、ないのかもしれない。そんな気きもした。

　でも、もう、自じ分ぶんで自じ分ぶんを止とめられなかった。
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　そうこうするうち、あの不ふ思し議ぎなお店みせで買かった【道みちの種たね】の木きの実みは、残のこりあと一個こになった。

　そこで行ゆき途とは、新あたらしい【道みちの種たね】を買かいに行いこうと、あのときのお店みせを捜さがした。

　──ところが。

　あのお店みせがあったはずの場ば所しょに行いってみても、板いた塀べいに開あいた穴あなが、どこにもない。

　いや。それどころか、板いた塀べいの家いえそのものが、見み当あたらないのだ。

　もしかして、塀へいを作つくり直なおしたのだろうか？

　最さい初しょはそう思おもって、その辺あたりにある家いえの庭にわを、片かたっぱしからのぞきこんでみたのだが、あのときの庭にわも、丸まる太た小ご屋やも、そして道みちの実みがなる木きも、いくら捜さがしても見みつからなかった。

（どうしよう。これじゃ、【道みちの種たね】が買かえない……）

　手ての平ひらに載のせた、最さい後ごの一個この道みちの実みを見みつめ、行ゆき途とは青あおざめる。

　このまま、新あたらしい【道みちの種たね】を手てに入いれることができなかったら、どうなる？

　残のこった種たねで〈自じ分ぶんだけの道みち〉を作つくれるのは、あと一回かいだけ。

　じゃあ、種たねを使つかいきった、そのあとは──……？

（【道みちの種たね】がなくなったあと──ぼくは、どうやって家いえに帰かえればいい……？）

〈自じ分ぶんだけの道みち〉を使つかうことで、「獲え物もの」の役やく割わりから解かい放ほうされたのに。逆ぎゃくにあいつらを狙ねらい撃うつ「ハンター」になれたのに。

　それなのに今いまになって、「ハンター」でいるための道どう具ぐを、力ちからを、なくしてしまったら──……。

　いつの間まにか、行ゆき途との足あしは震ふるえていた。

　汗あせのにじむ手てで、行ゆき途とは乾かわいた木きの実みを、痛いたくなるほど握にぎりしめた。

　そのときである。

　聞きき覚おぼえのある声こえがして、行ゆき途とはハッと顔かおを上あげた。

　それは、あのいじめっ子こたちが話はなしをしている声こえだった。

　話はなし声ごえが、行ゆき途とのいるほうに向むかって近ちかづいてくる。

（まずい！　見みつかる──）

　行ゆき途とはとっさに、手ての中なかに握にぎっていた道みちの実みを、地じ面めんに向むかって投なげつけた。




　パキン




　と、実みの殻からが割われる。

　その中なかから一ひと粒つぶの種たねが飛とび出だし、種たねから芽め生ばえた道みちが、またたく間まに成せい長ちょうする。

　それが充じゅう分ぶんな大おおきさに育そだったのを見み計はからって、行ゆき途とは、その道みちの中なかに飛とびこんだ。







　最さい後ごの種たねから生うまれたその道みちは、立たちならぶ木き々ぎの間あいだを通とおる道みちだった。

　木き々ぎの幹みきと枝えだとやぶが、何なん層そうにも奥おくへつらなり重かさなって、道みちの左さ右ゆうを、人ひとが通とおり抜ぬけるすき間まもないくらいに埋うめつくしていた。

（ああ──とうとう、最さい後ごの種たねを使つかっちゃった）

　これからいったいどうしよう、と思おもいながら、行ゆき途とはうっそうとした道みちを歩あるく。

　風かぜが吹ふいて、まわりの木き々ぎが、ざわざわと大おおきな音おとを立たてた。

　ぽとぽとと、近ちかくでいくつかの木きの実みが落おちた。

　それは大おおきなドングリだったが、まわりをよくよく見みれば、ほかにも実みを付つけた木きがいろいろあった。

　その道みちを、しばらく進すすんでいったところで、大おおきな曲まがり角かどに差さしかかった。

　行ゆき途とは、そこで思おもわず足あしを止とめた。

　その曲まがり角かどに、見み覚おぼえのある木きが生はえていたからだ。

「この木きって──もしかして」

　目めを見み開ひらき、行ゆき途とはその木きを見み上あげる。

　そう。

　それは、あの不ふ思し議ぎなお店みせの庭にわで見みたのと同おなじ、道みちの実みがなる道みちの木きだった。

　あの庭にわにあった木きと同おなじように、ここにあるこの木きにも、たくさんの実みが付ついていた。

　そして、カラカラに乾かわいた実みが、数かぞえ切きれないくらい地じ面めんに落おちていた。

　行ゆき途とは、その木きの下したに歩あゆみ寄よった。

「道みちの木きって、あの『道みち』の店みせの庭にわにだけ、生はえてるわけじゃなかったんだ……」

　助たすかった──と、息いきをつく。

　最さい後ごの一個この種たねからできた道みちの途と中ちゅうに、この木きが生はえているなんて。

「〈ぼくだけの道みち〉に生はえてる木きなんだから、これは、ほかのだれの木きでもない。このぼくの木きだ。それなら、いくらだって、実みを拾ひろってかまわないはずだ」

　だれにともなくそう言いって、行ゆき途とは、そこに落おちている木きの実みを拾ひろい始はじめた。

　一個こ、二個こ、三個こ……。七個こ、八個こ、九個こ……。

　拾ひろった木きの実みは、たちまち両りょう手てで持もち切きれない数かずになる。

　そこで行ゆき途とは、服ふくのすそを持もち上あげて、服ふくのおなかの部ぶ分ぶんにくぼみを作つくり、拾ひろった木きの実みを、カゴがわりのそのくぼみに入いれて持もつことにした。

　二十個こ……三十個こ……。

　服ふくのおなかのくぼみには、どんどん拾ひろった木きの実みがたまっていく。

「できるだけたくさん、ここで道みちの実みを拾ひろっておかなくちゃ。だって、次つぎに道みちの木きを見みつけられるのは、いつのことになるか、わからないもの」

　大おおきな道みちの木きの下したには、あっちにも、こっちにも、いくらでも実みが落おちている。

　拾ひろっても、拾ひろっても、きりがない。

　いつしか、服ふくのおなかのくぼみには、百個こをゆうに超こす大たい量りょうの木きの実みがたまっていた。

「これくらいあれば、大だい丈じょう夫ぶかな」

　木きの実みはもう、服ふくのくぼみからあふれんばかりだ。さすがに、これ以い上じょうは持もち歩あるけない。

　行ゆき途とは、まだ地じ面めんに落おちている木きの実みをなごりおしく見みつめたあと、立たち上あがって、再ふたたび道みちを歩あるき出だした。

　カラカラに乾かわいた小ちいさな木きの実みも、これだけの数かずが集あつまれば、ずしりと重おもい。

　その大おお荷に物もつを抱かかえて、行ゆき途とはふうふうと息いきを荒あらくし、歩あるいていった。

　やがて、周まわりの景け色しきは松まつ林ばやしになった。

　道みちの左さ右ゆうに、ずらりと大おおきな松まつの木きがそびえ立たち、風かぜが吹ふくたび松まつぼっくりが枝えだから落おちる。

　そんな松まつ林ばやしの間あいだの道みちを進すすんでいくと、途と中ちゅうでちょっとした石いし段だんが現あらわれた。

　十段だんにも満みたない、その短みじかい石いし段だんを、行ゆき途とはゆっくり下おりていった。

　そして、残のこり三段だんほどのところまで下おりた、そのとき。

「あっ……！」

　靴くつの裏うらが何なにかをふんづけ、行ゆき途とは、階かい段だんの途と中ちゅうでよろめいた。

　そのまま、行ゆき途との体からだはぐらりと前まえにかたむいて──。

　残のこりの階かい段だんをふみはずし、階かい段だんの下したまで、転ころげ落おちた。

「うう……」

　痛いたみにしかめた顔かおの横よこに、つぶれた大おおきな松まつぼっくりが転ころがってきた。どうやら、この松まつぼっくりをふんづけてしまったらしい。

　行ゆき途とは、松まつぼっくりを少すこしにらんでから、顔かおを上あげた。




　その瞬しゅん間かん。

　行ゆき途とは息いきをのんだ。




「……道みちが」

　見み開ひらかれた行ゆき途との目めに映うつったもの。

　それは、からみ合あい、もつれ合あいながら伸のびていく、たくさんの道みちだった。

　行ゆき途とは地じ面めんを見み下おろす。

　そこには、道みちの実みがはじけて割われたあとの、大たい量りょうの殻からのかけらが落おちていた。

（さっき転ころんだひょうしに、【道みちの種たね】を、ぜんぶ地じ面めんにばらまいちゃったんだ──）

　服ふくのおなかのくぼみに抱かかえていた、百をゆうに超こす数かずの種たねを、すべて──……。

　行ゆき途との前まえには、今いま、いくつもの別わかれ道みちがあった。

　ふりかえった道みちも、もはや、先さきほどまでの一いっ本ぽん道みちではなくなっていた。

　いっせいに芽め生ばえて育そだった道みちたちは、たがいに交まじわり、行ゆき途とが通とおってきた道みちを巻まきこんで、無む数すうの交こう差さ点てんと別わかれ道みちを作つくり出だしたのだ。

「そんな……」

　しばらくの間あいだ、行ゆき途とは呆ぼう然ぜんとして立たち尽つくした。

　そのあと、とりあえず、来きた道みちを引ひき返かえそうとしてみたが。

　一いち度ど通とおってきたその道みちは、今いまや、ほかの道みちと交こう差さしているだけでなく、いくつもの道みちと交まじり合あい、変へん形けいし、景け色しきを変かえてしまっていた。

　どの道みちを、どうたどっていけば、この道みちの外そとに出でることができるのか。

　そんなこと、もうわかりはしない。

　ぐちゃぐちゃにもつれ、からまった、百ひゃく余よの道みち。

　それはさながら、果はてしない迷めい路ろのような、迷まよい道みちだった。










　あれから、どれだけ歩あるき続つづけたことだろう。

　響ひびく足あし音おとは、ずっと行ゆき途との靴くつの音おとだけ。

　残のこる足あし跡あとは、いつも行ゆき途との靴くつの跡あとだけ。

　時ときおり見みつかる木きの実みや草くさの実み、泉いずみや川かわや井い戸どのおかげで、行ゆき途とはどうにか、飢うえや渇かわきをしのぐことはできていた。

　けれど、どこまで歩あるいても、道みちの入いり口ぐちには戻もどれず、まだ見みぬ出で口ぐちにもたどりつけない。

　行いけども行いけども、そこにあるのは〈行ゆき途とだけの道みち〉だった。

　その道みちの中なかに、行ゆき途と以い外がいの者ものが入はいってくることは、けっしてない。

　だれにも出で会あわない。

　だれも助たすけにこない。

　無む人じんの巨きょ大だいな迷めい路ろとなったその道みちを、行ゆき途とは今いまもまだ、一人ひとりさまよい続つづけている。
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　図と書しょ館かんに、本ほんを借かりにきた。

　漫まん画がではなく、れっきとした小しょう説せつをだ。

　このことは、澄すみ也やにとって、なかなか大たい変へんな出で来き事ごとだった。

　なにせ、澄すみ也やはこれまで、小しょう説せつなんてものにはてんで縁えんのない人じん生せいを、十年ねんとちょっとばかり送おくってきたのだから。

　でも、今いまの澄すみ也やには、どうしてもそれを読よまねばならない理り由ゆうがあった。

　その理り由ゆうとは──。

　澄すみ也やは、ずっと前まえから、近きん所じょに住すむ読どく書しょ家かのおねえさんにあこがれていた。

　そのおねえさんと、どうにかこうにかお近ちかづきになりたくて、先せん日じつ、勇ゆう気きを出だしておねえさんに話はなしかけ、こう言いったのである。

「おねえさんのおすすめの本ほん、教おしえてください！」

　……と。

　おねえさんは、子こども向むけの本ほんをあまりよく知しらないらしくて困こまっていたが、それでも真しん剣けんに考かんがえて、何なん冊さつかのおすすめの本ほんを教おしえてくれた。

　その本ほんを、澄すみ也やは今日きょう、図と書しょ館かんに探さがしにきたというわけだった。







　町まちにあるその図と書しょ館かんに、澄すみ也やはふだんから、よく漫まん画がを借かりにきてはいた。なので、図と書しょ館かんの利り用よう者しゃカードは持もっていたのだが……。

　そのカードで、まさか、漫まん画が以い外がいの本ほんを借かりることになろうとは。

「ええと……。小しょう説せつの棚たなは、向むこうだな。よ、よし……！」

　気き合あいを入いれて、澄すみ也やは、ハードカバーの本ほんがぎっしりならんだその棚たなへと近ちかづく。

　同おなじ図と書しょ館かんの一いっ室しつとはいえ、ふだん近ちか寄よりもしない棚たなというのは、もう、知しらない町まちみたいなものだ。そのくらい、なじみもなく、勝かっ手てがわからない。

　それでも澄すみ也やは、おねえさんに書かいてもらったメモを見みながら、目め当あての本ほんをなんとか三冊さつ、そこから探さがし出だした。

（うわあ……。こんな本ほん、一冊さつでも、読よみきれるのかなあ……）

　見みつかった三冊さつは、どれもずっしりぶあつい本ほんだった。

　しかも、パラパラページをめくってみても、挿さし絵えというものがまったくない。

　ひたすら小ちいさな文も字じの詰つまったページが、四百ページとか、五百ページとか。……よくもまあ、この本ほんの作さく者しゃたち、こんなにもいっぱい書かくことがあったものである。

（と、とにかく。ちょっとでも読よんでみよう……）

　文も字じ量りょうにクラクラしながらも、澄すみ也やはその三冊さつを抱かかえ、机つくえのある窓まど辺べの席せきに座すわった。

　さて、と……。

　まずは、一冊さつ目め。

　最さい初しょに読よみ始はじめたその本ほんは、古ふるい海かい外がいＳエスＦエフ小しょう説せつだった。一ページ目めから、なんだか意い味みのわからない言こと葉ばのオンパレードだ。文も字じを追おっていると、めまいがしてきた。肝かん心じんの内ない容ようは、ぜんぜん頭あたまに入はいってこない。二ページほど読よんで、澄すみ也やはそっと本ほんを閉とじた。

　次つぎに開ひらいた本ほんは、いわゆる時じ代だい小しょう説せつというやつだった。これもやはり、一ページ目めから、意い味みのわからない言こと葉ばが山やまほど出でてくる。文も字じを追おっていると、だんだん吐はき気けがしてきて、澄すみ也やはやはり二ページ読よんだところで、本ほんを閉とじた。

　最さい後ごに開ひらいた本ほんは、神しん話わ風ふうのファンタジー小しょう説せつ。これは、ほかの二冊さつにくらべれば、いくらか読よみやすいような気きもしたし、いくらか面おも白しろそうな気きもする本ほんだった。──けれど、それでもやはり、わからない言こと葉ばや言いい回まわしは多おおく、読よんでいるうちにだんだんと眠ねむ気けにおそわれて、澄すみ也やの意い識しきはもうろうとしてきた。




『ダイヤモンドとラピスラズリとガーネットを粉に挽いて固めた月は、時に煌きを纏い、時に夜に溶け、時に心を騒がせ、暫く経つと砕けて散って星になる。その星を地上に落とすのが、私のラッパの一吹きなのだ。新たな月を造るため、その材料となる欠片を地上に落とす。それが私に課せられた贖罪だった。月の輪廻が綻ぶことは、すなわち冥界のカナリアに夜を明け渡すことであり、詰まるところ我々人間種族にとって』……




「……ハッ！　あぶないあぶない……」

　我われに返かえって、澄すみ也やはパタン、と本ほんを閉とじる。

　三冊さつ目めの本ほんも、たった三ページ読よんだだけで、もう限げん界かいだった。

「まずい……。これは、まずいぞ……」

　机つくえの上うえに、三冊さつ重かさねた本ほんを見みつめて、澄すみ也やはつぶやく。

　どうしたものか。

　おねえさんからおすすめの本ほんを聞きき出だす際さい、「おれ、ふだんからよく本ほんを読よんでるので、むずかしい本ほんでもぜんぜん大だい丈じょう夫ぶです！」……などと、調ちょう子しのいいことを言いってしまったのだ。

　今いまさら、本ほん当とうは読どく書しょが大だいの苦にが手てだと、おねえさんに知しられてしまったら。

　おねえさんに近ちかづくために、適てき当とうな噓うそをついたことが、きっとばれてしまう。

　そうなったら、かっこ悪わるいし、おねえさんにガッカリされてしまうかもしれない。

　──それはいやだ。

（せめて……この中なかの、ど、どれか一冊さつだけでも、読よまないと）

　三冊さつの本ほんを机つくえにならべ、澄すみ也やは視し線せんをさまよわせる。

　この中なかで、かろうじてでも読よめそうなものは──……。

　しいていえば、最さい後ごに読よもうとした、神しん話わ風ふうファンタジー小しょう説せつだろうか。

　ほかの二冊さつは、印いん刷さつされた文も字じを目めで追おうだけで精せいいっぱいだったが、この一冊さつだけは、曲まがりなりにも文ぶん章しょうを「読よむ」ことができた。それに、あきらめて本ほんを閉とじるまで、ほかの二冊さつよりも一ページ多おおく、ページを進すすめることができた。

　でも……。

　澄すみ也やは、そのファンタジー小しょう説せつの本ほんを再ふたたび開ひらき、そこに印いん刷さつされた文も字じをにらむ。

（なんで……なんでこの本ほん、こんなに漢かん字じが多おおいのに、フリガナがほとんど付ついてないんだよ！）

　本ほんに向むかって、澄すみ也やは心こころの中なかで毒どくづいた。

　せめて、せめてすべての漢かん字じにフリガナさえふってあれば、この本ほんに書かいてある文ぶん章しょうだって、もうちょっと意い味みが取とりやすくなるはずなのだ。

　読よみ方かたすらわからない漢かん字じが次つぎ々つぎ出でてくる。そのせいで、澄すみ也やにとってはただでさえむずかしい文ぶん章しょうの、意い味みのわからなさがよけいに次つぎ々つぎつみ重かさなる。結けっ果か、物もの語がたりの中なかでいったい何なにが起おこっているのか、さっぱり理り解かいできなくなってしまう。

（ああ、くそう。どこのだれだか知しらないけど、昔むかしの人ひと！　漢かん字じなんていう、むやみやたらとむずかしい字じを作つくるんじゃないよ、まったくもう！）

　しまいにはそんなことを思おもうくらいに、澄すみ也やは漢かん字じが苦にが手てだった。

　その苦にが手て意い識しきが、そもそも、これまで澄すみ也やを読どく書しょから遠とおざけてきたのである。

（はあ……。これじゃ、本ほんを借かりて帰かえっても、どうせ読よめそうにないし……）

　うなだれて、澄すみ也やは結けっ局きょく三冊さつの本ほんを、すべてもとの棚たなに返かえすことにした。

　どれもぶあつい三冊さつの本ほんは、棚たなから抜ぬき取とったあと、その場ば所しょにぽっかりと大おおきなすき間まを残のこしていた。そのすき間まに、もとどおり、澄すみ也やは本ほんを差さしこんでいく。

　海かい外がいＳエスＦえふ小しょう説せつと時じ代だい小しょう説せつを棚たなに返かえして。

　最さい後ごに、神しん話わ風ふうファンタジー小しょう説せつを──……。

　両りょうどなりにある本ほんと本ほんとのすき間まに、差さし入いれようとした、そのときだった。

「いらっしゃいませ、お客きゃくさま」

　突とつ然ぜん、澄すみ也やの目めの前まえから、ひっそりと小ちいさな声こえが響ひびいた。

　澄すみ也やはギョッとした。

　その声こえは、本ほんと本ほんとのすき間まの奥おくから、聞きこえてきたからだ。

　澄すみ也やは、おそるおそる、そのすき間まの奥おくをのぞきこんだ。
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　すると。

　そこには、本ほん当とうに人ひとがいた。帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶって、マフラーを巻まいた、いかにも怪あやしい格かっ好こうの人ひとが。その人ひとの顔かおは、黒くろい影かげでべっとりと覆おおわれ、いくら目めをこらしてみても、目め鼻はな立だちも表ひょう情じょうもわからなかった。

（えええ……？　なんだ、これ。どういうことだ？　この本ほん棚だなのうしろは、壁かべになってるはずなのに。なんで、こんなところに人ひとがいるんだ？）

　混こん乱らんする澄すみ也やに、すき間まの奥おくのその人ひとは、ないしょ話ばなしのようなひそひそ声ごえで、また言いった。

「いらっしゃいませ。ぼくは、この図と書しょ館かんの本ほん棚だなの奥おくで不ふ定てい期き営えい業ぎょうをしております、〈本ほんの虫むし屋や〉でございます。お客きゃくさまは、どういった品しなをお求もとめでしょうか？」

「……え……えっと……」

　本ほんの、虫むし屋や？　営えい業ぎょう、だって？　ここで、商しょう売ばいしているというのか？　本ほん棚だなの奥おくで……？？？

　あまりにも奇き妙みょうすぎるその人ひとの言こと葉ばに、澄すみ也やはますます混こん乱らんする。

　だけれども……。

　不ふ思し議ぎな名な前まえの、その物もの売うりの売うっている商しょう品ひんが、澄すみ也やはどうにも気きになった。

「あの……」

　物もの売うりにならい、周まわりに聞きこえないようひそひそ声ごえで、澄すみ也やは本ほんのすき間まの奥おくに話はなしかけた。

「〈本ほんの虫むし屋や〉って……いったい、どんなもの売うってるんですか？」

「そうですね。取とり扱あつかい商しょう品ひんは、たとえばこのような……」

　と。物もの売うりは、すき間まの奥おくから手てを伸のばし、ぶあつい本ほん一冊さつ分ぶんのそのすき間まにぴったりはまる、一つのガラスビンをそこに置おいた。

　そのビンの底そこには、黒くろいインクの小ちいさな小ちいさな粒つぶみたいなものが、ざらざらと数すうセンチの深ふかさまで積つもっていた。

「これは【ふりがな虫むし】といって、本ほんの中なかを住すみ処かにする虫むしの一いっ種しゅです」

「ふりがな……虫むし？」

　変へんな名な前まえ。と、澄すみ也やは、ビンの中なかの虫むしに目めを近ちかづける。

　聞きいたこともなければ、見みたこともない虫むしだ。

「すごく小ちいさい、アリか何なにかみたい。……でも、触しょっ角かくもないし、どこが頭あたまで胸むねでおなかなのかもよくわからないし、それに、アリよりもっとずっと真まっ黒くろだね。ぜんぜん動うごかないけど、これ、生いきてるの？」

「ええ。今いまは眠ねむっているだけで、ちゃんと生いきていますよ。本ほんを住すみ処かにする虫むしですから、本ほんの中なかに入いれてやれば、また目めを覚さまして動うごき出だします」

「本ほんの中なかに……。この虫むし、本ほんのページを食たべちゃうの？」

　古ふるい本ほんなんかは、管かん理りが悪わるいと虫むしに食くわれて穴あなが開あくとか、聞きいたことがある。これも、そんなふうに虫むし食くいを作つくる種しゅ類るいの虫むしなのかなと、澄すみ也やは想そう像ぞうした。

　しかし、それに対たいして物もの売うりは「いいえ」と答こたえた。

　そして続つづけて、思おもいもよらぬことを口くちにした。

「この【ふりがな虫むし】はね、インクのような体からだを持もった特とく殊しゅな虫むしで、本ほんの中なかに入いれて飼かうと、一匹ぴき一匹ぴきの虫むしの体からだが、漢かん字じの横よこでフリガナの形かたちになるんですよ」

「……えええっ!?」

　物もの売うりの説せつ明めいに、澄すみ也やは思おもわず声こえを上あげ、あわててハッと口くちを押おさえた。

　図と書しょ館かんで大おおきな声こえを出だすと、周まわりの人ひとの迷めい惑わくになる。気きを付つけなければ。さいわい、今いまは近ちかくに人ひともおらず、注ちゅう意いされたりはせずにすんだ。

　再ふたたび声こえをひそめて、物もの売うりに、澄すみ也やはたずねる。

「そ、それってさ。虫むしが、ちゃんとその漢かん字じに合あった読よみ仮が名なの形かたちになるの？」

「はい。そういう習しゅう性せいの虫むしなんです」

「えええー、すごいねその虫むし。おれより国こく語ご、得とく意いじゃん……！」

　情なさけない感かん心しんの仕し方かたをしながらも、その虫むしの話はなしに、澄すみ也やはすっかり興こう奮ふんしていた。

「じゃあ、じゃあさ。……むずかしい漢かん字じがいっぱいあって、でも、フリガナがほとんど付ついてない、そんな本ほんの中なかでその虫むしを飼かえば、その本ほんは、ぜんぶの漢かん字じにフリガナの付ついた本ほんになるってこと？」

「ええ、そのとおり」

　物もの売うりは、すき間まの奥おくで帽ぼう子しをゆらしてうなずいたあと、

「ぜんぶの漢かん字じのフリガナを作つくれる、充じゅう分ぶんな数かずの【ふりがな虫むし】があれば、ですがね」

　と付つけ加くわえた。

　澄すみ也やは、ビンに閉とじこめられた無む数すうの黒くろい虫むしを見みつめて、ごくりとつばを飲のむ。

（この虫むしがあれば──おねえさんのおすすめの本ほん、最さい後ごまで読よむことができるかも！）

　それを考かんがえると、いてもたってもいられない。

　澄すみ也やは、この不ふ思し議ぎで奇き妙みょうで変へんテコな虫むしが、どうしても欲ほしくてたまらなくなった。

　ポケットから財さい布ふを取とり出だし、澄すみ也やは、物もの売うりに【ふりがな虫むし】の値ね段だんを聞きいた。

　その代だい金きんは思おもったよりも安やすく、一ひとビン丸まるごとの虫むしが、板いたチョコレート一枚まいと同おなじくらいの値ね段だんだった。

　澄すみ也やは、本ほん棚だなのすき間まに置おかれたビンを手てに取とり、代かわりにそこにお金かねを置おいた。

　物もの売うりは、そのお金かねを受うけ取とって、澄すみ也やに【ふりがな虫むし】の説せつ明めい書しょを渡わたした。
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　家いえに帰かえった澄すみ也やは、さっそく【ふりがな虫むし】を本ほんに入いれてみることにした。

　虫むしの住すみ処かにする本ほん──つまり、漢かん字じにフリガナを付つけたい本ほんは、図と書しょ館かんでちょっとだけ開ひらいて読よんでみた、あの神しん話わ風ふうファンタジー小しょう説せつのぶあつい本ほんだ。

　といっても、図と書しょ館かんの本ほんはみんなの本ほんだから、勝かっ手てに虫むしの巣すにするわけにはいかない。

　今いま、澄すみ也やの手て元もとにあるその本ほんは、帰かえり道みちの途と中ちゅうに本ほん屋やによって、そこでちゃんと買かってきた新あたらしい本ほんだった。

「よし！　それじゃ……」

　澄すみ也やは、本ほんを紙かみ袋ぶくろから出だして、【ふりがな虫むし】の説せつ明めい書しょの紙かみを開ひらいた。

「えーっと……。まずは、【ふりがな虫むし】の入はいったビンをよくふって……」

　説せつ明めい書がきを読よみ、澄すみ也やは、そこに書かかれているとおりにやってみる。




　ザラッ、ザラッ、ザラッ……




【ふりがな虫むし】は最さい初しょ、ビンの中なかで、粒つぶの粗あらい砂すなのような音おとを立たてていた。

　けれど、何なん度どもビンをふるうちに、その音おとは、




　たぽ、たぽ、たぽっ……




　と、水みず気けをおびたものに変かわってきた。

　手てを止とめて、ビンの中なかを見みてみると、心こころなしか、真まっ黒くろな虫むしたちの体からだは先さきほどまでよりつやめいて、なんだか生いき生いきとした見みた目めになったように感かんじられた。

「そろそろ、いいのかな。……えーっと。次つぎは……【ふりがな虫むし】を住すまわせたい本ほんを開ひらいて、どのページでもよいので、開ひらいたそのページの上うえに虫むしをばらまきます……か」

　澄すみ也やはビンの栓せんを開あけ、開ひらいた本ほんの上うえで、ビンを逆さかさにして軽かるくふった。

【ふりがな虫むし】が、びっしり文も字じだらけのページの上うえにばらまかれる。

　すると、次つぎの瞬しゅん間かん──。

　小ちいさな黒くろい虫むしたちは、インクが紙かみに染しみこむように、すうっと体からだの厚あつみを失うしなった。

「うわっ」

　澄すみ也やは思おもわず声こえを上あげた。

　開ひらいた本ほんのページが、まるで、無む数すうのインクの染しみを散ちらしたようなありさまになってしまったからだ。
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　けれど、それもつかの間ま。

　本ほんのページに染しみこんだ虫むしたちは、ほどなくしてもぞもぞと動うごき出だし、ならぶ活かつ字じのすき間まをぬって、余よ白はくの中なかをはい回まわり始はじめた。

　いくらかの虫むしは、その見み開ひらき二ページに留とどまった。

　それ以い外がいの多おおくの虫むしは、ページの端はしから滑すべり出でるようにして、一匹ぴき、また一匹ぴきと、見みえなくなっていった。

　本ほんを横よこから観かん察さつすると、ページの端はしの重かさなった部ぶ分ぶんに、一いっ瞬しゅんだけ黒くろい小ちいさな染しみができ、それが消きえてなくなっていく。開ひらいたページから出でていった虫むしたちは、重かさなり合あうページとページの間あいだへと、思おもい思おもいにその身みを滑すべりこませ、そうやってページを移い動どうしているようだった。

　説せつ明めい書がきには、虫むしが本ほんの外そとに逃にげ出ださないようなら大だい丈じょう夫ぶ、と書かいてある。

　どうやら、【ふりがな虫むし】は、この本ほんの中なかに居い着ついてくれそうだ。

「これで、よし。……あとは、本ほんを閉とじて、三みっ日か間かんほうっておけばいいだけ、か」

　澄すみ也やは、一ひと仕し事ごとやりとげた気き分ぶんで、大おおきく息いきをついた。

　それから、閉とじた本ほんを、漫まん画が本ぼんがたくさん入はいっている本ほん棚だなの、空あいているすき間まに差さしこんだ。







　はたして、三みっ日か後ご。

　澄すみ也やが本ほんを開ひらいて、中なかを見みてみると──。




『ダイヤモンドとラピスラズリとガーネットを粉こなに挽ひいて固かためた月つきは、時ときに煌きらめきを纏まとい、時ときに夜よるに溶とけ、時ときに心こころを騒さわがせ、暫しばらく経たつと砕くだけて散ちって星ほしになる。その星ほしを地ち上じょうに落おとすのが、私わたしのラッパの一ひと吹ふきなのだ。新あらたな月つきを造つくるため、その材ざい料りょうとなる欠片かけらを地ち上じょうに落おとす。それが私わたしに課かせられた贖しょく罪ざいだった。月つきの輪りん廻ねが綻ほころぶことは、すなわち冥めい界かいのカナリアに夜よるを明あけ渡わたすことであり、詰つまるところ我われ々われ人にん間げん種しゅ族ぞくにとって』……




「おおお……ほんとに、漢かん字じにフリガナが付ついてる……!!」

　澄すみ也やは感かん激げきの声こえを上あげた。

　あの〈本ほんの虫むし屋や〉さんの言いっていたとおりだ。

　本ほんの中なかに住すみ着ついた【ふりがな虫むし】たちは、一匹ぴき一匹ぴきがフリガナの形かたちとなって、それぞれの漢かん字じの横よこで落おち着ついたらしい。

　活かつ字じのインクとまったく同おなじ色いろの虫むしたちは、もはや虫むしの形かたちもしておらず、この本ほんの中なかにもとからあった、いくらかのわずかなフリガナと、もうぜんぜん見み分わけがつかない。

　澄すみ也やは、あらためて最さい初しょから、この本ほんを読よんでみることにした。

　図と書しょ館かんで読よもうとしたときは、読よめない漢かん字じがありすぎて、三ページ読よんだだけで眠ねむ気けに耐たえられなくなった本ほんだけど……。

（うう。やっぱり、むずかしくって、読よみにくい本ほんだな。……でも）

　この前まえ、フリガナなしで読よんだときとくらべれば、文ぶん章しょうの意い味みはずっとわかりやすい。物もの語がたりの内ない容ようが、ちゃんと頭あたまに入はいってくる。

（フリガナがあっても、まだ意い味みのわからない言こと葉ばはあるけど……。でも、「煌きらめき」とか、「纏まとい」とか、「暫しばらく」とかなら、読よみ方かたがわかりさえすれば、おれにだって意い味みがわかるぞ！）

　あとはもう、気き合あいだった。

　澄すみ也やは必ひっ死しで集しゅう中ちゅうして、眠ねむ気けを追おい払はらいながら、物もの語がたりを読よみ進すすめていった。

　その日ひは、十五ページまで読よんだ。

　その次つぎの日ひは、三十一ページまで。

　そのさらに次つぎの日ひは、四十三ページまで。

　がんばってもそれくらいが精せいいっぱいだったけれど、澄すみ也やはとにかく、毎まい日にちかならずその本ほんを開ひらいて、澄すみ也やなりにできる限かぎりのペースで読よんだ。

　そうするうちに、だんだんと、話はなしの展てん開かいや登とう場じょう人じん物ぶつたちにも興きょう味みがわいてきて、物もの語がたりの続つづきが気きになってきた。

（す、すごい……！　このおれが、こんなぶあつい本ほんを読よんで、「読どく書しょ」してる！）

　そのことに、澄すみ也やは自じ分ぶんで感かん動どうした。

　ところが──である。

　その本ほんを、半はん分ぶんくらいまで読よみ進すすめたところで、そこから先さきのページの漢かん字じに、ぷっつりフリガナが付つかなくなってしまったのだ。

　どうやら、【ふりがな虫むし】の数かずが、本ほんの途と中ちゅうで足たりなくなってしまったらしい。

　こんなぶあつい、文も字じも漢かん字じも多おおい本ほんじゃあ無む理りもない、と澄すみ也やは思おもった。

「どうしよう。早はやく続つづき、読よみたいけど……」

　澄すみ也やはためしに、漢かん字じにフリガナの付ついていない続つづきのページを、自じ力りきでなんとか読よもうとしてみた。……が、やっぱり意い味みのわからない言こと葉ばが多おおすぎて、どうしてもそこから読よみ進すすめることができない。

　今いままでの話はなしの内ない容ようが頭あたまに入はいっているのだから、もしかしたらなんとかなるんじゃ、と少すこしは期き待たいしたのだけど。

　だめなものは、だめだった。

「やっぱり、追つい加かでもう一ひとビン、【ふりがな虫むし】を買かってこなくちゃな」

　澄すみ也やはため息いきをついて、この日ひはひとまず、本ほんを閉とじた。
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　それからというもの、澄すみ也やは毎まい日にちのように町まちの図と書しょ館かんへ通かよって、あの本ほん棚だなの奥おくに〈本ほんの虫むし屋や〉がいないかどうか捜さがした。

　けれども、不ふ思し議ぎで奇き妙みょうなあの物もの売うりは、待まてども待まてども現あらわれない。

　この前まえのときと、同おなじ場ば所しょにある同おなじ本ほんを抜ぬき取とって、そのすき間まの奥おくをのぞいても。その本ほん棚だなの、もっと右みぎのほうや左ひだりのほうや、上うえや下したの棚たなの奥おくを捜さがしても。まったく別べつの本ほん棚だなの本ほんを、あちこち抜ぬき取とって、そのすき間まの奥おくに目めをこらしても。──そこにはただ壁かべがあるだけで、あのときの、帽ぼう子しにマフラー姿すがたの物もの売うりは、どこにもいる気け配はいがなかった。

（あの人ひとは、あの場ば所しょで、不ふ定てい期き営えい業ぎょうしてるって言いってたもんな。あの人ひとがいつあそこに現あらわれるかは、そのときになってみなきゃ、わからないんだろうか……）

　やきもきしながら、それでも澄すみ也やは、あきらめずに毎まい日にち毎まい日にち物もの売うりを捜さがした。

　その甲斐かいあって──。

【ふりがな虫むし】を買かった日ひから、一ひと月つきほど経たったその日ひ。

　ようやくのことで、澄すみ也やは再ふたたび〈本ほんの虫むし屋や〉に出で会あうことができたのだった。




　あのときと同おなじ本ほん棚だなの、あのときと同おなじ本ほんを抜ぬき取とったすき間まの奥おくで、〈本ほんの虫むし屋や〉はまた営えい業ぎょうしていた。

　それを見みつけるやいなや、澄すみ也やは、物もの売うりが「いらっしゃい」を言いうよりも先さきに、

「あの……！　【ふりがな虫むし】、一ひとビンください……！」

　と、ひっそり小ちいさな声こえで注ちゅう文もんした。

　ところが、である。

「申もうしわけありません。【ふりがな虫むし】は、ただいま、品しな切ぎれ中ちゅうでして」

　返かえってきたその言こと葉ばに、澄すみ也やは「えっ……」と顔かおを引ひきつらせた。

（品しな切ぎれって……そんなあ。何なん日にちも、何なん日にちも待まって、やっとこの人ひとに会あえたのに……）

　ショックのあまり、声こえを失なくしてうなだれる。

　そんな澄すみ也やに、物もの売うりは、すき間まの奥おくで帽ぼう子しをゆらして頭あたまを下さげた。

「本ほん当とうに、申もうしわけありません。ただいま、【ふりがな虫むし】を繁はん殖しょくさせて、虫むしの子こどもを増ふやしている最さい中ちゅうなんです。次つぎにここへ来くるときまでには、新あたらしい【ふりがな虫むし】をご用よう意いできていると思おもいますので、それまでどうか、お待まちください」

　それを聞きいて、澄すみ也やは「へえ」と顔かおを上あげた。

「繁はん殖しょく……ってことは、あの虫むしにも、オスとメスがいるの？」

「ええ、そうですよ。これが、メスの【ふりがな虫むし】です」

　物もの売うりはそう言いって、本ほんのすき間まにぴったりはまる大おおきさの、一つのビンをそこに置おいた。

　そのビンの中なかには、澄すみ也やがこのまえ買かったものによく似にた黒くろい虫むしが、ざらざらとたくさん入はいっていた。姿すがた形かたちはほぼ同おなじだが、その虫むしは澄すみ也やが買かったものよりも、ほんの少すこし体からだが大おおきいようだ。

「オスとメスをいっしょにして飼かうと、【ふりがな虫むし】はどんどん子こどもを生うんで、増ふえていきます。……もっとも、ぼくが売うるのは、オスの虫むしだけですけどね」

「そうなの？　なんで？」

「メスの虫むしは、オスと違ちがって、少しょう々しょう管かん理りがむずかしいので、売うり物ものにはしないことにしているんですよ」

　ふうん、と澄すみ也やはうなずいた。

「ところで、〈本ほんの虫むし屋や〉さん。次つぎにここに来くるのって、いつになるの？」

「さあ。それは、そのときになってみないとわかりませんね」

「そ、そんな、いいかげんな……」

　澄すみ也やはあきれて、こまってしまった。

　次つぎにいつ営えい業ぎょうするかわからないんじゃ、いざこの人ひとが来くるという日ひに、自じ分ぶんがちゃんとここに来こられるかどうかもわからない。

　だって、毎まい日にち毎まい日にちこうして図と書しょ館かんに来くるのは、大たい変へんだ。もしかしたら、何なにか用よう事じがあったり、風邪かぜを引ひいて寝ねこんだりして、図と書しょ館かんに来こられない日ひがあるかもしれない。もしも、その日ひがたまたま〈本ほんの虫むし屋や〉の営えい業ぎょう日びだったら……。

　それを考かんがえると、澄すみ也やはますますあきらめられない気き持もちになった。

　どうにかして、今いまここで、【ふりがな虫むし】を手てに入いれて帰かえることはできないものか。

（……っていっても、品しな切ぎれなんだから、どうしようもないよな）

　そのことは、頭あたまではわかっているものの、残ざん念ねんでならなかった。

　後うしろ髪がみを引ひかれる思おもいで、澄すみ也やは、物もの売うりに背せを向むけようとした。

　そのとき。

「〈本ほんの虫むし屋や〉さん。ちょっと、欲ほしいものがあるんだけど」

　澄すみ也やから少すこし離はなれたところで、一人ひとりの女おんなの子こが、本ほんのすき間まの奥おくに声こえをかけた。

　ショッキング・ピンクのパーカーを着きた、銀ぎん髪ぱつの女おんなの子こ。澄すみ也やよりもいくらか歳とし上うえだろうその子こは、ハートにバッテンマークを重かさねた柄がらの、眼がん帯たいまで着つけていた。

　この派は手でな女おんなの子こも、〈本ほんの虫むし屋や〉を知しっているのか。

　それもなんだか、常じょう連れんっぽい態たい度どである。

「はい、いらっしゃいませ。今日きょうは何なにをお求もとめですか？」

　物もの売うりは、そう言いうと同どう時じに、澄すみ也やの目めの前まえにあるすき間まの奥おくから、姿すがたを消けした。

　少すこし離はなれた、女おんなの子この目めの前まえにあるすき間まに、どうやら移い動どうしたようだった。

（──あ）

　澄すみ也やは、自じ分ぶんの前まえに置おかれたままのビンを見みつめて、息いきを止とめた。

【ふりがな虫むし】のメスの虫むしが入はいった、ガラスビン。

　──今いまなら、物もの売うりは見みていない。

（こんな気きまぐれな商しょう売ばいしてる人ひとじゃ、次つぎの営えい業ぎょう日びのとき、ちゃんと買かいに来これるともかぎらない。そしたら、新あたらしい【ふりがな虫むし】が手てに入はいるのも、いつのことになるかわからない。それなら、いっそ──）

　澄すみ也やは、【ふりがな虫むし】のメスが入はいったビンをすばやく手てに取とり、フタを開あけて、中なか身みの虫むしをほんの少すこし、手ての平ひらの上うえにパラパラと落おとした。

　そしてすぐに、もとどおりフタを閉しめたビンを、もとあった場ば所しょに置おき直なおした。

　その直ちょく後ご、女おんなの子この接せっ客きゃくを終おえた物もの売うりが、澄すみ也やの前まえにあるすき間まの奥おくに、戻もどってきた。

　澄すみ也やは、何なん匹びきかの【ふりがな虫むし】のメスを、汗あせとともに手ての中なかににぎって、物もの売うりを見みつめた。

　顔かおが見みえないから、表ひょう情じょうはわからないが、物もの売うりは何なにも言いわない。

（気きづいてない……のかな？）

　澄すみ也やは、ふうっと息いきをつく。

（うう、ごめんなさい。……でも、メスの【ふりがな虫むし】もあれだけいるんだから、おれがほんのちょっぴり持もっていったところで、どうってことないよね……）

　そうは思おもうものの、悪わるいことには違ちがいないので、胸むねの奥おくがチクチク痛いたむ。

　でも、どうしても、早はやく新あたらしい【ふりがな虫むし】が欲ほしいのだ。

　読よみかけの本ほんの続つづきも気きになるし、おすすめの本ほんを教おしえてくれたおねえさんに、一日にちでも早はやくそれを読よんだ感かん想そうを伝つたえたい。

　澄すみ也やは、後うしろめたい思おもいをふり切きって、そそくさとすき間まに背せを向むけた。

「あ。お客きゃくさま」

「は……はいっ!?」

　物もの売うりに呼よばれた澄すみ也やは、肩かたをはね上あげ、ふり返かえった。

　心しん臓ぞうがバクバク音おとを立たて、全ぜん身しんから汗あせがふき出でる。

　ばれたのだろうか──。

　しかし、物もの売うりは、澄すみ也やに向むかって一つの紙かみ包づつみを差さし出だし、こう言いった。

「どうぞ。これは、品しな切ぎれのおわびです」

「えっ……あ……。ど、どうも」

　澄すみ也やは、片かた手てに【ふりがな虫むし】をにぎりしめたまま、すき間まから差さし出だされたその紙かみ包づつみを、もう片かた方ほうの手てで受うけ取とった。
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　家いえに帰かえりついた澄すみ也やは、あらためて、ふうっと大おおきく息いきをついた。

（あああ……とっさにとんでもないことしちゃった……。で、でも……）

　片かた手てを開ひらいて、澄すみ也やはその手ての中なかに目めを落おとす。

　汗あせまみれになった、小ちいさな黒くろい数すう匹ひきの虫むし。

　ピクリとも動うごかないその虫むしたちを、とりあえず、澄すみ也やは空あきビンの中なかに入いれた。

「このメスの虫むしも、オスの虫むしのときと、同おなじようにすればいいのかな……」

　なんだかんだいって、こうして手てに入いれたからには、やっぱりこの虫むしを使つかってみたい。

　これでうまいこと【ふりがな虫むし】を増ふやせれば、〈本ほんの虫むし屋や〉からそれを買かえなくても、読よみかけの本ほんを最さい後ごまで読よむことができる。

　澄すみ也やは、心こころの中なかで〈本ほんの虫むし屋や〉さんに百回かいあやまりながら、【ふりがな虫むし】のメスを入いれたビンを、カシャカシャカシャカシャ夢む中ちゅうでふった。

　ビンの中なかの音おとは、オスの虫むしのときと同おなじように、やがて水みず気けを含ふくんだ音おとへと変かわっていった。

　つやめいた見みた目めになったメスの虫むしを、澄すみ也やは、オスの虫むしがいる本ほんへと放はなつ。

　メスの虫むしは、やはりオスの虫むしのときと同おなじく、たちまちすうっと紙かみに染しみこんだ。

「これで……虫むしの子こどもが、生うまれるのかな」

　活かつ字じの間あいだをはい回まわり始はじめた虫むしたちを、澄すみ也やはしばらくの間あいだ、期き待たいと不ふ安あんを胸むねに抱いだいてながめていた。







　それから毎まい日にち、澄すみ也やはその本ほんを開ひらいて、中なかの様よう子すを観かん察さつした。

　三みっ日かくらいは、特とくに変へん化かは見みられなかった。

　けれどもそのあとは、それまでフリガナのなかったページに、少すこしずつ新あたらしいフリガナが生うまれ始はじめた。

　そこからは、日ひを追おうごとに、どんどんフリガナのあるページが増ふえていった。

（やった！　虫むしの子こどもが、どんどん新あたらしく生うまれてるんだ！）

　具ぐ合あいのよいことに、虫むしたちは、前まえのほうのページから順じゅん番ばんにフリガナを付つけてくれるので、澄すみ也やはフリガナが付つくペースに合あわせて、再ふたたび少すこしずつ、本ほんを読よみ進すすめることができるようになった。

（よかったあ。〈本ほんの虫むし屋や〉さん、「メスの虫むしは管かん理りがむずかしい」って言いってたけど……。なあんだ。おれみたいなシロウトでも、ちゃんとこうして、【ふりがな虫むし】を増ふやせるんじゃないか！）

　そうしているうち、一日にちに増ふえるフリガナ付つきのページは、澄すみ也やがその日ひに読よみきれないほどたくさんになっていった。

（すごい勢いきおいで、フリガナが──虫むしの数かずが、増ふえてる。これって）

　たぶん、虫むしの子こどもが成せい長ちょうして次つぎの子こどもを生うんで、それがまた成せい長ちょうして次つぎの子こどもを生うんで……という、繁はん殖しょくのサイクルができあがったのだ。

　そう考かんがえて、澄すみ也やはよろこんだ。

　このぶんならあっという間まに、この本ほんの最さい後ごの一ページの最さい後ごの一行ぎょうまで、ぜんぶの漢かん字じにフリガナが付つくだろう。

　澄すみ也やは安あん心しんして、すでにフリガナが付ついたページを、コツコツ自じ分ぶんのペースで読よんでいった。




　そんなある日ひのこと。

　本ほんを読よんでいた澄すみ也やは、ちょっとした異い変へんに気きがついた。

「なんだろう？　……この、インクの染しみ、みたいなの」

　それは、見みたところ、小ちいさなインクの染しみに違ちがいないものだった。

　けれど、あまりにも数かずが多おおい。活かつ字じと活かつ字じのすき間まや、あるいはページの端はしの文も字じのない部ぶ分ぶんに、何なん十じゅうもの染しみがにじんでいる。

　どのページを見みても、同おなじような状じょう態たいだ。

　もちろん、以い前ぜんはこんな染しみなんて、この本ほんのどこにも付ついていなかったはずなのに。

　その奇き妙みょうな染しみは、日ひに日ひに増ふえていった。

　澄すみ也やが物もの語がたりの最さい終しゅう章しょうにたどり着ついた頃ころには、見み開ひらき二ページあたりに何なん百びゃくという数かずの染しみになっていて、それはまるで、黒くろい星ほしをちりばめた星ほし空ぞらのようだった。




　そうして、最さい終しゅう章しょうも残のこり半はん分ぶん、というところまで読よんだ頃ころ。

　その本ほんに、さらなる異い変へんが起おこった。

　いつの間まにか、ページの余よ白はくに散ちらばった染しみは、ほとんどきれいに消きえていた。

　しかしその代かわり、本ほんの中なかの文ぶん章しょうが、なんだかおかしなことになっていたのだ。

「漢かん字じが……いくらなんでも、多おおすぎる……」

　ある日ひその本ほんを開ひらいた澄すみ也やは、悲ひ鳴めいまじりにそうつぶやいた。

　この本ほんは、もとから漢かん字じが多おおくて、読よみにくい本ほんではあった。

　だけど、これほどまでに漢かん字じまみれじゃなかったはずだ。

　さすがにこんな、「漢かん字じが多おおい」を通とおりこして、もはや「平ひら仮名がながほとんどない」なんて本ほんであるわけが──……。

「ど……どうなってるんだろう。これ、もともと平ひら仮名がなだった文も字じまで、いろいろ漢かん字じに変かわっちゃってないか？　ちゃんとぜんぶの漢かん字じにフリガナはあるから、読よめることは読よめるけど。でも、これじゃあ……」

　澄すみ也やは、どうしたものかとうろたえる。

　この状じょう態たいの本ほんを、はたしてこのまま、何なにもせずに放ほうっておいても大だい丈じょう夫ぶなのか？

　何なにか、対たい処しょが必ひつ要ようなんじゃないだろうか。

「〈本ほんの虫むし屋や〉さんに聞ききにいけば、たぶん何なにかわかるんだろうけど。でも、いつだったらあそこにいるのかわからないし。……それに、もう一いっ回かいあの人ひとのところには、行いきづらいなあ」

　ああ、やっぱり、あそこで虫むしを盗ぬすんだりなんかするんじゃなかった。

　あんなことさえしなければ、後うしろめたい気き持もちになることもなく、堂どう々どうとまた〈本ほんの虫むし屋や〉さんに会あいに行いけたのに。

　……いや。そもそも、あのとき虫むしを盗ぬすまなければ、こんなことにはなってなかったわけだけど。

「あっ……。そうだ、〈本ほんの虫むし屋や〉といえば」

　そこで、澄すみ也やはふと、あることを思おもい出だした。

　あの物もの売うりから、「品しな切ぎれのおわび」だと言いわれて渡わたされた、紙かみ包づつみ。

【ふりがな虫むし】のほうに気きを取とられて、今いままですっかり忘わすれていたけれど。そういえば、あの包つつみの中なかには、いったい何なにが入はいっているのだろう？

（あれに何なにか、【ふりがな虫むし】に関かんするものが、入はいってたりしないかな）

　澄すみ也やはわらにもすがる思おもいで、ずっとそこらへんに置おきっぱなしにしていた、その紙かみ包づつみを手てに取とった。

　そうして、それを開あけてみたところ。

「何なに、これ。……蚊か取とり線せん香こう？」

　澄すみ也やは首くびをかしげた。

　包つつみの中なかに入はいっていたのは、どう見みても蚊か取とり線せん香こうだった。よくある渦うずを巻まいたやつで、普ふ通つうのものより小ちいさめだが、蚊か取とり線せん香こう特とく有ゆうの、夏なつっぽく懐なつかしいにおいもする。

　しかし、どうしておわびの品しなが、この蚊か取とり線せん香こうなのだろう？

　不ふ思し議ぎに思おもいながら、澄すみ也やは何なに気げなく包つつみ紙がみに目めを落おとして、ハッとした。

　包つつみ紙がみの裏うら側がわに、何なにか、文も字じが書かかれている。

　それに気きづいた澄すみ也やは、裏うら返がえした包つつみ紙がみを開ひらいてしわを伸のばし、そこに書かかれていることを読よんでみた。




【ふりがな虫むし】を本ほんの中なかから追おい出だしたいときには、この虫むしよけ線せん香こうをお使つかい下ください。




【ふりがな虫むし】が住すみ着ついている本ほんのそばで線せん香こうを焚たけば、虫むしはそのにおいをいやがって、すぐに本ほんの中なかから出でてきます。




※〈本ほんの虫むし屋や〉でお売うりしている【ふりがな虫むし】は通つう常じょうオスのみですが、まれにメスの【ふりがな虫むし】がまぎれこんでいることがあります。

　その場ば合あい、本ほんの中なかに住すみ着ついた【ふりがな虫むし】が、どんどん子こ虫むしを生うんで増ふえていきますので、増ふえすぎないうちに、虫むしよけ線せん香こうを使つかって虫むしを回かい収しゅうして下ください。

　虫むしが増ふえすぎると、虫むしの数かずに対たいして本ほんの中なかの漢かん字じが足たりなくなり、漢かん字じの横よこでフリガナになることのできない虫むしが、ページの余よ白はくに、インクの染しみのように散ちらばります。

　また、メスの【ふりがな虫むし】は、オスにはない特とく別べつな能のう力りょくを持もっています。

　本ほんの中なかで増ふえすぎた虫むしを、メスの虫むしといっしょにして放ほうっておくと、メスの虫むしはやがて、フリガナになれない子こ虫むしのために、本ほんの中なかにある平ひら仮名がなの文も字じを、次つぎ々つぎに漢かん字じへと書かき変かえてしまいます。

　そうやって、メスの虫むしは、子こ虫むしたちがフリガナになって落おち着つくための場ば所しょを作つくり出だすのです。




　読よみ終おえて、澄すみ也やは納なっ得とくした。

　あの本ほんに起おこった異い変へん──大たい量りょうに散ちったインクの染しみみたいなものや、漢かん字じだらけになった文ぶん章しょうは、なるほど、そういうわけだったのか。

「そ、それじゃあとにかく、早はやいとこ、本ほんの中なかから虫むしを追おい出ださなくちゃ」

　澄すみ也やは、急いそいでマッチを取とってきて蚊か取とり線せん香こうに火ひを付つけた。

　紙かみ包づつみの中なかには、線せん香こうといっしょにうすっぺらい金きん属ぞくの線せん香こう立たても入はいっていたので、渦うずを巻まいた線せん香こうの真まん中なかの穴あなにそれを突つき刺さし、台だい所どころから取とってきた平ひら皿ざらの上うえに立たて置おいた。

　渦うず巻まきの端はしから、細ほそい煙けむりが立たち昇のぼる。

　独どく特とくのにおいが、たちまち部へ屋やの中なかに満みちる。

　澄すみ也やは、線せん香こうのそばに置おいた【ふりがな虫むし】の住すみ処かの本ほんを、息いきをつめてじっと見みつめた。

　すると──。

　ややあって、重かさなり合あった本ほんのページの間あいだから、小ちいさな黒くろい虫むしたちが、ぞろぞろと外そとにはい出だしてきた。

　澄すみ也やはそれを手てで寄よせ集あつめ、すばやく空あきビンの中なかに放ほうりこむ。

　オスもメスもまぜこぜだ。どちらも形かたちは同おなじで、大おおきさが少すこし違ちがっているだけなので、どうせ見み分わけることはむずかしい。こうしていっしょにしてしまったら、自じ力りきではもうきれいに分わけることはできないだろうが、どうしようもなかった。

　虫むしは、あとからあとからどんどん出でてきて、あまりの数かずに、きりがないんじゃないかと不ふ安あんになるほどだった。

　それでも根こん気きよく続つづけていると、しばらくして、それ以い上じょうは虫むしが出でてこなくなった。

　ビンの中なかは、口くちのふちのギリギリまで、もう虫むしでいっぱいだ。

　澄すみ也やは、本ほんから出でてきた【ふりがな虫むし】の、最さい後ごに残のこった一匹ぴきを、指ゆびでつまんでビンの中なかにぽとりと落おとし。

　やれやれと一ひと息いきついて、顔かおを上あげた。

　その瞬しゅん間かん。

　澄すみ也やは、ギクリとした。

「な……なんでっ……？」

　そこにあった光こう景けいに、澄すみ也やは目めを疑うたがった。

　本ほん棚だなとその周まわりの床ゆかに、無む数すうの小ちいさな黒くろい粒つぶが散ちらばって、真まっ黒くろに染そまっている。

　インクのしずくのようなその粒つぶは、さんざん見みなれた【ふりがな虫むし】に間ま違ちがいなかった。

　さらに、虫むしは今いまもなお、本ほん棚だなにならぶすべての本ほんの中なかから、ぞろぞろとはい出だしてきているではないか。
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　これは、ひょっとして──……。

「【ふりがな虫むし】を飼かってた本ほんは、ずっと、あの本ほん棚だなの中なかに入いれてたからな。気きづかないうちに、増ふえすぎた虫むしが新あたらしい住すみ処かを探さがして、ほかの本ほんの中なかに移い動どうしてたんだ……」

　それらの虫むしが、虫むしよけ線せん香こうのにおいによって、ぜんぶ本ほんの中なかから出でてきたわけだ。

　それぞれの本ほんの中なかで増ふえに増ふえた、ものすごい数かずの【ふりがな虫むし】が。

「ってことは、まさか──」

　澄すみ也やはハッと青あおざめ、本ほん棚だなにかけ寄よった。

　そして、棚たなに入はいっていた本ほんを次つぎ々つぎ開ひらいて、その中なか身みをたしかめてみたところ。

　──やはり。

　すでに、遅おそかった。

　本ほん棚だなに入はいっていた、たくさんの漫まん画がや、学がっ校こうで使つかう教きょう科か書しょやドリル。

　それらの中なか身みも、メスの【ふりがな虫むし】の力ちからによって、どれもこれも漢かん字じだらけになっていた。

　しかも、【ふりがな虫むし】は本ほんの外そとに出でていってしまったわけだから、本ほんの中なかの漢かん字じに、もうフリガナは付ついていない。

　本ほんの中なかに残のこされたのは、メスの【ふりがな虫むし】が書かき変かえた大たい量りょうの漢かん字じと、ほんの少すこしの平ひら仮名がなだけ。

　その文ぶん章しょうはどれもこれも、とてもじゃないが、まともに読よめたものではなくなっていた。

　もともと【ふりがな虫むし】を飼かっていた、そのファンタジー小しょう説せつの本ほんと同おなじように。




　つまりそれは、たとえばこんな具ぐ合あいである。




『金剛石と天藍石と柘榴石を粉に挽井手固め田月は、時に煌木を纏井、時に夜に溶毛、時に心を騒が瀬、暫苦経つと砕毛手散っ手星に成る。其之星を地上似落と須之が、私之喇叭の一吹木な之だ。新田奈月を造る為、其之材料と成る欠片を地上似落と須。其れ我私似課瀬られ田贖罪だっ田。月之輪廻我綻ぶ事は、即ち冥界之金糸雀に夜を明毛渡す事出有り、詰丸所我々人間種族似取っ手』……
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　こんなところで、テスト勉べん強きょう？

　次つぎの電でん車しゃが来くるまでの時じ間かんを有ゆう効こう活かつ用よう、か……。ふうん、えらいね。

　へえ。単たん語ごカード作つくって、持もち歩あるいてるんだ。

　英えい単たん語ごかな？　社しゃ会かいの用よう語ごかな？

　……あんた、暗あん記きって得とく意い？

　ん？

　わたしがだれかって？

　わたしの名な前まえはね、杏あんっていうの。

　学がく年ねんは、あんたと同おなじだよ。
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　わたしねえ……こう見みえて、記き憶おく力りょく、めちゃくちゃいいんだ！　教きょう科か書しょの内ない容ようなんて、全ぜん教きょう科か、一いち言ごん一いっ句く、ばっちり頭あたまに入はいってるんだから。

　教きょう科か書しょだって問もん題だい集しゅうだって、何なん度ども読よみ返かえしたりしなくても、一回かい読よんだだけで、そこに書かいてあることぜーんぶ覚おぼえちゃうの。

　いいでしょう。

　うらやましいでしょう。

　うん、そう。「天てん才さい」なんだ、わたしって。

　……ううん。生うまれつき、そうだったわけじゃないよ。

　むしろ、昔むかしは記き憶おく力りょくなんて人ひとなみ以い下かで、暗あん記きなんて特とくに、大だいの苦にが手てだった。

　かといって、何なにか努ど力りょくしてこの記き憶おく力りょくを身みに付つけたわけでも、ないんだなぁこれが。

　だって、わたしね。努ど力りょくって、大だいっきらいなんだもん。

　必ひっ死しになってがんばるなんて、かっこ悪わるいじゃん。

　だからわたし、学がっ校こうの勉べん強きょうなんかも、まじめにやる気きが起おきなくってさ。

　まじめに予よ習しゅう、復ふく習しゅうして、授じゅ業ぎょうのノートをちゃんと取とって、テスト前まえには計けい画かくを立たててテスト勉べん強きょう──。

　いい成せい績せきを取とるために、そんなふうに一いっ生しょう懸けん命めいがんばるなんて、ダッサーい！

　──とか、思おもってたんだよね。

　だけどその一いっ方ぽうで、いい成せい績せきを取とることには、あこがれてたの。

　成せい績せき上じょう位い者しゃってポジションは、やっぱりかっこいいもん。

　でも、努ど力りょくしなきゃ成せい績せきを上あげられないのは、ダサくてかっこ悪わるい。なんていうか、いかにもただの凡ぼん人じんって感かんじで。

　だから、わたしがあこがれてたのは、あくまで「努ど力りょくせずにいい成せい績せきを取とる」ってこと。

　それだと、人ひととは違ちがう天てん才さいって感かんじで、かっこいいでしょ？

　……そんなこと、無む理りだって？

　……生うまれつき、頭あたまのいい人ひとじゃないと？

　うん、そうだよね。わたしも、そう思おもってたんだけどさ。

　言いったでしょう？　今いまのわたしは、天てん才さいだって。

　記き憶おく力りょくに関かんしてだけは、ね。まあつまり、厳げん密みつには、暗あん記きの天てん才さいってわけ。

　……ねえ、知しりたい？

　わたしが、いったいどうやって、この天てん才さい的てきな記き憶おく力りょくを手てに入いれたのか。

　それはね。




　──【記き憶おく力りょくすいとり紙がみ】って、あんた、聞きいたことない？
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　その頃ころのわたしは、テストのたびに憂ゆう鬱うつになる、ただの平へい凡ぼんな学がく生せいだった。

　テストの順じゅん位いが、あんまりにも下したのほうになるのはイヤ。赤あか点てん取とって追つい試しなんてことになるのも、めんどくさい。

　でも、だからって、テスト勉べん強きょうをまじめに一いっ生しょう懸けん命めいがんばるのは、もっとイヤ。

　あーあ、憂ゆう鬱うつだなあ、まったく。……なんて。

　そんなふうに思おもってた、ある日ひのことだった。




　その日ひ、家いえのポストに、通つう信しん販はん売ばいの案あん内ないハガキが入はいってたの。

　ショッキング・ピンクの縁ふち取どりがある、黒くろいハガキでね。

　そのハガキには、白しろ抜ぬきの文も字じで、こう書かかれてた。
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　ずいぶんあやしい通つう販はんだなって、それを見みたときは思おもったよ。

　でも、ちょっと気きになってさ。

　だれでもラクラク記き憶おく力りょくアップ……。

　もしもほんとにそんなアイテムがあったら、ステキじゃない。

　それに、【記き憶おく力りょくすいとり紙がみ】っていう商しょう品ひん名めいも、なんだか奇き妙みょうで気きになったしね。

　記き憶おく力りょくをさ、吸すい取とって、どーするんだっての。

　商しょう品ひん名めいだけだと、そう思おもわない？　ただでさえこっちは暗あん記きが苦にが手てで、だから学がっ校こうの勉べん強きょうもきらいなのに、なけなしの記き憶おく力りょくを吸すい取とられたら、こまっちゃう。

　──って。そのハガキを見みたとき、わたしはそんなふうに考かんがえたのね。

　だけど結けっ局きょく、わたしはその【記き憶おく力りょくすいとり紙がみ】を、注ちゅう文もんしたんだ。

　ハガキに書かかれてたことを信しんじて、っていうよりは、話はなしのネタとして、くらいの気き持もちだったけど。

　まあ、値ね段だんも手てごろだったし。そのとき、明日あしたは購こう買ばい部ぶでちょっといいノートを一冊さつ買かおうかな、と思おもってたんだけど。それをやめて、代かわりに同おなじくらいの値ね段だんの、そのあやしい商しょう品ひんを買かうことにしたんだ。

　で。ハガキが届とどいたその日ひのうちに、近ちかくのコンビニに行いって、そのハガキに書かかれた振ふり込こみ先さきに【記き憶おく力りょくすいとり紙がみ】の代だい金きんを振ふりこんだの。

　いったいどんなものが届とどくんだろう。いつ頃ごろそれは届とどくんだろう。って、楽たのしみに思おもいながら、わたしは家いえに帰かえってきた。

　そしたらね。

　自じ分ぶんの部へ屋やに入はいって、机つくえの上うえを見みて、びっくりした。

　なんとそこには、【記き憶おく力りょくすいとり紙がみ】ってラベルのはられた、小ちいさな袋ふくろが置おいてあったの！

　コンビニでお金かねを振ふりこんで、帰かえってきたばっかりでだよ？

　おまけに、どうしてそれが、わたしの部へ屋やの机つくえの上うえに？

　なんでなんで？　って、わけがわからなくてさ。家か族ぞくにも、一いち応おう聞きいてはみたけどね。わたしの机つくえの上うえに、だれもそんなものを置おいた覚おぼえはないって言いわれた。

　不ふ思し議ぎだったし、気き味みが悪わるかった。

　……だけど。

　同どう時じに、期き待たいもふくらんだ。

【記き憶おく力りょくすいとり紙がみ】なんて。だれでもラクラク記き憶おく力りょくアップ、なんて。

　そんなの、インチキで噓うそっぱちで、話はなしのネタくらいにしかならないと思おもってたけど。

　でも、こんな理り屈くつに合あわない、非ひ常じょう識しきな届とどき方かたをする商しょう品ひんなら、ひょっとして。

　……ひょっとして、本ほん当とうに、うたい文もん句くどおりの非ひ常じょう識しきな効こう果かが、あったりするんじゃないかって。

　それでわたしは、ドキドキしながら、机つくえの上うえに置おかれたその小ちいさな袋ふくろを手てに取とった。

　つるつるした透とう明めいな袋ふくろ。

　その中なかに、一枚まいの、ざらっとした質しつ感かんのシートが入はいってるのが見みえた。

　定てい期き券けんとか、そういうカードくらいの大おおきさの、クリーム色いろをしたシート。

　袋ふくろを裏うら返がえすと、裏うら側がわには、商しょう品ひんについての説せつ明めいを書かいた紙かみが、いっしょに入はいってた。

　袋ふくろを開あける前まえに、わたしはそれを読よんでみた。

　そこには、こう書かかれてたんだ。










　この【記き憶おく力りょくすいとり紙がみ】は、複ふく数すうの人じん物ぶつから少すこしずつ記き憶おく力りょくを吸すい取とることのできるアイテムです。

　商しょう品ひんが入はいっている袋ふくろを開かい封ふうすると、【記き憶おく力りょくすいとり紙がみ】は、一いっ定ていの範はん囲い・人にん数ずうにおける人じん物ぶつの記き憶おく力りょくの一いち部ぶを、自じ動どう的てきに吸すい取とってふくらみます。

　ふくらんだ【記き憶おく力りょくすいとり紙がみ】を食たべることで、吸すい取とったその記き憶おく力りょくはあなたの脳のうに吸きゅう収しゅうされ、あなたの記き憶おく力りょくになります。




※　この袋ふくろに入はいっている【記き憶おく力りょくすいとり紙がみ】は［小しょう］サイズです。

［小しょう］サイズの【記き憶おく力りょくすいとり紙がみ】におきましては、あなたを中ちゅう心しんとした半はん径けい10キロの範はん囲いにいる人じん物ぶつの中なかから、ランダムに[image: ]人にんを選えらび、その記き憶おく力りょくの一いち部ぶを吸すい取とります。













　……どう思おもう？

　その商しょう品ひん説せつ明めいは、もちろん、とうてい信しんじられないようなものだった。

　でも、もしも本ほん当とうなら、それってすごく、すっごく、魅み力りょく的てき。

　ねえ、そう思おもわない？

【記き憶おく力りょくすいとり紙がみ】なんて名な前まえからして、てっきり、自じ分ぶんの記き憶おく力りょくを吸すい取とるアイテムなのかと勘かん違ちがいしちゃってたけど……。

　そうじゃなかった。

　この説せつ明めい書がきのとおりの商しょう品ひんなら、ハガキに書かいてあった「これさえあれば、だれでもラクラク記き憶おく力りょくアップ！」ってうたい文もん句くにも、納なっ得とくだよね。

　百人にんの人にん間げんから、ちょっとずつ記き憶おく力りょくを吸すい取とって、その記き憶おく力りょくを自じ分ぶんのものにする。

　一人ひとり一人ひとりから吸すい取とる記き憶おく力りょくは少すくなくても、それが百人にん分ぶん集あつまれば──……。

　ちょっと記き憶おく力りょくを吸すい取とられたからって、たぶん、それで困こまるようなことはないでしょ。

　でも、その「ちょっとの記き憶おく力りょく」を、百人にん分ぶん集あつめて取とりこめば、きっとそれなりの記き憶おく力りょくアップが期き待たいできる……！

　ってわけでさ。

　この説せつ明めい書がきが、噓うそかほんとかはわかんないけど、とにかく袋ふくろを開あけてみよう！

　そう思おもって、わたしは【記き憶おく力りょくすいとり紙がみ】の袋ふくろの口くちをやぶった。

　するとね。

　そのとたん、説せつ明めい書がきに書かいてあったとおり、袋ふくろの中なかに入はいってたカード大だいのシートが、ぼわっと一いっ瞬しゅんでふくらんだの。

　わたしは、そのシートを指ゆびでつまんで、袋ふくろから出だしてみた。

　一センチくらいの厚あつみにふくらんだシートは、紙かみきれとおんなじくらい軽かるかった。

　ざらついた感かん触しょくのその表ひょう面めんには、よく見みると、何なにかがびっしり書かかれてた。

　目めを近ちかづけて、よーく見みないと読よめないような、ものすごく小ちいさな文も字じで。

　それは、どうやらぜんぶ、人ひとの名な前まえみたいだった。

　シートがふくらむと同どう時じに、淡あわいクリーム色いろの表ひょう面めんに浮うき上あがった、チョコレート色いろで書かかれた名な前まえ。

　シートの表おもても、裏うらも、横よこも、すき間まなく埋うめつくすそのたくさんの名な前まえは、もし数かぞえたなら、百人にん分ぶんくらいはありそうだった。

　なるほど。

　これが、半はん径けい十キロの範はん囲いからランダムに選えらばれた、このシートに記き憶おく力りょくを吸すい取とられた人ひとたちの名な前まえなんだ。

　わたしは、そう理り解かいした。

　じゃあ、その人ひとたちの記き憶おく力りょくを吸すい取とってふくらんだ、このシートをわたしが食たべれば……。

　わたしは、ごくんとつばを飲のんで。

　おそるおそる、シートをかじってみた。

　サクッと軽かるい食しょっ感かんがして、口くちの中なかに入はいったシートのかけらが、ふわっと溶とけた。

【記き憶おく力りょくすいとり紙がみ】は、なかなかおいしかった。

　ほのかに甘あまくて、食しょっ感かんも、まるでメレンゲクッキーみたいな感かんじ。

　これならよゆうで食たべられる。安あん心しんしたわたしは、残のこりのシートをサクサクかじって、最さい後ごのひとかけらを口くちの中なかに放ほうりこんだ。




　そのあと、わたしはさっそく、学がっ校こうの問もん題だい集しゅうを引ひっぱり出だした。

　そうして、どのくらい暗あん記きができるようになってるか、ためしてみたら……。

　たしかに、今いままで覚おぼえられなかった用よう語ごや公こう式しきが、ちょっと復ふく習しゅうするだけで、どんどん頭あたまに入はいっていくのが実じっ感かんできたの。

　わたしの記き憶おく力りょくは、確かく実じつにアップしてた。

　サクサクの甘あまいシートを一枚まい、食たべただけで！

　すごい。すごすぎる。この【記き憶おく力りょくすいとり紙がみ】って商しょう品ひん──。

　その効こう果かに、わたし、すっかり感かん動どうしちゃった。

　──でね。

【記き憶おく力りょくすいとり紙がみ】の袋ふくろの中なかには、シートといっしょに、商しょう品ひんの説せつ明めい書がきの紙かみが入はいってた、って言いったよね。

　その紙かみの、説せつ明めい書がきの裏うら側がわ。

　つまり、シートにかくれて見みえなかった部ぶ分ぶんにも、文も字じが書かかれてたの。

　そこに、何なにが書かかれてたと思おもう？

　それはね……。




【記き憶おく力りょくすいとり紙がみ】［中ちゅう］サイズ




　を注ちゅう文もんするための、代だい金きんの振ふり込こみ先さきだったんだ。




[image: ]




　ワンサイズ大おおきな【記き憶おく力りょくすいとり紙がみ】を、わたしは、すぐには注ちゅう文もんしなかった。

　値ね段だんがね。［小しょう］サイズの、百倍ばいだったから。

　それなら、［中ちゅう］サイズを注ちゅう文もんする前まえに、とりあえず［小しょう］サイズの【記き憶おく力りょくすいとり紙がみ】の効こう果かだけで、どれくらいテストの順じゅん位いが上あがるか、ためしてみようと思おもったの。

　で、いつもと同おなじくらいテキトーにテスト勉べん強きょうして、定てい期きテストを受うけてみた。

　テストの結けっ果かは……。

　まあ、それなりに順じゅん位いは上あがったよ。

　全ぜん教きょう科かで平へい均きん点てんよりいい点てんが取とれたし、暗あん記きで点てんが取とりやすい教きょう科かや単たん元げんは、特とくに点てん数すうの伸のびがよかった。それまでは、真まん中なかより上うえの順じゅん位いなんて取とれたことなかったけど、そのとき初はじめて、上うえから数かぞえた方ほうが早はやい順じゅん位いを取とれたんだ。

　両りょう親しんも、先せん生せいも、「がんばったね」ってすっごくほめてくれた。

　わたしは別べつに、「がんばった」なんて、思おもわれたくもなかったんだけど。

　……そうなんだよねえ。

　真まん中なかよりちょっと上うえ、くらいの成せい績せきじゃ、せいぜい「今いままでよりがんばって勉べん強きょうしたね」って思おもわれるだけ。その程てい度どじゃ、「頭あたまがいい」って感かん心しんされるわけじゃない。

　がんばって勉べん強きょうしてる、なんて思おもわれるのは、わたしにとってはむしろ癪しゃくな話はなしだった。

　だからわたしは──……。

　もっと効こう果かの大おおきな【記き憶おく力りょくすいとり紙がみ】がほしくて、テストの結けっ果かが出でた次つぎの日ひに、［中ちゅう］サイズのそれを注ちゅう文もんしたの。







　コンビニで代だい金きんを振ふりこんで、家いえに帰かえってくると、前まえのときと同おなじように、部へ屋やの机つくえの上うえにペラペラの袋ふくろが一つ、置おいてあった。

　それは、前まえのときより大おおきな袋ふくろだった。

　中なかに、下した敷じきくらいの大おおきさのシートが入はいってたからね。

［中ちゅう］サイズだと、このくらいの大おおきさになるんだ──。

　って思おもいながら、わたしは袋ふくろを裏うら返がえして、説せつ明めい書がきを読よんでみた。

　基き本ほん的てきな商しょう品ひん説せつ明めいは、前まえに見みたのとおんなじで、ただ、後こう半はん部ぶ分ぶんのサイズに関かんする説せつ明めい文ぶんが、こうなってた。










※　この袋ふくろに入はいっている【記き憶おく力りょくすいとり紙がみ】は［中ちゅう］サイズです。

［中ちゅう］サイズの【記き憶おく力りょくすいとり紙がみ】におきましては、あなたを中ちゅう心しんとした半はん径けい[image: ]キロの範はん囲いにいる人じん物ぶつの中なかから、ランダムに１万まん人にんを選えらび、その記き憶おく力りょくの一いち部ぶを吸すい取とります。













　それを読よんで、わたしはたまらなくドキドキした。

　百人にんの人にん間げんから、少すこしずつ吸すい取とった記き憶おく力りょくで、それなりの結けっ果かが出でたんだから。

　その人にん数ずうが一万まん人にんになれば、今こん度どはいったい、どれだけ記き憶おく力りょくがアップするだろう。

　ああ、楽たのしみ！

　そんなふうに期き待たいして、わたしは袋ふくろの口くちをやぶった。

　そのとたん、下した敷じき大だいのシートが、ぼわっとふくらむ。

　ふくらんだシートの厚あつみは、三センチくらいになった。

　けっこうぶあつい。

　それにそもそも、シートそのものが、食たべ物ものとしては大おおきめのサイズ。

　これ、食たべきれるかな。

　……って、ちょっと不ふ安あんになりながら、わたしはシートにかぶりついた。

　ふくらんだシートは、ほのかに甘あまくて、サクサクで、やっぱりなかなかおいしかった。

　クリーム色いろのその表ひょう面めんには、［小しょう］サイズのシートのときと同おなじように、チョコレート色いろの文も字じでびっしり人ひとの名な前まえが書かかれてた。

　何なに気げなく見みていたら、その大たい量りょうの──たぶん、一万まん人にん分ぶんある名な前まえの中なかにね。

　一つ、知しってる名な前まえがあったんだ。

　学がっ校こうのクラスメートの子この名な前まえ。

　その子こ、頭あたまのいい子こでさ。テストの順じゅん位いも、いっつもかなり上うえのほうで。

　でも、ちょっとイヤミな子こだったの！

　前まえのテストで急きゅうに順じゅん位いが上あがったわたしに、冗じょう談だんめかして「カンニングでもしたんじゃないの～？」とか言いってきて！

　わたし、その子こにはムカついてたんだ。

　だから、その子この持もってる記き憶おく力りょくを、ちょっとでもわたしが横よこ取どりできるのは、正しょう直じき言いっていい気き分ぶんだった。

　わたしは、その子この名な前まえが書かかれた部ぶ分ぶんをいきおいよくかじり取とって。

　そのあとも、サクサク、サクサク、止とまることなく一いっ気きにシートを食たべ進すすめて──案あん外がい苦くもなく、あっという間まに食たべ終おわった。







　その次つぎの定てい期きテストで、わたしは学がく年ねん一位いを取とった。

　うちの学がっ校こうでは、定てい期きテストの問もん題だいって、ぜんぶ教きょう科か書しょと問もん題だい集しゅうとプリントから出だされてたもんね。つまり、見みたことある問もん題だい、やったことある問もん題だいしか、定てい期きテストには出しゅつ題だいされない。

　だから、記き憶おく力りょくさえあれば、テスト範はん囲いの問もん題だいを片かたっぱしから暗あん記きするだけで、めちゃくちゃ高こう得とく点てんが取とれるタイプのテストだったんだ。

　いきなりそんなに順じゅん位いを上あげたせいで、今こん度どはさすがに、親おやや先せん生せいにもカンニングを疑うたがわれたけどね。でも、実じっ際さいカンニングをしたわけじゃないから、わたしはただ堂どう々どうとしてればよかった。テストに出でたのと同どうレベルの問もん題だいを、教きょう科か書しょや問もん題だい集しゅうやプリントから出だされたとしても、ちゃんと答こたえられるわけだから。

　少すこし意い外がいだったのは、一つ前まえの定てい期きテストでイヤミを言いってきた例れいの子こが、今こん度どの結けっ果かには何なにも言いってこなかったこと。

　わたしがその子こよりも高たかい順じゅん位いを取とっちゃったから、下手へたにイヤミを言いったところで、ただのやっかみや負まけおしみに聞きこえちゃう──とでも思おもって、何なにも言いえないのかな？

　そう考かんがえて、わたしはつくづくいい気き分ぶんになった。

　どうせなら、記き憶おく力りょくを吸すい取とられたその子このテストの順じゅん位い、下さがってればいいのに。なんてことも期き待たいしたけど、別べつにそんなことにはなってなかった。

【記き憶おく力りょくすいとり紙がみ】の説せつ明めい書がきによれば、一人ひとり一人ひとりから吸すい取とることのできる記き憶おく力りょくは少すこしずつってことだから。それはきっと、テストに影えい響きょうがでないくらい、記き憶おく力りょくのほんの一いち部ぶなんだろうな。それならまあ仕し方かたない、ってわたしは思おもった。

　イヤミなその子こは、それ以い降こうもずっと、わたしにいっさい話はなしかけてこなかった。

　目めが合あっても、やたらよそよそしい態たい度どで、わたしのこと避さけるようになってさ。

　まあ、もともとぜんぜん仲なかがいいわけじゃなかったから、気きにならなかったけど。







　そんなこんなで、わたしは「学がく年ねん一位いの生せい徒と」ってポジションを手てに入いれた。

　……だけどね。

　学がく年ねん一位いは、あくまで定てい期きテストの順じゅん位いの話はなし。

　これが実じつ力りょくテストになると、範はん囲いは広ひろいし、見みたことない、やったことない問もん題だいばっかりだし──要ようするに、暗あん記きだけで高こう得とく点てんを取とるのはむずかしかった。

　だからわたしは、すぐに物もの足たりなくなっちゃった。

　もっともっと、まわりから「頭あたまがいい」ってほめられたい。「天てん才さい」だって言いわれたい！

　でも、思し考こう力りょくとか読どっ解かい力りょくとか、そういうものを自じ力りきできたえる気きなんて、さらさらない。

　となれば──……。

　ああ。もう、察さっしが付ついたよね。

　そう。

【記き憶おく力りょくすいとり紙がみ】の［中ちゅう］サイズの袋ふくろに入はいってた、説せつ明めい書がきの紙かみ。

　その説せつ明めい書がきの裏うらには──［大だい］サイズを注ちゅう文もんするための代だい金きん振ふり込こみ先さきが、書かかれてたの。

［大だい］サイズは、［中ちゅう］サイズのさらに十倍ばい、［小しょう］サイズの千倍ばいの値ね段だんだった。

　それでもわたしは、どうしてもそれがほしかった。

　わたしは、貯ちょ金きんをはたいてそれを買かうことにした。




　そうして届とどいた【記き憶おく力りょくすいとり紙がみ】［大だい］サイズは、ベッドマットほどもある大おおきさだった。

　大おおきすぎて机つくえに載のらないもんだから、それは、ほんとにベッドの上うえに置おかれてた。

　その大おおきさを見みて、さすがにびっくりしながらも、わたしはとりあえず、袋ふくろの端はしをうんしょと持もち上あげて、袋ふくろの裏うらの説せつ明めい書がきをのぞきこんで読よんでみた。

　そしたらね。










※　この袋ふくろに入はいっている【記き憶おく力りょくすいとり紙がみ】は［大だい］サイズです。

［大だい］サイズの【記き憶おく力りょくすいとり紙がみ】におきましては、現げん時じ点てんでこの世せ界かいに存そん在ざいする、あなたを除のぞいたすべての人じん類るいから、その記き憶おく力りょくの一いち部ぶを吸すい取とります。













　──って、とんでもないことが書かいてあるじゃない！

　全ぜん人じん類るいから少すこしずつ記き憶おく力りょくを吸すい取とって、それをわたしのものにできるなんて！

　これは、貯ちょ金きんをはたいた甲斐かいがあった……！

　わたしはすっかり興こう奮ふんしながら、その袋ふくろをやぶったの。

［大だい］サイズは袋ふくろも中なか身みも大おおきすぎて、シートを横よこから抜ぬき取とって出だすのはむずかしかったから、ベッドに寝ねかせたそれの上うえに乗のって、ハサミで袋ふくろを切きり裂さいてね。

　ぼわっとシートがふくらんだはずみで、その上うえに乗のってたわたしの体からだは、一いっ瞬しゅんぼよんと浮うき上あがった。

　ふくらんだシートの厚あつみは、三十センチほどにもなった。

　もう完かん全ぜんに食たべ物ものとは思おもえない、でっかい直ちょく方ほう体たいのかたまり。

　でも、わたしはその巨きょ大だいさをものともせずに、シートの上うえに乗のったまま、その端はじっこの角かどにかぶりついた。

　淡あわいクリーム色いろのシートは、それまでと同おなじように、チョコレート色いろの名な前まえでびっしり埋うめ尽つくされていて……その中なかに、日に本ほん語ごの名な前まえはわずかにあるだけ。英えい語ごの名な前まえや、たぶん日に本ほん語ごじゃなくて中ちゅう国ごく語ごっぽい漢かん字じの名な前まえや、なんて書かいてあるのかぜんぜん読よめない、知しらない言げん語ごの名な前まえ。そういうのがほとんどだった。

　世せ界かい中じゅうの、全ぜん人じん類るいの名な前まえだもん。そうなるよね。

　小ちいさな文も字じのその名な前まえは、シートの表ひょう面めんだけじゃなく、かじり跡あとにもびっしりだった。

　このシートいっぱいに、全ぜん人じん類るいの名な前まえと、その人ひとたちから少すこしずつ吸すい取とった記き憶おく力りょくが、詰つまってるんだ！

　そんなことを考かんがえながら、わたしは夢む中ちゅうでシートを食たべた。
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　サクサク、サクサク。

　いくら食たべても、不ふ思し議ぎとおなかは苦くるしくならなかった。

　一いっ心しん不ふ乱らんに食たべ続つづけて──。

　わたしは、ついに最さい後ごのひとかけらまで、その巨きょ大だいなシートをたいらげた。

　そして。

　一ひと息いきついてから、ふと気きづいたの。

　この袋ふくろに入はいってた説せつ明めい書がきの裏うら面めんには、何なにが書かいてあるんだろう、って。

　シートにかくれて見みえなかったその面めんは、シートを食たべつくしたことであらわになってた。

　体からだの下したに敷しいてるそれに目めを落おとして、探さがしてみると。

　大おおきな紙かみの片かた隅すみに、ハガキ大だいのスペースの枠わくがあって、その中なかに、こんなことが書かかれてた。
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　……どう？

　怖こわい話はなしだった？

　そう。最さい後ごまで聞きいてくれて、ありがとう。

　……え？

　この話はなしのあと、わたしが、どうなったのかって？

　どうにもこうにも、なってないよ。

　最さい後ごの【記き憶おく力りょくすいとり紙がみ】の、説せつ明めい書がきの裏うら面めんに書かかれてたことは、本ほん当とうだった。

　あれ以い来らい、わたしの存そん在ざいは、全ぜん人じん類るいの記き憶おくの中なかに入はいりこめなくなった。

　親おやも、きょうだいも、友ともだちも、先せん生せいも。だれもわたしのことを覚おぼえてないし、わたしのことを記き憶おくできない。

　わたしがだれなのか、じっくり話はなして説せつ明めいしても、話はなしが終おわって別わかれたら、そのとたんにその人ひとは、わたしのことをぜんぶ忘わすれちゃう。




　あんたが、わたしのことを何なにも覚おぼえてないみたいにね。




　友ともだちだったんだよ、わたしとあんたは。

　ああ──……あんたにこの話はなしをするの、もう何なん回かい目めになるのかな。

　やっぱり、なんにも思おもい出ださないんだね。わたしの名な前まえを聞きいても、【記き憶おく力りょくすいとり紙がみ】って言こと葉ばを聞きいても。まあ、わかってたけどさ。

　……ふうん。信しんじられない？

　でも、証しょう拠こなら、あるよ。

　わたしね、あんたに会あってこの話はなしをした回かい数すうを、毎まい回かいメモして、あんたに渡わたしてるの。

　うん、そう。

　さっき、あんたが単たん語ごカードといっしょに取とり出だして、不ふ思し議ぎそうに見みてた、そのメモだよ。

　ちょっと、それ、貸かしてくれる？

　今こん回かいあんたとこうして話はなした一回かい分ぶん、いつもどおり、メモにカウントしておくからさ。

　こうして……。

　線せんを一本ぽん、加くわえて──っと。







　正正正正正正正正正正一
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「バッドエンドの本ほんって、どれですか？」

　ある休きゅう日じつの昼ひる下さがり。

　散さん歩ぽの途と中ちゅう、ふらりと立たち寄よった古ふる本ほん屋やで、桐きり香かは店てん主しゅにそうたずねた。




　その古ふる本ほん屋やは、ビルとビルのすき間まに埋うもれるようにして、ひっそりと小ちいさな店みせを開ひらいていた。

　何なにもなければ、店みせの存そん在ざいに気きづくことなく、その前まえを通とおりすぎていたかもしれない。

　そう。一匹ぴきの蝶ちょうが、店みせの看かん板ばんのまわりを飛とび回まわっていなければ。

　その蝶ちょうの羽はねの色いろが、黒くろ地じにショッキング・ピンクの紋もん様よう、というめずらしいものだったので、桐きり香かはおのずと目めを引ひかれ、そうして看かん板ばんに目めを留とめたのだ。

　それまでは、この道みち筋すじにこんな古ふる本ほん屋やがあるなんて、ぜんぜん知しらなかった。

　店みせの中なかに入はいってみると、店てん内ないはやけにうす暗ぐらく、特とくに店てん主しゅらしき人ひとがいるレジカウンターの辺あたりは、いっそう暗くらい陰かげになっていた。

「お客きゃくさんは、バッドエンドの物もの語がたりが、お好すきなのですか」

　桐きり香かの問といに対たいして、陰かげの空くう間かんから返かえってきた声こえは、そう言いった。

「ええ、大だい好すき」

　と、桐きり香かは力ちから強づよく答こたえた。

「バッドエンドって、ハッピーエンドなんかよりも、ずっと面おも白しろくて、楽たのしくて、ワクワクするもの。だから私わたし、書しょ店てんに行いっても、図と書しょ館かんに行いっても、いつも店てん員いんさんや司し書しょさんに『バッドエンドの本ほんはどれですか？』って聞きいてるの」

「なるほど、それはすじ金がね入いりだ。しかし、なかなか変かわった趣しゅ味みですね」

「変かわった趣しゅ味み？　……そうかしら。人ひとの不ふ幸こう話ばなしが好すきなのって、私わたしに限かぎったことじゃあないと思おもうけど。それに、幸しあわせな結けつ末まつって、刺し激げきがないじゃない。ハッピーエンドっていうのは、要ようするに、その物もの語がたりがもっとも刺し激げきを失うしなった状じょう態たいで収しゅう束そくするってことよ。それのどこがどう面おも白しろいのか、私わたしにはさっぱりわからないわ」

　くちびるをとがらせて、そう言いい返かえしてから。

　桐きり香かは、レジカウンターの向むこうにいるその人ひと影かげに、あらためてたずねた。

「それで、この店みせに置おいてある本ほんの中なかで、バッドエンドの本ほんって、どれ？　作さく品ひんのジャンルや年ねん代だいは問とわないわ。小しょう説せつでもいいし、漫まん画がでもいい。とにかく、結けつ末まつがバッドエンドでありさえすれば、なんだってかまわないから」

　桐きり香かは、つかつかとレジカウンターに歩あゆみ寄よる。

　うす暗くらがりになれた目めで、近ちかづいてその姿すがたを見みてみると、カウンターの向むこうにいる店てん主しゅの格かっ好こうは、なんだか奇き妙みょうなものだった。

　屋おく内ないだというのに、日ひ除よけの付ついた帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶって、首くびにはぶあついマフラーを巻まいている。帽ぼう子しとマフラーの影かげで、顔かおがまったく見みえやしない。

　そんな店てん主しゅは、桐きり香かの注ちゅう文もんに、「そうですねえ」と帽ぼう子しを少すこしかたむけた。

「バッドエンドの本ほんを、いくつかおすすめしてもいいのですが……。それよりも、お客きゃくさんのような方かたには、よいものがありますよ」

　店てん主しゅは、そう言いって、レジ横よこにある金かな網あみへと手てを伸のばした。そこには、何なにやらシールのような商しょう品ひんが吊つるされている。

　それを一つ、手てに取とって、店てん主しゅは桐きり香かに差さし出だした。

「これは、【バッドエンド・ラベル】というものでしてね。このラベルをはると、どんな本ほんでも、その結けつ末まつをバッドエンドにすることができるのです」

　店てん主しゅの言こと葉ばに、桐きり香かは、おどろいて目めを丸まるくした。

「何なに、それ。そんなすてきなアイテムがあるっていうの？」

「ええ。見みたことも、聞きいたこともないでしょう？　ほかではけっして手てに入はいらない、うちのオリジナル商しょう品ひんですよ」

「そ、それがあれば、本ほん来らいはハッピーエンドが書かかれてる本ほんでも、そんなことは関かん係けいなく、どれもこれもバッドエンドにできるってこと？」

「そういうことです。お客きゃくさんには、ぴったりの商しょう品ひんでしょう？」

　桐きり香かは、差さし出だされた【バッドエンド・ラベル】を見みつめ、ごくりとのどを鳴ならした。
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　どんな本ほんの結けつ末まつでも、バッドエンドにすることができるラベル──。

「その話はなしが本ほん当とうなら、是ぜが非ひでも欲ほしいところね。でも、もしも噓うそだったら、承しょう知ちしないわよ」

「噓うそじゃあありません。なんなら、何なにか一冊さつ買かって、ここで試ためしてみてもかまいませんよ。それでラベルの効こう果かがなければ、本ほんのお代だいもラベルのお代だいも、この場ばでお返かえししますので」

「ふうん……」

　そこまで言いうのであれば、ここは信しんじてみてもいいかもしれない。

「それじゃあ、その【バッドエンド・ラベル】を一つ、いただくわ」

「はい。お買かい上あげ、ありがとうございます」

　店てん主しゅは、ワックス紙しのうすっぺらい紙かみ袋ぶくろにラベルを入いれて、袋ふくろの口くちを折おってテープで封ふうをした。ラベルの値ね段だんは、文ぶん庫こ本ぼん一冊さつと同おなじくらいだった。

「おまけも入いれておきましたので、よろしければ、そちらも使つかってみてください。まあ、お客きゃくさんは、あまりお気きに召めさないかもしれませんが……」

　そして、紙かみ袋ぶくろを桐きり香かに手て渡わたしながら、店てん主しゅは言いった。

「ああ、そうそう。このラベルは、一いち度どはったら、二に度どとはがすことはできませんからね。大だい事じな本ほんにはるときには、くれぐれもご注ちゅう意いを。その本ほんの中なか身みが、本ほん当とうにバッドエンドになってもいいのかどうか、よく考かんがえてから使つかってくださいね」

　店てん主しゅのその忠ちゅう告こくに、桐きり香かは、笑わらってこう答こたえた。

「そんなの、心しん配ぱいいらないわ。バッドエンドじゃない大たい切せつな本ほんなんて、私わたしは一冊さつも持もっていないもの！」
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　帰き宅たくした桐きり香かは、本ほん棚だなのある自じ分ぶんの部へ屋やに入はいるなり、さっそく古ふる本ほん屋やで買かった【バッドエンド・ラベル】を、紙かみ袋ぶくろから取とり出だした。

　透とう明めいなシートの上うえにならんだ、バンソウコウほどの大おおきさのラベル。

　その数かずは、ぜんぶで十三枚まい。

　枠わく線せんの中なかに「BADバッド ENDエンド」の文も字じがあるだけの、シンプルなデザインのラベルだ。

　一いっ見けん、ただのシールと変かわりはない。

　でも、あの店てん主しゅの言こと葉ばが本ほん当とうならば。

「とりあえず、一枚まい使つかって、試ためしてみましょう」

　独ひとりごちて、桐きり香かは本ほん棚だなへと向むかい、ちょうどいい本ほんがないかどうかを探さがす。

　しかし、桐きり香かの部へ屋やの本ほん棚だなにならぶ本ほんは、小しょう説せつにしろ漫まん画がにしろ、そのほとんどが、そもそもからしてバッドエンドの本ほんばかり。そうでない本ほんとなると、探さがすだけでもひと苦く労ろうだった。

　しばらく探さがしたのちに、桐きり香かはようやく、本ほん棚だなの端はじっこにあった一冊さつを取とり出だした。

　それは、桐きり香かが小ちいさい頃ころに親おやからもらった、童どう話わ集しゅうだった。

「子こども向むけの童どう話わ集しゅうだし、これならたしか、結けつ末まつが『めでたし、めでたし』で終おわる話はなしばっかり、収しゅう録ろくされていたはずだわ」

　そのため、バッドエンド愛あい好こう家かの桐きり香かにとっては、てんでつまらない本ほんだった。親おやからプレゼントされた手て前まえ、一いち応おうひととおり目めを通とおしてはみたものの、それきり読よみ返かえす気きにもならず、本ほん棚だなの端はじっこへ押おしやったまま忘わすれていたのだ。

　ラベルの効こう果かを試ためしてみるには、うってつけの本ほんである。

　桐きり香かは、念ねんのために童どう話わ集しゅうをざっと読よみ返かえした。その中なか身みは、やはりハッピーエンドの物もの語がたりばかりであった。

「うん、つまらない！」

　うなずいて、桐きり香かは乱らん暴ぼうに本ほんを閉とじた。

「さあ。このつまらない童どう話わ集しゅうが、ラベルの力ちからで、いったいどんな本ほんに変かわるのかしら？」

　桐きり香かは、シートから【バッドエンド・ラベル】を一枚まいはがして、それをペタリと、童どう話わ集しゅうの表ひょう紙しにはり付つけた。

　そのとたん。

　はり付つけたラベルは、「BAD END」の文も字じだけをうすく残のこして、溶とけこむように本ほんの表ひょう紙しと一いっ体たい化かした。

　桐きり香かは「あっ」と声こえを上あげた。

　二、三度ど続つづけてまばたきしたあと、表ひょう紙しの上うえに残のこった「BAD END」の文も字じを、目めを凝こらして見みつめ、その周まわりを指ゆびでさすってみる。

　しかしそこには、どれだけわずかな凹おう凸とつさえもありはしない。軽かるく引ひっかいてみても、爪つめの先さきは、表ひょう紙しの上うえをつるつるとすべるだけだった。

「なるほど。一いち度どはったら、二に度どとはがせないっていうのは、こういうこと」

　納なっ得とくして、それから桐きり香かは、おもむろに童どう話わ集しゅうを開ひらき、また最さい初しょから読よみ始はじめた。

　すると、どうだろう。

　本ほんの中なか身みが、本ほん当とうに、先さきほどまでとは変かわっている！




『ヘンゼルとグレーテル』

　お菓か子しの家いえの人ひと食くい魔ま女じょをたおして、命いのちからがら我わが家やに逃にげ帰かえった兄きょう妹だいを待まっていたのは、優やさしい父ちち親おやではなく、かまどにつき落おとして焼やき殺ころしたはずの、人ひと食くい魔ま女じょでした。台だい所どころで鍋なべをわかす魔ま女じょが、家いえの扉とびらを開あけた二人ふたりをふり返かえり、にやりと笑わらいました。

　めでたし、ではなし。




『三匹びきの子こブタ』

　レンガの家いえの子こブタは、えんとつから入はいってきたオオカミを、湯ゆの煮にえたぎる鍋なべに落おとしてやっつけました。けれどその頃ころ、何なん十匹ぴきものオオカミの群むれがあらわれて、レンガの家いえのまわりを取とり囲かこんでいたのです。子こブタはそれに気きづくことなく、食たべ物ものを探さがしに家いえの外そとに出でてきました。

　めでたし、ではなし。




『白しら雪ゆき姫ひめ』

　毒どくリンゴによってたおれた白しら雪ゆき姫ひめは、たおれたときに、顔かおに大おおきな傷きずを負おいました。その傷きずに包ほう帯たいを巻まかれ、顔かおをすっかりかくされていた白しら雪ゆき姫ひめは、王おう子じさまに見み初そめられることはありませんでした。小こびとたちは、白しら雪ゆき姫ひめを入いれたガラスの棺ひつぎを、土つちの中なかに埋うめました。

　めでたし、ではなし。




　変へん化かした物もの語がたりのあらすじをまとめると、こんな感かんじだ。

　桐きり香かは、夢む中ちゅうでページをめくり続つづけた。

　読よんでも読よんでもバッドエンド。

　ただひたすらに、バッドエンドの詰つめ合あわせ。

「この物もの語がたりが、つまらないハッピーエンドだったらどうしよう」という心しん配ぱいなど、ほんの少すこしもしなくていい安あん心しん感かん。

　こんなにも面おも白しろい童どう話わ集しゅうは、初はじめてだ！

「すごい。すごいわ、【バッドエンド・ラベル】……！」

　そうして、ラベルをはった童どう話わ集しゅうを読よみ終おえた桐きり香かは、心こころから満まん足ぞくしたため息いきと共ともに、本ほんを閉とじた。

「なんてすてきなラベルなの……。これは、もっともっと、いろんな本ほんを試ためしてみなくちゃね」

　つぶやいて、桐きり香かは再ふたたび本ほん棚だなへと向むかった。

　本ほん棚だなの奥おくを探さぐって、埋うもれていた何なん冊さつかの本ほんを引ひっぱり出だす。

　それらは、タイトルや作さく品ひん紹しょう介かい文ぶんからバッドエンドを期き待たいして買かったものの、いざ読よんでみたら、桐きり香かにとっては期き待たいはずれの結けつ末まつだった、そんな本ほんたちだった。

　ペタリ。ペタリ。ペタリ。

　シートからはがしたラベルを、桐きり香かは、目めの前まえにならべた本ほんの表ひょう紙しにはっていく。

　ラベルは、たちまち本ほんと一いっ体たい化かして、その本ほんの結けつ末まつをねじ曲まげる。

　さきほどの童どう話わ集しゅうは、ラベルによって、いわばバッドエンド短たん編ぺん集しゅうになったわけであるが、長ちょう編へん作さく品ひんのバッドエンド化かもまた、楽たのしく面おも白しろいものだった。

　表ひょう紙しと作さく品ひん紹しょう介かいのふんいきの暗くらさから、てっきり不ふ幸こうな結けつ末まつの物もの語がたりだと思おもいこんで買かった本ほん。それは、いざ読よんでみれば、生おい立たちだけ不ふ幸こうな主しゅ人じん公こうが、着ちゃく実じつに困こん難なんを克こく服ふくしていき、人にん間げん関かん係けいにも経けい済ざい的てきにも恵めぐまれた幸こう福ふくな人じん生せいを手てに入いれるという、じつにくだらない結けつ末まつの作さく品ひんだった。

　だが、そんなハッピーエンドの物もの語がたりも、【バッドエンド・ラベル】をはれば、このとおり！

　幸こう福ふくへの道みちを歩あゆんでいた主しゅ人じん公こうは、最さい後ごの最さい後ごで思おもわぬ落おとし穴あなにはまり、恋こい人びとも友ゆう人じんも家か族ぞくも金かねも仕し事ごともすべてを失うしない、絶ぜつ望ぼうの淵ふちに沈しずんでバッドエンドを迎むかえる物もの語がたりとなる。

　あるいは、たいていバッドエンドの作さく品ひんを書かく作さっ家かだからと、信しん頼らいして新しん作さくを買かったものの、その本ほんに限かぎってハッピーエンドで物もの語がたりが終おわってしまった、残ざん念ねんな本ほん。

　思おもわず投なげ捨すてたくなったそんな本ほんも、【バッドエンド・ラベル】の力ちからによって、これぞ求もとめていた結けつ末まつ！　という物もの語がたりに生うまれ変かわる。

　もとの内ない容ようでは、ハッピーエンドへと向むかうためにあった分ぶん岐き点てん。それを、ラベルをはられたあとの本ほんの主しゅ人じん公こうは、ことごとくもとの内ない容ようとは反はん対たいにたどっていき、その結けっ果か、転ころげ落おちるように不ふ幸こうになっていく。主しゅ人じん公こうの人じん生せいは、もはや何なにをやっても悪わるいほうへしか進すすまず、その不ふ幸こうが最さい高こう潮ちょうに達たっしたところで物もの語がたりが終おわり、バッドエンドとなる。

　ラストでどんでん返がえしがあって、それまでの成せい果かがすべて無むになるパターン。

　主しゅ人じん公こうを取とり巻まく状じょう況きょうが悪あっ化かし続つづけていき、その果はてに、ひとかけらの救すくいもないまま物もの語がたりが終しゅう結けつするパターン。

　──何なん冊さつか試ためしてみた結けっ果か、長ちょう編へん作さく品ひんのバッドエンド化かは、だいたいこの二つのパターンのどちらかになるようだった。

「うん。いいわね、長ちょう編へんも……」

　短たん編ぺん作さく品ひんとバッドエンドの相あい性しょうの良よさはバツグンであるが、長ちょう編へん作さく品ひんのバッドエンドもまた、長ちょう編へんならではの読よみ応ごたえがあってすばらしい。

　一冊さつ読よみ終おえるたびに、桐きり香かはうっとりと至し福ふくのため息いきをつく。

　そうして、桐きり香かはその日ひ、明あけ方がたまでバッドエンドの物もの語がたりを読よみふけったのだった。
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　翌よく日じつ。

　寝ね不ぶ足そくを抱かかえて登とう校こうした桐きり香かは、昼ひる休やすみに学がっ校こうの図と書しょ室しつを訪おとずれた。

（うちにあるバッドエンドじゃない本ほんは、もうぜんぶラベルをはっちゃったし……。残のこったラベルは、なんの本ほんにはろうかしら。とりあえず、図と書しょ室しつで何なん冊さつか読よんでみて、バッドエンドじゃない本ほんを見みつくろってから、それを本ほん屋やに買かいに行いこうかしらね。……それとも）

　桐きり香かは、興こう奮ふんのあまりつい学がっ校こうまで持もってきてしまった【バッドエンド・ラベル】を、ポケットから取とり出だしてニヤニヤとながめた。

（いっそ図と書しょ室しつの本ほんに、このラベル、はっちゃおうかしら。この図と書しょ室しつの利り用よう者しゃにも、バッドエンドのおすそわけ……。ここにある本ほんだけ、よそにある同おなじ本ほんと内ない容ようが違ちがっていたら、読よんだ人ひとはおどろくわね。それも楽たのしいかも！）

　そんなことを考かんがえながら、桐きり香かは本ほん棚だなの前まえで、【バッドエンド・ラベル】を一枚まい、シートからはがした。

　目めの前まえの本ほん棚だなには、ちょうど桐きり香かが内ない容ようを知しっている、有ゆう名めいなハッピーエンドの小しょう説せつがあった。

　それを取とろうと、桐きり香かは本ほん棚だなに手てを伸のばした。

　そのとき。

　不ふ意いに、桐きり香かの背せ中なかにドン、とだれかがぶつかった。

　そのひょうしに、桐きり香かは手てをすべらせて、シートからはがしてつまんでいた一枚まいのラベルを、落おとしてしまった。

「あ、ごめんなさい」

　桐きり香かと背せ中なか合あわせにぶつかった女じょ子し生せい徒とが、ふり返かえって、小こ声ごえであやまる。

　そして、桐きり香かに軽かるく頭あたまを下さげてから、歩あるき出だしたその女じょ子し生せい徒とは、ひらりと床ゆかに落おちた一枚まいのラベルに気きづくことなく、それをうわばきでふんづけた。

（あっ……！）

　桐きり香かは心こころの中なかで声こえを上あげた。だが、もう遅おそい。

　運うん悪わるく、ラベルは接せっ着ちゃく面めんを上うえにして落おちたようで、女じょ子し生せい徒とのうわばきの裏うらにくっ付ついてしまったのだろう。

　彼かの女じょが足あしをどけたあと、ラベルはそこから消きえていた。

（ああ、一枚まいむだになっちゃった。まあ、そんなに高たかいものじゃなかったし、なくなったらまたあの古ふる本ほん屋やに買かいに行いくから、別べつにいいけど）

　そう思おもい、桐きり香かはあっさりとあきらめた。

　もったいなくはあるが、だからといって、今いまからあの女じょ子し生せい徒とを追おいかけて、ラベルを回かい収しゅうするほどのことでもない。知しり合あいというわけでもないし、こんなことで話はなしかけるというのも、ためらわれてしまう。

（それにどうせ、一いち度どはったラベルは、はがせないものね）

　──と。

　そこで桐きり香かは、ふと疑ぎ問もんを抱いだいた。

【バッドエンド・ラベル】は、本ほん以い外がいのものにはった場ば合あいでも、やはり一いち度どはったらはがせなくなるのだろうか？

　本ほんの表ひょう紙しにはったラベルは、「BAD END」の文も字じ以い外がいが透とう明めいになって、本ほんに溶とけこむように一いっ体たい化かした。

　しかし、それだけではない。

　昨日きのう試ためしてみてわかったことだが、本ほんをおおうカバーにラベルをはって、そのカバーをはがしても、ラベルの文も字じはカバーの下したにまで写うつっていたのだ。もちろん、その場ば合あいでも、ラベルの効こう力りょくは問もん題だいなく発はっ揮きされていた。

（きっと、「BAD END」の文も字じが写うつった表ひょう紙しをむしり取とっても、そうしたら、今こん度どは本ほんのページにその文も字じが写うつるだけなんでしょうね。一いち度どラベルをはった本ほんは、カバーを取とっても表ひょう紙しを取とっても、もうもとの内ない容ようにもどすことはできないんだわ。一いち度どはったラベルが「二に度どとはがせない」っていうのは、そういうところまでふくめての意い味みなのよね……）

　本ほんのカバーはカバーであって、本ほんそのものではない。

　そこに書かきかえるべき「物もの語がたり」はない。

　だから、カバーにはった【バッドエンド・ラベル】は、「物もの語がたり」を求もとめてカバーをつらぬき、その下したにある本ほんそのものに「BAD END」の文も字じを刻こく印いんしたのだ。

　このラベルは、そうやって「物もの語がたり」を追おい求もとめる。

「物もの語がたり」を捕とらえて、その結けつ末まつを、バッドエンドへと導みちびくために。

（でも、「物もの語がたり」があるのって、別べつに本ほんだけに限かぎらないわよね。映えい画がやドラマのＤＶＤなんかにも、このラベルは使つかえそうだし。そういうものにはったら、やっぱり本ほんと同おなじように、はがせなくなりそうだわ。……だったら、歌か詞しに物もの語がたり性せいのある曲きょくの入はいったＣＤなんかは、どうかしら。健けん康こう食しょく品ひんのチラシによくある、購こう入にゅう者しゃの体たい験けん談だんは？　……どこまでが、このラベルの力ちからが有ゆう効こうになる「物もの語がたり」とみなされるのかしら──）

　そこまで考かんがえたとき。

　桐きり香かの脳のう裏りを、一つの可か能のう性せいがよぎった。

（まさか……ね）

　若じゃっ干かんのむなさわぎを覚おぼえつつ。

　桐きり香かは、先さきほどの女じょ子し生せい徒とが去さっていった方ほう向こうを、そっとふり返かえって見みつめた。
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　はたして、その翌よく日じつのこと。

　登とう校こうした桐きり香かは、昨日きのう図と書しょ室しつでぶつかったあの女じょ子し生せい徒とが、昨夜ゆうべ通とおり魔まにおそわれたというニュースを知しったのだった。

　なんでも、女じょ子し生せい徒とは昨日きのう、部ぶ活かつの帰かえりにおそわれて、足あしに大おおきなけがを負おったらしい。

　その生せい徒とは、陸りく上じょう部ぶの選せん手しゅだった。しかも、全ぜん国こく大たい会かいへの出しゅつ場じょうが決きまっていたのだという。それが、足あしに負おったけがのせいで、二に度どと陸りく上じょうができなくなってしまった──ということだった。

　事じ件けんの話わ題だいで騒そう然ぜんとする教きょう室しつの中なか。

　桐きり香かは、昨日きのうの図と書しょ室しつでの出で来き事ごとを思おもい返かえしていた。

（これって、これって……やっぱり、【バッドエンド・ラベル】のせいよね。あのときあの子こがふんづけたラベル。あれがきっと、うわばきの底そこをつきぬけて、あの子この足あしの裏うらの皮ひ膚ふに「BAD END」の文も字じを焼やき付つけちゃったんだ──）

　そのせいで、彼かの女じょの陸りく上じょう選せん手しゅとしての「選せん手しゅ生せい命めい」が──バッドエンドになって終おわった。
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　ドキン、ドキン、と心しん臓ぞうがはずむ。

　桐きり香かは、思おもわず取とり出だした【バッドエンド・ラベル】を見みつめ、それをつかむ手てをふるわせた。

（このラベルって、思おもってたよりも、ずっととんでもないアイテムなんだ……。まさか、本ほんだけじゃなくて、人ひとの「人じん生せいの中なかの物もの語がたり」まで、バッドエンドにしちゃうなんて）

　その可か能のう性せいを、昨日きのう、ちらりと思おもい浮うかべはしたけれど。

　でも、本ほん当とうにこんなことになるなんて。

　桐きり香かはとまどい、動どう揺ようしていた。

　だが──。

　それ以い上じょうに、桐きり香かの胸むねは、今いままでに感かんじたことのない興こう奮ふんで高たか鳴なっていた。

（今いままでは、ずっと、フィクションの物もの語がたりのバッドエンドで満まん足ぞくしてたけど……。現げん実じつの人にん間げんが迎むかえるバッドエンド。それが、こんなにも刺し激げき的てきなものだったなんて……！）

　桐きり香かは、ごくりとのどを鳴ならした。

【バッドエンド・ラベル】を見みつめる桐きり香かの瞳ひとみは、かがやいていた。

（ああ、もっと見みてみたい……！　このラベルを使つかって、いろんな人ひとの「人じん生せいの中なかの物もの語がたり」のバッドエンドを、もっと──……）







　それからというもの。

　桐きり香かは、【バッドエンド・ラベル】を本ほんではなく、人にん間げん相あい手てにはり付つけることに夢む中ちゅうになった。

　近きん所じょに暮くらす人ひとや、同おなじ学がっ校こうの生せい徒とや、よく行いく店みせの店てん員いん。

　気きまぐれに選えらんだターゲットを、桐きり香かはラベルの力ちからによって、次つぎ々つぎバッドエンドへ追おいやった。

　最さい初しょの女じょ子し生せい徒とは、通とおり魔まにおそわれ、陸りく上じょう選せん手しゅとしての「選せん手しゅ生せい命めい」がバッドエンドになったわけだが──。

　あるクラスメートは、ラベルをはられたあと、親しん友ゆうと大おおげんかしたのち仲なか直なおりもできないまま転てん校こうした。バッドエンドになったのは、その人ひとの「この学がっ校こうでの思おもい出で」だ。

　ある受じゅ験けん生せいは、ラベルをはられたあと、合ごう格かく確かく実じつのはずだった志し望ぼう校こうに落おちた。バッドエンドになったのは、その人ひとの「受じゅ験けん生せい」という時じ代だいだ。

　恋こい人びとと別わかれ、何なん年ねんも続つづいてきた「恋こい」が、バッドエンドになって終おわった人ひともいた。

　子こどもの頃ころから目め指ざしていた職しょく業ぎょうをあきらめ、将しょう来らいの「夢ゆめ」が、バッドエンドになって終おわった人ひともいた。

　どんな人にん間げんの人じん生せいの中なかにも、さまざまな種しゅ類るいの「物もの語がたり」が詰つまっている。

【バッドエンド・ラベル】は、それらの「物もの語がたり」を的てき確かくに、あるいは気きまぐれに捕とらえて、むざんに壊こわして終おわらせる。そういうアイテムなのだろう。

　ラベルによってもたらされる、さまざまな人にん間げんのさまざまな「結けつ末まつ」。

　桐きり香かにとって、それらはいずれも、刺し激げき的てきで魅み惑わく的てきなバッドエンドだった。
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　そうこうするうちに、古ふる本ほん屋やで買かった十三枚まいの【バッドエンド・ラベル】は、残のこすところあと一枚まいとなった。

（これを使つかったら、またあの古ふる本ほん屋やに、ラベルを買かいに行いかなくちゃ）

　そのことを考かんがえながら、桐きり香かはその日ひ、うわの空そらで学がっ校こうの授じゅ業ぎょうを受うけていた。

（最さい後ごのこの一枚まいは、さあて、どこのだれにはろうかしら……？）

　相あい手てはべつに、だれでもよかった。

　ただ、ラベルのもたらした「結けつ末まつ」をたしかめるためには、それなりに身み近ぢかな人にん間げんを選えらぶ必ひつ要ようがあるけれど……。

（ああ、あと一枚まいだけとなると、早はやくキリよく使つかいきってしまいたい。……もういっそ、てっとり早ばやく、この教きょう室しつの中なかにいるだれかにしようかな）

　桐きり香かがそう思おもったとき、授じゅ業ぎょうの終おわりのチャイムが鳴なった。

「はい、それじゃあ……この前まえのレポート、今日きょう提てい出しゅつできる人ひとは、出だしにきてくださいね」

　教きょう師しのその指し示じに、何なん人にんかの生せい徒とがレポートを持もって席せきを立たつ。

　桐きり香かも、机つくえの中なかのファイルから、自じ分ぶんのレポートを取とり出だした。

（うん、よし。──決きめた！）

　レポートといっしょに、桐きり香かは【バッドエンド・ラベル】をこっそり手てに持もち、席せきを立たった。

　そうして教きょう卓たくへと向むかいつつ、シートから、最さい後ごの一枚まいのラベルをはがし取とり。

　ペタリ。

　と、それを教きょう卓たくの横よこに立たつ教きょう師しの服ふくに、はり付つけた。

　ラベルはたちまち服ふくと一いっ体たい化かし、文も字じだけ残のこして溶とけ消きえる。

　桐きり香かには、もはや見みなれた光こう景けいだ。ラベルの文も字じはいつものごとく、服ふくをつらぬいて、その下したの皮ひ膚ふにまで写うつりこんでいることだろう。そうなればもう、ラベルの力ちからから逃のがれるすべはない。

　この教きょう師しが迎むかえるバッドエンドは、どんなものになるのだろう。

　あんな結けつ末まつだろうか、こんな結けつ末まつだろうか。

　あれこれ想そう像ぞうをめぐらせながら、桐きり香かはこみ上あげてくる笑えみを押おし殺ころし、何なに食くわぬ顔かおで自じ分ぶんの席せきへと戻もどった。







　ところが、である。

　それから何なん日にち経たっても、ラベルをはったその教きょう師しには、何なに事ごとも起おこる気け配はいがない。

　こんなことは初はじめてだった。

（いったい、どういうこと？　先せん生せいにはったラベルは、効こう力りょくを発はっ揮きしなかったの？　……それとも、私わたしが気きづけないだけで、すでにもう何なにかが起おこったあとなの？）

　桐きり香かは首くびをひねったが、そうやって考かんがえたところで、答こたえが出でてくることでもない。

　教きょう師しに直ちょく接せつたずねれば、あるいはわかることかもしれないが。──とはいえ、「最さい近きん、何なにかよくないことがありませんでした？」なんて聞きくわけにもいかない。そんなことをして、怪あやしまれて勘かんぐられたりしたら、ろくなことにはならないだろう。

（まあ、人じん生せいの中なかの物もの語がたりはいろいろだから。中なかには、他た人にんからはわかりづらい「結けつ末まつ」だって、あるのかもしれないものね）

　だとすれば、今こん回かいのことはもう、仕し方かたがない。

【バッドエンド・ラベル】はなくなってしまったけれど、これで終おわりというわけではない。ラベルはまた、新あたらしいものを手てに入いれればいいだけだ。

　気きを取とり直なおして、明日あしたにでも、さっそく新あたらしいラベルを買かいに行いこう。

　また、あのうす暗ぐらい古ふる本ほん屋やに──。

（あ……。そうだ）

　桐きり香かは、そこでふと思おもい出だした。

　そういえば。【バッドエンド・ラベル】を買かったとき、あの古ふる本ほん屋やの店てん主しゅは、おまけだと言いって、もう一枚まいラベルをくれたのだった。

　そのラベルを、桐きり香かは机つくえの引ひき出だしの中なかにしまったまま、すっかり忘わすれていた。

　なぜなら、おまけにもらったそのラベルは、

【ハッピーエンド・ラベル】

　だったからだ。

（「どんな本ほんでもハッピーエンドにしてしまうラベル」なんて、興きょう味みも使つかい道みちもないから、忘わすれていたのよね）

　だが、ラベルが本ほんだけでなく、生いきている人にん間げんにも使つかえることがわかったからには──。

　桐きり香かは、机つくえの引ひき出だしから【ハッピーエンド・ラベル】を取とり出だした。

　そして、一枚まいしかないそのラベルをはがし取とり。

　ペタリ。

　と、自じ分ぶんの手ての甲こうにはり付つけた。

　ラベルは「HAPPYハッピー ENDエンド」の文も字じだけをうすく残のこして、たちまち桐きり香かの手ての甲こうに溶とけこみ、皮ひ膚ふと一いっ体たい化かした。

　これでもう、どうやってもはがれることはない。

「自じ分ぶんが主しゅ人じん公こうの物もの語がたりは、やっぱり、ハッピーエンドのほうがいいものね」

　手ての甲こうの文も字じをなでながら、そうつぶやいて、桐きり香かは笑わらった。
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　その翌よく日じつの放ほう課か後ご。

　桐きり香かは予よ定ていどおり、新あたらしい【バッドエンド・ラベル】を買かうために、帰かえり道みちを遠とお回まわりして例れいの古ふる本ほん屋やへと向むかった。

　道どう中ちゅう、桐きり香かはスマホにイヤホンを差さしこみ、ラジオドラマを聴きいていた。

　退たい屈くつしのぎになんとなく聴きき始はじめたそれは、短たん編ぺんのサスペンスドラマで、なかなかに面おも白しろいストーリーのようだった。

　しかし、そうはいっても、ドラマはしょせんフィクションだ。

　どんなに面おも白しろいストーリーでも、リアルの出で来き事ごとにはかなわない。

【バッドエンド・ラベル】を、現げん実じつ世せ界かいの、生いきている人にん間げんに使つかって楽たのしむことを覚おぼえた桐きり香かは、もはやフィクションのもたらす刺し激げきと興こう奮ふんでは、とうてい満まん足ぞくすることができなくなっていた。

（それにしても、なんだか、やけに外そとを歩あるいてる人ひとが少すくないわね。前まえに来きたときは、この道みち、こんなにもひと気けのない場ば所しょだったかしら？）

　ラジオドラマを聴ききつつ道みちを歩あるきながら、桐きり香かは、そのことを不ふ思し議ぎに思おもった。

（あ……。もしかしたら、この前まえの通とおり魔ま事じ件けんのせい？　あの事じ件けんの犯はん人にん、まだ捕つかまっていないって話はなしだものね。それでみんな、怖こわがって外がい出しゅつをひかえてるのかしら）

　学がっ校こうの図と書しょ室しつで、桐きり香かの落おとした【バッドエンド・ラベル】をふんづけた、あの女じょ子し生せい徒と。彼かの女じょをおそった通とおり魔まは、いまだ正しょう体たいもわかっておらず、この町まちのどこかにかくれているかもしれないその凶きょう悪あく犯はんにおびえ、住じゅう民みんたちは不ふ安あんな日ひ々びを送おくっている。

（まあ、でも、私わたしは大だい丈じょう夫ぶでしょ。だって、私わたしには【ハッピーエンド・ラベル】がはられてるんだもの。このラベルの力ちからがあれば、私わたしの人じん生せいの中なかの物もの語がたりは、不ふ幸こうな結けつ末まつを迎むかえたりはしないはず！）

　たのもしい思おもいで、桐きり香かは、手ての甲こうに浮うかぶ「HAPPY END」の文も字じをながめる。

　そうして、例れいの古ふる本ほん屋やまであと少すこし、というところまで来きた頃ころ。

　イヤホンで聴きいていたラジオドラマが、エンディングを迎むかえた。

　その結けつ末まつは、桐きり香かにとっては不ふ満まんの残のこるものだった。

　地じ獄ごくからよみがえった殺さつ人じん鬼き、その名なも再サイ殺コロという人じん物ぶつが主しゅ人じん公こうの、サスペンスドラマ。

　その物もの語がたりは、途と中ちゅうまでは、ダークな展てん開かいとむごたらしい描びょう写しゃが魅み力りょく的てきで、面おも白しろそうな話はなしだった。

　けれども、物もの語がたりのラストは──殺さつ人じん鬼きのサイコロが、殺ころそうとした相あい手てから返かえり討うちにあって逆ぎゃくに殺ころされ、町まちに平へい和わが戻もどるというハッピーエンドだったのだ。

（あーあ、つまらない。あの悪あく魔まみたいな主しゅ人じん公こうが、最さい後ごにあっけなく死しんで終おわっちゃうなんて、それまでの盛もり上あがりがだいなしだわ。こういう話はなしだったら、死しんだかに思おもわれていた殺さつ人じん鬼きがじつは生いきていて、再ふたたび町まちの人ひと々びとを恐きょう怖ふにおとしいれる──ってラストのほうが、ずっと刺し激げき的てきですてきなのに。こんな刺し激げきの抜ぬけ切きった結けつ末まつなんて。まったく、これだからハッピーエンドは……）

　イヤホンをはずして、桐きり香かはため息いきを吐はきすてた。

（ん？　……あれ？　ちょっと待まって）

　そこで、桐きり香かはハタと気きがついた。

　先さきほどのラジオドラマでは、物もの語がたりの最さい後ごで、主しゅ人じん公こうのサイコロが死しんだ。

　にもかかわらず、その物もの語がたりは、ハッピーエンドだった。

　サイコロにとって、それは幸こう福ふくな結けつ末まつなんかではない。

　なのに、あのドラマの結けつ末まつが、間ま違ちがいなくハッピーエンドとして成せい立りつするのは。

　それは──……。




　主しゅ人じん公こうであるサイコロが、凶きょう悪あくな殺さつ人じん鬼き──「悪あく人にん」だったからだ。




　改かい心しんの余よ地ちのない悪あく人にんが生いき長ながらえて、その後ごも人ひと々びとを殺さつ害がいし続つづけることをにおわす結けつ末まつであれば、その物もの語がたりは、一いっ般ぱん的てきに「バッドエンド」とみなされるだろう。

　悪あくが生いき残のこれば、バッドエンド。

　悪あくが滅ほろびれば、ハッピーエンド。

　だとしたら──。

　ここで、一つの疑ぎ問もんが浮うかぶ。

【バッドエンド・ラベル】によってもたらされるのは、はたして、だれにとってのバッドエンドなのか？

　そして──。

　桐きり香かは、【ハッピーエンド・ラベル】をはった自じ分ぶんの手てに、ちらりと目めを落おとした。




　そのとき。




　ふいに、桐きり香かの前まえに、人ひと影かげが立たちはだかった。

　曲まがり角かどの向むこうから現あらわれたその人ひと影かげは、どん、と勢いきおいよく桐きり香かにぶつかった。

「……！」

　桐きり香かは、衝しょう撃げきに息いきをつまらせる。

　その直ちょく後ご。

　腹ふく部ぶに、焼やけるような激げき痛つうが走はしった。

　痛いたみの箇か所しょに、ゆっくりと目めを向むけて。

　桐きり香かは、その目めを見み開ひらいた。

　桐きり香かにぶつかった、その人じん物ぶつの手てには、ナイフがにぎられていた。

　激げき痛つうは、そのナイフの刃はがもたらしたものに間ま違ちがいなかった。

（う……そ……。いやだ……こんな…………）

　傷きず口ぐちを手てで押おさえながら、桐きり香かは、その場ばにくずおれた。

　叫さけぼうとするが、声こえが出でない。のどの奥おくがひゅうひゅうと音おとを立たてるだけだ。

　体たい温おんとともに失うしなわれていく力ちからを、必ひっ死しにふりしぼって顔かおを上あげ、桐きり香かは、ナイフを持もつその人じん物ぶつを見み上あげた。

　ゆがんだ笑えみを浮うかべて桐きり香かを見み下おろす、その顔かおには、見み覚おぼえがあった。

　それは、桐きり香かが先せん日じつ【バッドエンド・ラベル】をはり付つけた、あの教きょう師しだった。

　教きょう師しは、桐きり香かに向むかってナイフをふり下おろす。

　刃やいばを防ふせごうと、桐きり香かは、とっさに顔かおの前まえに手てをかざした。

　──それがむだなあがきにすぎないと、わかっていながら。




　かすむ視し界かいの中なか。

　桐きり香かが最さい後ごに見みたものは、己おのれの手ての甲こうに刻きざまれた、血ちまみれの「HAPPY END」の文も字じだった。
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　海うみ辺べの町まちにある大おおきな屋や敷しきの、長ながい長ながい塀へい沿ぞいの道みちのその途と中ちゅう。

　真しん珠じゅは、少すこし前まえを歩あるく一人ひとりの少しょう女じょが、ぽとりと財さい布ふを落おとしたのに気きがついた。

　トランクを引ひくその少しょう女じょは、落おとし物ものに気きづく様よう子すもなく歩あるいていく。

　それを見みて、真しん珠じゅはとりあえず、その財さい布ふを拾ひろい上あげた。

　その財さい布ふは、ショッキング・ピンクの色いろをした大おおきめのがま口ぐちで、口くち金がねの玉たまの部ぶ分ぶんが、かわいらしく蝶ちょうの羽はねの形かたちになったものだった。

　ぷっくりふくらんだその見みた目めとは裏うら腹はらに、持もってみると、それはやけに軽かるかった。

　前まえを歩あるく少しょう女じょの着きている服ふくは、財さい布ふと同おなじピンク色いろのパーカーだ。

　派は手でな色いろが好すきな子こなんだな、と思おもいつつ、真しん珠じゅはその少しょう女じょに声こえをかけた。

「あの。お財さい布ふを、落おとしましたよ」

　その声こえに、少しょう女じょはぴたりと足あしを止とめた。

　辺あたりには、少しょう女じょと真しん珠じゅのほかに人ひとの姿すがたはなかったので、少しょう女じょも自じ分ぶんが呼よび止とめられたと、すぐにわかったようだった。

　少しょう女じょは、くるりとふり向むいて、真しん珠じゅに近ちかづく。

　真しん珠じゅが財さい布ふを差さし出だすと、少しょう女じょはそれを受うけ取とって、にこっと人ひとなつこい笑えみを浮うかべた。

「どうも、ありがと。拾ひろってくれて」

「ああ。いいえ……」

　笑わらい返かえしながら、真しん珠じゅは内ない心しん、その少しょう女じょの外がい見けんに少すこしおどろいていた。

　少しょう女じょはパーカーのフードをかぶっていたので、うしろから見みたときには、それとわからなかったけど──。

　少しょう女じょの髪かみの毛けは、まじりけのない、見み事ごとな銀ぎん髪ぱつだったのだ。

　ふりそそぐ強つよい日ひ射ざしが、ショッキング・ピンクと黒くろで彩いろどられたフードを透すかして、少しょう女じょの銀ぎん髪ぱつをうっすらとその色いろで染そめている。

　少しょう女じょがまとう目めに痛いたいほどの色しき彩さいは、そばにいる真しん珠じゅのレースのショールや、フリルでかざられた白しろい日ひ傘がさまでも、いきおいあまって染そめてしまいそうだった。

　加くわえて、少しょう女じょは、右みぎの目めを眼がん帯たいで覆おおっていた。

　パーカーとおそろいの色いろをしたその眼がん帯たいには、ハートにバッテンマークを重かさねた模も様ようまで描えがかれていた。

「ねえ」と、その少しょう女じょは、真しん珠じゅに言いった。

「落おとし物ものを拾ひろってくれたから、この中なかからお礼れいに一割わり、あげよっか？」

「ええっ……。べつに、けっこうです。そんなつもりじゃ──」

　真しん珠じゅは、思おもわず少しょう女じょから身みを引ひいた。

　しかし、少しょう女じょはかまわず、真しん珠じゅに向むかってがま口ぐちを持もった手てを突つき出だした。

　そうして、蝶ちょうの羽はねをかたどった口くち金がねを、パチンと開あけた。

「……あ」

　開ひらいたがま口ぐちの、その中なか身みを見みて、真しん珠じゅは目めを丸まるくした。

　がま口ぐちの中なかに入はいっていたのは、お金かねではなく、色いろとりどりのキャンディーや一ひと口くちチョコレートだったのだ。

「このがま口ぐち、じつはお財さい布ふじゃなくて、お菓か子し入いれなんだ！」

　へへっと笑わらう少しょう女じょにつられ、真しん珠じゅも小ちいさくふき出だした。

　どうりで、落おちたときの音おとも、持もったときの手てごたえも、見みた目めよりずっと軽かるかったはずだ。

「だからね、どうぞ、遠えん慮りょしないで受うけ取とって」

　少しょう女じょは、真しん珠じゅの返へん事じも待またず、がま口ぐちの中なかからお菓か子しをいくつか取とり出だした。

　それを差さし出だされ、真しん珠じゅはとっさに受うけ取とってしまう。
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　少しょう女じょがくれたのは、三つのキャンディーだった。

　黄き色いろい包つつみ紙がみのキャンディー。

　包つつみ紙がみの色いろは三つとも同おなじなのに、そのキャンディーの大おおきさは、三つとも違ちがっていた。

　小ちいさなキャンディーと、中ちゅうくらいのキャンディーと、大おおきなキャンディーだ。

「……？」

　あの色いろとりどりのキャンディーの中なかから、この子こはどうして、黄き色いろの包つつみ紙がみのキャンディーばかりをくれたのだろう？

　不ふ思し議ぎに思おもって、真しん珠じゅは少しょう女じょの顔かおを見みつめた。

　すると。

「あのね。その黄き色いろい包つつみ紙がみのキャンディーは、〈金きん運うんを呼よぶキャンディー〉なんだよ。だから、お礼れいにあげるなら、それがいいかなって思おもったの」

「……そう」

　ありがとう。

　と、真しん珠じゅは、三つのキャンディーをにぎりしめた。

　ちゃんとにっこり笑わらおうとしたのに、口くち元もとに浮うかべたその笑えみは、硬かたく引ひきつったものになってしまった。




　少しょう女じょが去さっていったあと、真しん珠じゅは、複ふく雑ざつな顔かおで手ての中なかのキャンディーを見みつめた。

（金きん運うんを呼よぶキャンディー……なんて。あの子こ、今いまのうちの事じ情じょうを知しってて、こんなものを？）

　真しん珠じゅの頭あたまに浮うかんだのは、そんな疑うたがいだった。

　しかし、真しん珠じゅはすぐに、その考かんがえをふり払はらう。

（ううん、そんなんじゃない。だって、あの子こはたぶん、この辺へんの人にん間げんじゃないもの。この小ちいさな田舎いなか町まちで、あんなに目め立だつ子こがいたら、知しらないはずないし。……それにあの子こ、大おおきなトランクを持もってたものね。きっと、旅りょ行こう者しゃなんだ）

　一人ひとりうなずき、それから真しん珠じゅは、ふと思おもい出だした。

（そういえば、あの子こ──さっき、岬みさきのほうから来きたような。あっちは一いち応おう、うちの私し有ゆう地ちなんだけどなあ）

　注ちゅう意いすればよかっただろうか、と真しん珠じゅは思おもう。

　けれど、私し有ゆう地ちだとはわかりにくい場ば所しょだから、間ま違ちがえて入はいってしまっただけかもしれない。

（あの子こ──私わたしと同おなじ中ちゅう学がく生せいか、小しょう学がく生せいか。そのくらいの子こどもだったしね。うっかりうちの土と地ちに入はいったからって、わざわざ咎とがめるようなことでもないか）

　真しん珠じゅは、軽かるく鼻はなでため息いきをついた。

　それから、少しょう女じょにもらった三つのキャンディーの中なかから、いちばん小ちいさな粒つぶの包つつみを開あけて、そのキャンディーを口くちに入いれた。

　ちょうど疲つかれていたので、甘あまいものがおいしかった。

「よし。お菓か子しでちょっと疲つかれも取とれたし──……また『宝たから探さがし』、がんばるか！」
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　真しん珠じゅの家いえは、岬みさきの手て前まえに立たつ大おおきな屋や敷しきだ。

　大おおきな屋や敷しきには、それにふさわしい広ひろい庭にわがあり、その庭にわの奥おくには林はやしが広ひろがっていて、林はやしの中なかの小こ路みちを抜ぬけた先さきに、岬みさきがある。

　それらすべてが、真しん珠じゅの家いえの土と地ちだった。

　屋や敷しきの中なかや庭にわだけでなく、林はやしも、岬みさきも、真しん珠じゅにとっては幼おさない頃ころからの遊あそび場ばで、たくさんの思おもい出でが詰つまった、大たい切せつな場ば所しょだった。

　だが、真しん珠じゅは今いま、その大たい切せつな思おもい出での場ば所しょを失うしなうかどうかの瀬せ戸と際ぎわにいた。




　真しん珠じゅの家いえには今いま、とても大おおきな借しゃっ金きんがある。

　借しゃっ金きんの返へん済さい期き限げんは、今こん月げつ末まつに迫せまっている。

　このままでは、借しゃっ金きんを返かえすことなどできないだろう。その辺あたりの事じ情じょうと状じょう況きょうは、子こどもである真しん珠じゅにもわかっていた。もし返へん済さい日びまでにお金かねを用よう意いできなければ、そのときは、屋や敷しきと土と地ちを売うってお金かねを作つくらなければならない、ということも──。

　そうなったら、真しん珠じゅたち家か族ぞくは、生うまれ育そだった屋や敷しきと土と地ちを追おい出だされてしまう。

　屋や敷しきも、庭にわも、林はやしも、岬みさきも、ぜんぶ人ひと手でに渡わたってしまう。

（そんなの、ぜったいにイヤ！　私わたしたちの屋や敷しきが、人ひとのものになるなんて……。この庭にわや、林はやしや岬みさきで、二に度どと遊あそべなくなるなんて……）

　真しん珠じゅは、なんとしても、自じ分ぶんたちの屋や敷しきと土と地ちを守まもりたかった。

　そのためには、とにかくお金かねが必ひつ要ようだ。屋や敷しきと土と地ちを売うらなくても、借しゃっ金きんを残のこらず返かえせるだけの、大たい金きんが。

　もちろん、そんな大たい金きんを手てに入いれるなんてこと、簡かん単たんにできるわけがない。大人おとなにだって普ふ通つうは不ふ可か能のうなことで、まして、まだ子こどもである真しん珠じゅにとっては、どうしたって無む理りな話はなしだ。──そう、本ほん来らいであれば。

　さいわい、真しん珠じゅの家いえの場ば合あい、大たい金きんの当あてがないわけではなかった。

　というのも。

　数すう年ねん前まえに亡なくなった、祖そ父ふの遺い産さん。

　その一いち部ぶである宝ほう石せきのコレクションが、いまだに見みつかっていないからである。







　祖そ父ふは、亡なくなる少すこし前まえに真しん珠じゅたち家か族ぞくを集あつめて、こう告つげた。




『あの宝ほう石せきのコレクションは、この御み崎さき家けが所しょ有ゆうする土と地ちのどこかに、かくしておいた。私わたしだけが知しっている、とっておきの秘ひ密みつの場ば所しょに。

　いつか、おまえたちが本ほん当とうに困こまったとき、それが役やくに立たつかもしれないと思おもってね。

　けれど、そのかくし場ば所しょを見みつけるのは、簡かん単たんなことではないだろう。

　だから、もしもそれが必ひつ要ようになったときには──……そのときは、みんなで力ちからを合あわせて探さがすんだ。

　いがみ合あって、たがいに足あしを引ひっぱり合あってばかりいては、できることもできなくなる。いずれ、守まもりたいものも守まもれなくなってしまうからね。

　どうか、そのことを忘わすれないでおくれ。

　私わたしがいなくなったあとも、おまえたちが幸しあわせに暮くらせるように……』







（おじいさまがどこかにかくした、宝ほう石せきのコレクション──。あれをお金かねに換かえれば、今いまうちにある借しゃっ金きんを返かえすのに充じゅう分ぶんな額がくになるって、母かあさまたち大人おとなも言いっていた……）

　少しょう女じょにキャンディーをもらって、それをなめながら、御み崎さきの屋や敷しきに帰かえってきたあと。

　真しん珠じゅは、屋や敷しきの広こう大だいな庭にわのすみっこで、草くさ木きをかきわけその「宝たから」を探さがしていた。

（御み崎さき家けを救すくう「宝たから」は、私わたしが見みつける。ぜったいに見みつけてみせる。──そう。なんとしても、あいつより先さきに！）

　その思おもいを胸むねに、真しん珠じゅはこれまで「宝たから探さがし」にはげんできた。

　夏なつ休やすみになってからは、毎まい日にち毎まい日にち、朝あさから晩ばんまで。

　この庭にわも、もう何なん度ども探さがしてはいる。それでも、こう広ひろいとなかなか探さがしつくすとまではいかない。

　たしか、この辺あたりの一いっ角かくには、「自じ分ぶんたち親おや子こは」まだ手てを付つけていなかったはずだ。

　地ち下か室しつへの入いり口ぐちはないだろうか。土つちをほり返かえし、何なにかを埋うめ戻もどした跡あとはないだろうか。家いえの者ものも知しらない古ふる井い戸どや、そのほか、何なにかをかくしておくのに良よさそうな場ば所しょは──。

（母かあさまと父とうさまは、あと一週しゅう間かんくらい、出しゅっ張ちょうでこの家いえには帰かえれない。その間あいだ、私わたしが二人ふたりのぶんまでがんばって、「宝たから」を探さがさなくちゃ──……）

　夕ゆう日ひになりかけた日ひ射ざしの中なかで、洋よう服ふくのあちこちに草くさの葉はや草くさの実みをひっつけながら、真しん珠じゅは汗あせだくになって、草くさをかきわけた下したの地じ面めんに目めをこらす。

　一ひと筋すじの汗あせが、額ひたいからつうっと流ながれ落おちた。

　真しん珠じゅはそれを、草くさと土つちの色いろに染そまった指ゆびでぬぐった。

　そのとき。ふと、気け配はいを感かんじた。

　真しん珠じゅはハッとして顔かおを上あげる。

　そこには、真しん珠じゅを見み下おろす見みなれた顔かおがあった。

　それは同どう時じに「見みたくもない顔かお」でもあった。

「あら、真しん珠じゅ。今いまごろこんな場ば所しょを探さがしているんですか？　ここならもう、とっくに私わたしが探さがしたあとですよ。むだな努ど力りょく、ご苦く労ろうさまですこと」

「……珊さん瑚ご！」
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　真しん珠じゅはあわてて立たち上あがり、目めの前まえに立たつその少しょう女じょを、同おなじ目め線せんでにらみつけた。

　見み下おろされるのは、いやだった。

　手てと洋よう服ふくについたどろを払はらって、真しん珠じゅは、フンと鼻はなを鳴ならした。

「あんたの言いうことなんて、信しんじられるもんですか。そんなことを言いって、あとからじっくりこの場ば所しょを探さがすつもりじゃないの？」

「あらあら、心しん外がいですね。私わたしはそんな卑ひ怯きょうなことはしませんよ。まあ、あなたはどうだか知しりませんけど」

　真しん珠じゅの言こと葉ばに、珊さん瑚ごはすました顔かおでそう答こたえた。

　珊さん瑚ごは、真しん珠じゅと同おなじ歳としの少しょう女じょで、御み崎さきの家いえのもう一人ひとりの子こどもだ。

　同おなじ屋や敷しきで生うまれ育そだった家か族ぞく。──だが、二人ふたりは姉し妹まいではない。

　祖そ父ふには二人ふたりの子こどもがいた。それは娘むすめと息子むすこで、娘むすめの夫おっとは御み崎さきの家いえに婿むこ入いりし、息子むすこの妻つまは御み崎さきの家いえに嫁よめ入いりし、そうして、どちらの夫ふう婦ふも御み崎さきの屋や敷しきで暮くらしていた。

　その娘むすめ夫ふう婦ふの子こどもが真しん珠じゅで、息子むすこ夫ふう婦ふの子こどもが珊さん瑚ご、というわけである。

　つまり、二人ふたりはいとこ同どう士しなのだった。

「ここが本ほん当とうに探さがし終おわった場ば所しょだっていうなら、もう用ようはないでしょう？　さっさとどっかに行いきなさいよ、珊さん瑚ご」

「あら。私わたしは、忠ちゅう告こくしにきてあげたんですよ？　庭にわの中なかでもろくに手て入いれもしていない、この草くさむらにいるあなたを見みかけてね。──『そんなフナムシみたいな格かっ好こうではいつくばっていたら、ここらにいる蛇へびや毒どく虫むしにかまれたりしても知しりませんよ』って。まあ、あなたにはお似に合あいの格かっ好こうでしたけれど」

　珊さん瑚ごは、眉まゆを寄よせてくすりと笑わらった。

　真しん珠じゅはぎりっと奥おく歯ばをかむが、すぐに、負まけじとむりやり笑えみを作つくった。

「それは、わざわざどうも、ありがとう。こんな場ば所しょ、宝たから探さがしでもなきゃ足あしを踏ふみ入いれることなんてないものね。ここに蛇へびや毒どく虫むしがいると知しっているってことは、なるほど、あんたはたしかに、私わたしよりも前まえにこの場ば所しょを探さがし終おえたんでしょう。……ひょっとして、この草くさむらの中なかを、フナムシのようにはいつくばって？　そんな格かっ好こう、あんたなら、私わたしなんかよりもはるかにお似に合あいでしょうね」

　吐はきすてた真しん珠じゅの言こと葉ばに、珊さん瑚ごの眉まゆがピクリと引ひきつる。

　二人ふたりは、しばし無む言ごんでにらみ合あった。




　真しん珠じゅたち親おや子こと、珊さん瑚ごたち親おや子こ。

　今いま、御み崎さきの屋や敷しきに住すんでいる二ふた組くみの親おや子こは、どちらが先さきに「宝たから」を見みつけられるか争あらそっていた。

　祖そ父ふの「宝たから」を見みつけた者ものが、亡なき祖そ父ふに代かわって、次つぎの屋や敷しきの主あるじになる──。

　それは、借しゃっ金きんの問もん題だいが持もち上あがったあと、二ふた組くみの親おや子この間あいだで交かわされた取とり決きめだった。

　どちらの親おや子この者ものが、次つぎの屋や敷しきの主あるじになるか。

　そのことは、きわめて重じゅう大だいな問もん題だいだ。

　なぜならば、二ふた組くみの親おや子こはお互たがいに、もう片かた方ほうの親おや子こを屋や敷しきから追おい出だしたいと思おもっているからである。

　真しん珠じゅの母ははと、珊さん瑚ごの父ちち。姉きょう弟だいであるその二人ふたりは、昔むかしからとにかく仲なかが悪わるく、何なにかにつけていがみ合あってばかりいたという。

　そんな親おやの姿すがたを見みて育そだったからか、真しん珠じゅと珊さん瑚ごも、物もの心ごころついたときから、顔かおを合あわせればケンカばかりの毎まい日にちだ。

　けれど、それも「宝たから」が見みつかるまでのこと。

　屋や敷しきの主あるじにさえなれば、珊さん瑚ごたち親おや子こを屋や敷しきから追おい出だすことができるのだから。

「……まったく。おじいさまったら、いったいどこに『宝たから』をおかくしになったのでしょうね」

　にらみ合あいをやめた珊さん瑚ごが、ため息いきをつきながら、ゆっくりと首くびを横よこにふった。

「もしもこのまま『宝たから』が見みつからなければ、私わたしたちは、どちらもこの屋や敷しきを出でていくことになりますね。まあ、そうなれば二に度どとあなたと会あうこともないでしょうから、それはそれで、悪わるい話はなしではないかもしれませんが」

「ふん。私わたしと顔かおを合あわせるのがいやなら、いっそ、一ひと足あし先さきにあんたたちだけこの屋や敷しきを出でていけば？　あとのことは私わたしたち親おや子こにまかせてさ」

「ご冗じょう談だんを。私わたしは別べつに、宝たから探さがしをあきらめたわけではありませんよ。今いまのはあくまで、もしもの話はなしをしただけです。あなたたちこそ、屋や敷しきを出でていくときになってあわてないよう、今いまから荷に造づくりでもしておいたらいかがです？　荷に造づくり用ようの箱はこも紐ひもも緩かん衝しょう材ざいも、私わたしたちが使つかわないぶんたっぷりありますので、そちらでどうぞ、お好すきなだけ使つかってくださいな」

「それはこっちのセリフだよ。あんたこそねえ……屋や敷しきを出でていくときまでに、その鼻はな持もちならないツラをどうにかしておいたら？　敗はい者しゃには敗はい者しゃの態たい度どってもんがあるでしょう。せいぜい、うまく吠ほえヅラをかく練れん習しゅうでもしておくことだね」

　ひとしきり言いい合あったのち、二人ふたりは、ふたたび無む言ごんでにらみ合あう。

　一いち事じが万ばん事じ、こんな調ちょう子しだった。

　勉べん強きょうでも、スポーツでも、お稽けい古こ事ごとでも、ゲームでも。

　真しん珠じゅと珊さん瑚ごは昔むかしから、事ことあるごとに張はり合あってきた。

　真しん珠じゅが勝しょう負ぶに勝かつこともあれば、珊さん瑚ごが勝かつこともあった。そのたびに、真しん珠じゅは飛とび上あがってよろこんだり、歯はがみして文も字じどおりくやしさをかみしめたりした。

　これまでの勝しょう敗はいは、五ご分ぶ五ご分ぶといったところだろうか。──だが。

（今こん回かいばかりは、ぜったいに、負まけるわけにはいかない……！）

　珊さん瑚ごが去さっていったあと、真しん珠じゅはあらためてそう思おもった。

　夕ゆう日ひを浴あびる真しん珠じゅの顔かおに、額ひたいから一ひと筋すじ、汗あせが伝つたう。

　その汗あせをぬぐおうとして。

　真しん珠じゅは、ふと、自じ分ぶんの指ゆび先さきに目めを落おとした。

　そこで、何なにかがピカリ、と光ひかったように見みえたのだ。

「……何なに？　これ」

　真しん珠じゅは、指ゆび先さきに目めを近ちかづけて、それを見みつめた。

　右みぎ手ての人ひと差さし指ゆびの、爪つめの先さき。そこに、何なにかがくっ付ついている。

　夕ゆう日ひを反はん射しゃしてピカリ、と光ひかる、メタリックな色いろ味みの丸まるい粒つぶ。

　それはまるで、金きん属ぞくでできた虹にじかオーロラを、ぎゅっと固かためて縮ちぢめて作つくった、マーブル模も様ようの小ちいさなビーズみたいだった。

　いくつかならんだその粒つぶは、ネイルストーンのように、真しん珠じゅの爪つめをかざっていた。

　こすってみても引ひっかいてみても、それは真しん珠じゅの爪つめにしっかりとくっ付ついていて、まったく取とれる気け配はいがない。

「草くさむらに手てをつっこんだときにでも、くっ付つけたのかな。なんなんだろう……？」

　真しん珠じゅは首くびをかしげたが。

「ま、いいか。ピカピカしてきれいだし。そのうち自し然ぜんに取とれるでしょ」

　と、あまり気きにしないことにして、木きの枝えだに引ひっかけていたショールを下おろし、それを肩かたにかけて屋や敷しきの中なかへと戻もどった。
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　翌よく日じつも、真しん珠じゅは宝たから探さがしのために外そとに出でた。

　屋や敷しきの中なかは、すでにどこもかしこも探さがしつくした。祖そ父ふの宝たからは、きっと屋や敷しき以い外がいのどこかにかくされているに違ちがいない。

（おじいさまが遺のこした、宝たからのかくし場ば所しょの手てがかりは、『御み崎さき家けが所しょ有ゆうする土と地ちのどこか』ということだけ……）

　屋や敷しきそのものを除のぞいても、「御み崎さき家けが所しょ有ゆうする土と地ち」にはまだ、大おおきな庭にわと、その奥おくに広ひろがる林はやしと、林はやしを抜ぬけた先さきの岬みさきがある。

　それは、手てがかりになるかどうかも怪あやしいくらい、途と方ほうもない範はん囲いだ。

　──だからといって、あきらめてなるものか。

（さて、今日きょうはどこを探さがしに行いこう。「私わたしたち親おや子こが」まだ探さがしていない場ば所しょとなると……ああ、そうだ。西にしの林りん道どうには、たしかまだ手てを付つけていなかったはず。このまま屋や敷しきのまわりをぐるっと回まわれば林りん道どうに着つくし、よし、今日きょうはそこにしよう──）

　行いき先さきを決きめた真しん珠じゅは、うろうろと迷まよわせていた視し線せんを前まえに向むけ、足あしを速はやめようとした。

　しかし、そのとき。

「あの。失しつ礼れい、おじょうさん」

　うしろからそう声こえがして、真しん珠じゅはふり返かえった。

　そこには、黒くろいスーツに身みを包つつんだ大人おとなが一人ひとり、立たっていた。

　身みなりのよい人じん物ぶつだったが、見み知しらぬ大人おとなにとつぜん話はなしかけられて、真しん珠じゅは警けい戒かい心しんを抱いだき眉まゆをひそめた。

「何なにか、私わたしにご用ようでしょうか？」

「ええ。あのですね。ぶしつけに申もうし訳わけないのですが……ちょっと、爪つめを見みせてはいただけないでしょうか。あなたの爪つめの先さきについている、その、虹にじ色いろにかがやく小ちいさな粒つぶを」

　そう言いわれて、真しん珠じゅは、思おもわず自じ分ぶんの指ゆび先さきに目めを落おとした。

　その爪つめの先さきには、昨日きのうからずっと、正しょう体たい不ふ明めいの小ちいさな粒つぶがくっ付ついたままになっていた。

　何なん度ど洗あらってもこすっても、結けっ局きょく、どうしても取とれなかったのだ。

　爪つめの白しろい部ぶ分ぶんにいくつかならんだその粒つぶは、陽ひの光ひかりを反はん射しゃして、あいかわらず美うつくしく光ひかりかがやいている。

　その強つよいかがやきは、離はなれたところから見みても、よく目め立だつだろうと思おもわれた。

　通とおりすがりにそれを見みて、この黒くろ服ふくの人じん物ぶつは、こうして声こえをかけてきたのだろうか。

　にしても、なぜ、わざわざ？　これはネイルストーンではないけれど、そういうものを付つけて爪つめをかざっている人ひとなんて、めずらしくもないだろうに。

　いぶかしみながらも、真しん珠じゅは黒くろ服ふくのほうへと爪つめを向むけた。

　黒くろ服ふくはていねいに頭あたまを下さげたあと、真しん珠じゅのそばに来きて、その右みぎ手ての爪つめの先さきをじっと見みつめた。

　そして、「おお」と目めを見み開ひらき、こう言いった。

「やっぱり、間ま違ちがいない。これは世よにもめずらしい、ホオヅキニジムシの卵たまごです。この虹にじ色いろにかがやく卵たまごは、わたくしどもマニアの間あいだでは、非ひ常じょうに価か値ちのあるものなのですよ」

　それを聞きいた真しん珠じゅは、おどろいた。

　めずらしい？　価か値ちがある？　……これが？

　いつの間まにやら爪つめの先さきにくっ付ついていた、ただそれだけのものなのに？

　とまどう真しん珠じゅに対たいし、黒くろ服ふくは、きわめて真面目まじめな顔かおでこう続つづけた。

「おじょうさん、お願ねがいです。どうか、この卵たまごをわたくしにゆずってはいただけませんか。もちろん、タダでとは言いいません。このとおり──……相そう応おうのお礼れいはいたしますので」

　言いいながら、黒くろ服ふくは持もっていたカバンを開あけて、中なかから取とり出だしたものを真しん珠じゅに向むかって差さし出だした。

　それは、一つの札さつ束たばだった。

　真しん珠じゅはいよいよおどろいて、けれども、そこでハタと気きづいて黒くろ服ふくに言いった。

「あ、あの、でも。これ、どうやっても、爪つめからはがれないんです」

　すると、黒くろ服ふくは、「そうですか」とにっこり笑わらった。

「なあに、かまいませんよ。爪つめからはがれないのなら、卵たまごが付ついている爪つめの先さきを、切きればいいだけのことですから」
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　黒くろ服ふくの言こと葉ばに、真しん珠じゅは、なるほどとうなずいた。

　この「ホオヅキニジムシの卵たまご」とやらがくっ付ついているのは、爪つめの先さきの白しろい部ぶ分ぶんだから、切きったところで問もん題だいはない。

　真しん珠じゅは、急いそいでいったん屋や敷しきに帰かえり、爪つめ切きりを持もって再ふたたび黒くろ服ふくのところに戻もどってきた。

　そうして、その場ばで「ホオヅキニジムシの卵たまご」がくっ付ついている部ぶ分ぶんの爪つめを切きって、その爪つめと、黒くろ服ふくの差さし出だした札さつ束たばとを、交こう換かんした。
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「……信しんじられない」

　屋や敷しきに帰かえってきた真しん珠じゅは、自じ分ぶんの部へ屋やに鍵かぎをかけ、札さつ束たばを前まえにため息いきをついた。

　黒くろ服ふくから受うけ取とった札さつ束たばの紙し幣へいは、どう見みても一枚まい残のこらず本ほん物ものだ。

「借しゃっ金きんの額がくからすれば、焼やけ石いしに水みずだけど……それでも、こんな大たい金きんが手てに入はいるなんて」

　しかも、なんの苦く労ろうもなく、たまたま爪つめの先さきにくっ付ついた、めずらしい虫むしの卵たまごを売うっただけのことで。

　なんという、運うんのいい話はなしだろうか。

　そう思おもった真しん珠じゅは、そこで、ハッとした。

　──運うんがいい？

「そういえば……」

　真しん珠じゅは思おもい出だした。

　あの虹にじ色いろにかがやく「ホオヅキニジムシの卵たまご」が爪つめの先さきにくっ付ついたのは、キャンディーを食たべたあとのことだった。

　道みち端ばたで出で会あった眼がん帯たいの少しょう女じょがくれた、黄き色いろい包つつみ紙がみの──〈金きん運うんを呼よぶキャンディー〉を。

「まさか……。これって、あのキャンディーの効こう果かなの？」

　それこそ、にわかには信しんじられないことだった。

　けれど、ただの偶ぐう然ぜんとは思おもえないタイミングだ。

　真しん珠じゅはごくりとつばを飲のみ、昨日きのうの残のこりのキャンディーを入いれて机つくえの上うえに置おいていた、小ちいさなガラスビンを手てに取とった。

　ビンのフタを開あけ、その中なかからキャンディーを一つ、手ての平ひらに落おとす。

　二つ残のこっていたキャンディーのうち、出でてきたのは、中ちゅうくらいの大おおきさのほうだった。

「明日あした、宝たから探さがしに行いく前まえに、これを食たべてみようかな。そうすれば──このお金かねが手てに入はいったのが、偶ぐう然ぜんかどうか、わかるかも」

　手ての上うえの黄き色いろい包つつみ紙がみを見みつめて、真しん珠じゅは期き待たいに胸むねを高たか鳴ならせた。
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　そうして翌よく日じつ。

　真しん珠じゅは、中ちゅうくらいの〈金きん運うんを呼よぶキャンディー〉を食たべてから、宝たからを探さがしに屋や敷しきの外そとへ出でた。

　昨日きのうは思おもいもよらぬ出で来き事ごとに気きを取とられて、ついつい宝たから探さがしをサボってしまったから、今日きょうは昨日きのうのぶんまでがんばらねば。

　そう思おもい、真しん珠じゅはこの日ひ、昨日きのう探さがすつもりだった西にしの林りん道どうへ行いってみた。

　けれど、林はやしの中なかを日ひが暮くれるまで探さがしても、結けっ局きょく宝たからは見みつからなかった。

「やっぱり、昨日きのうのことは、キャンディーとは関かん係けいない、ただの偶ぐう然ぜんだったのかなあ……」

　ため息いきをつきながら、真しん珠じゅは、夕ゆう焼やけを背せにとぼとぼと家いえ路じをたどる。

　と、そのとき。

「あの。失しつ礼れい、おじょうさん」

　昨日きのうと同おなじように声こえをかけられ、真しん珠じゅはふり向むいた。

　そこにいたのは、昨日きのうと同おなじ、あの身みなりのよい黒くろ服ふくの人じん物ぶつだった。

「ああ、やはり、昨日きのうのおじょうさんでしたか。またお会あいしましたね」

「な、なんですか？　もしかして、昨日きのうのお金かねを、返かえせとか言いうんじゃ──」

「いえいえ、とんでもない。そうではなくてですね。……ちょっと、うしろを向むいて、その髪かみの毛けを見みせてはいただけないでしょうか」

「え……？」

　真しん珠じゅは、首くびをかしげながらも、うながされるまま黒くろ服ふくに背せ中なかを向むけた。

　すると、黒くろ服ふくは「おお」と声こえを上あげて、こう言いった。

「やっぱり、間ま違ちがいない。おじょうさんのうしろ髪がみにからんでいる、このキラキラときらめく銀ぎん色いろのレース──……これは世よにもめずらしい、シロガネヒメグモのクモの巣すです。この繊せん細さいな銀ぎん細ざい工くのようなクモの巣すは、わたくしどもマニアの間あいだでは、非ひ常じょうに価か値ちのあるものなのですよ」

　それを聞きいた真しん珠じゅは、おどろいた。

　そんなものがうしろ髪がみにからんでいたなんて、ぜんぜん気きづかなかった。

　家いえを出でる前まえに髪かみはとかしてきたから、きっと、林はやしの中なかで宝たからを探さがしているうちに、いつの間まにかくっ付ついてしまっていたのだろう。

「おじょうさん、お願ねがいです。どうか、そのクモの巣すをわたくしにゆずってはいただけませんか」

「ええ、もちろん──」

　昨日きのうと同おなじように頼たのまれて、真しん珠じゅは昨日きのうと同おなじような「お礼れい」を期き待たいし、うなずいた。

　けれども、黒くろ服ふくはにこりと笑わらいながら、続つづけてこう言いった。

「ありがとうございます。……ただ、これはクモの巣すですからね。髪かみの毛けからはがし取とろうとすれば、せっかくの美うつくしい形かたちがくずれてしまいます。それでは価か値ちがなくなってしまう。──そこで、どうでしょう、おじょうさん。ここは、クモの巣すがからんでいるその髪かみの毛けを切きって、髪かみの毛けごと、シロガネヒメグモの巣すをいただけないでしょうか？」

「……えっ」

　予よ想そう外がいの黒くろ服ふくの言こと葉ばに、真しん珠じゅは困こん惑わくした。

　どうしよう。昨日きのうのように爪つめの先さきであれば、切きってもどうということはないけれど。

　でも、髪かみの毛けを切きるとなると……。
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　答こたえを迷まよう真しん珠じゅに、黒くろ服ふくは、

「相そう応おうのお礼れいはいたしますので」

　と、持もっていたアタッシュケースを真しん珠じゅに差さし出だし、それをパカリと開ひらいてみせた。

　アタッシュケースの中なかには、たくさんの札さつ束たばが、ぎっしりとすき間まなく詰つまっていた。

　その光こう景けいは、真しん珠じゅの迷まよいを吹ふき飛とばすのに充じゅう分ぶんだった。

（借しゃっ金きんをぜんぶ返かえすには、これだけじゃまだ足たりないけれど。でも、こんな大たい金きんが手てに入はいるなら、髪かみの毛けくらい……）

　アタッシュケースいっぱいの札さつ束たばを見みつめ、真しん珠じゅはゴクリとのどを鳴ならした。

　真しん珠じゅは、急いそいでいったん屋や敷しきに帰かえり、ハサミを持もって再ふたたび黒くろ服ふくのところに戻もどってきた。

　そうして、その場ばで「シロガネヒメグモの巣す」がからんだうしろ髪がみを切きって、その髪かみと、黒くろ服ふくの差さし出だした札さつ束たば入いりのアタッシュケースを、交こう換かんした。







　屋や敷しきに帰かえってきた真しん珠じゅは、部へ屋やに向むかう途と中ちゅうの廊ろう下かで、珊さん瑚ごとばったりはち合あわせした。

　珊さん瑚ごは、真しん珠じゅの姿すがたを一ひと目め見みるなり、息いきを吞のんだ。

　無む理りもない。真しん珠じゅは、背せ中なかまであったうしろ髪がみを、肩かたの上うえまでバッサリ切きって帰かえってきたのだから。

「どうしたのですか、真しん珠じゅ。その髪かみは。……それに、その、アタッシュケース……？」

　当とう惑わくの顔かおでたずねる珊さん瑚ごから、真しん珠じゅは、無む言ごんで目めをそらした。

　くわしく事じ情じょうを聞きかれるとめんどうだ。

　両りょう親しんが出しゅっ張ちょうから帰かえってきたら、今いま手て元もとにある大たい金きんのことは、そのいきさつを含ふくめて話はなすつもりではあるが。しかし、珊さん瑚ごたち親おや子こにまでよけいなことをしゃべる必ひつ要ようはない。

（だって、よけいなことを言いって、もし万まん一いち、珊さん瑚ごたちに〈金きん運うんを呼よぶキャンディー〉のことを知しられたら……）

　真しん珠じゅは、まだ何なにかたずねようとする珊さん瑚ごをふり切きって、自じ分ぶんの部へ屋やにかけこむと、そのままドアに鍵かぎをかけた。
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　翌よく朝あさ。

　真しん珠じゅは、この日ひも〈金きん運うんを呼よぶキャンディー〉を食たべてから、屋や敷しきを出でた。

　三つあったキャンディーは、これでぜんぶなくなった。

　真しん珠じゅは、これまでの二つのキャンディーを食たべて手てに入いれたものを、思おもい返かえす。

　一つめの小ちいさなキャンディーでは、札さつ束たばが一つ。

　二つめの中ちゅうくらいのキャンディーでは、アタッシュケースにいっぱいの札さつ束たば。

　となると……。

　はたして、今日きょう食たべた最さい後ごの一つ──大おおきな〈金きん運うんを呼よぶキャンディー〉では、何なにを手てに入いれることができるのだろう？

（もしかしたら、今日きょうこそは、探さがしていた「宝たから」を──おじいさまの遺い産さんの宝ほう石せきを、見みつけることができるかもしれない。そうでなくても、それに匹ひっ敵てきする大たい金きんを手てに入いれられるかも。そうなれば、借しゃっ金きんを返かえして御み崎さきの屋や敷しきと土と地ちを守まもることができるし、そのときは、珊さん瑚ごたちだって、私わたしに一いち目もく置おかざるを得えなくなる──……）

　それを考かんがえてワクワクしながら、真しん珠じゅはこの日ひ、林はやしを抜ぬけた先さきの岬みさきへ行いってみた。

　そこでしばらく宝たから探さがしをしていたが、昼ひる過すぎまで探さがしても、何なにも見みつけることはできなかった。

　疲つかれた真しん珠じゅは、少すこし休きゅう憩けいすることにした。

　海うみが見みえる岩いわ陰かげに腰こしを下おろして、波なみの音おとを聞ききつつ、きらめく海うな原ばらをながめる。

　そうして、汗あせばんだ肌はだを潮しお風かぜでかわかしていたところ。

　とつぜん、はげしくまばゆいきらめきが、真しん珠じゅの目めに飛とびこんだ。

「──なっ……何なにっ……!?」

　おどろいて、真しん珠じゅは思おもわず目めをつぶり、両りょう目めを覆おおった。

　ところが。

「うっ……。ま、まぶしい……！」

　目めをつぶっていても、視し界かいは暗くらくならなかった。

　まぶたに閉とざされた目めの中なかで、キラリ、チカリ、と絶たえ間まなく光ひかりがまたたく。

　真しん珠じゅはたまらず、また目めを開あけた。

　しかし、それでも光ひかりのまたたきは治おさまらず、まばたきをするたびに、まぶたの外そとへあふれた光ひかりが、キラリ、チカリ、といっそう大おおきくはじけてきらめいた。

「もうっ……。いったいなんなの、これ……」

　これでは、宝たから探さがしどころではない。

　真しん珠じゅはふらふらと立たち上あがり、転ころばないよう、ゆっくり歩あるき出だした。

　なんだかわからないが、こんな状じょう態たいではとにかくいったん、屋や敷しきに帰かえったほうがいい。

（もし時じ間かんが経たってもこのままなら、病びょう院いんに行いかなくちゃ……）

　そう思おもいながら、真しん珠じゅは屋や敷しきへの道みちを引ひき返かえす。

　真ま昼ひるの木こ漏もれ日びよりもまぶしい、その奇き妙みょうなきらめきに目めをくらませながら、どうにかこうにか林はやしを出でて。そうして、真しん珠じゅはやっとの思おもいで、屋や敷しきの横よこの道どう路ろまでたどりついた。

　ここから門もんまで、屋や敷しきの庭にわを囲かこむ石いし積づみの塀へいが、しばらく続つづく。

　──と。

　そこで、真しん珠じゅは、また声こえをかけられた。

「あの。失しつ礼れい、おじょうさん」

　その声こえに、今日きょうはふり向むくまでもなかった。黒くろ服ふくの人じん物ぶつは、真しん珠じゅの正しょう面めんに立たっていた。きらめきに目めをくらませていた真しん珠じゅは、声こえを聞きくまでそれに気きづかなかったのだ。

　まばたきするたびに、真しん珠じゅの目めから、キラリ、チカリ、と散ちる光ひかり。

　それを見みつめて、黒くろ服ふくは、「おお……おおお……」と感かん極きわまった声こえをもらした。

「やっぱり、間ま違ちがいない。これは世よにもめずらしい、カガヨイボタルのきらめきです」

「カガヨイ……ボタル……？」

　まぶしさに顔かおをしかめたまま、真しん珠じゅは黒くろ服ふくに問とい返かえす。

　黒くろ服ふくはうなずき、続つづけて言いった。

「光ひかりがきらめきゆれる様さまを表あらわす『耀かがよう』という言こと葉ばがあります。カガヨイボタルは、その名なのとおり、きらめきゆれる光ひかりのかたまりなのです。それが今いま、おじょうさんの目めの奥おくに、入はいりこんでいるのですよ」

「そ……そうなんですか。あの、そのカガヨイボタルというのは、やっぱり、あなたたちマニアの間あいだでは、価か値ちのあるものなんですか？」

「ええ、もちろん！　カガヨイボタルは、光ひかりのかたまりであるがゆえに、触ふれることのできる実じっ体たいを持もちません。そのため捕ほ獲かくが非ひ常じょうに困こん難なんで、そのぶん貴き重ちょうなものなのです。わたくしも、実じつ物ぶつをこの目めで見みるのは初はじめてで──……カガヨイボタルは、一いっ説せつには、宝ほう石せきのきらめきをエサにしていると言いわれているのですが……ああ、本ほん当とうに、そのような話はなしもうなずける美うつくしさだ……」

　黒くろ服ふくは、真しん珠じゅの目めからあふれるきらめきを前まえに、うっとりとした顔かおでため息いきをついた。

「おじょうさん、お願ねがいです。どうか、このカガヨイボタルをわたくしにゆずってはいただけませんか。もし、これをゆずっていただけるなら──お礼れいに、あなたが望のぞむだけのお金かねを差さし上あげます」

　黒くろ服ふくのその言こと葉ばに、真しん珠じゅは思おもわず、光ひかりにくらむ目めを見み開ひらいた。

　望のぞむだけのお金かね──！

　そこまで言いうからには、この黒くろ服ふくも、相そう当とうな金きん額がくを覚かく悟ごしているに違ちがいない。

（この人ひとは、きっとかなりのお金かね持もちなのだろうし……御み崎さき家けの借しゃっ金きんと同おなじ金きん額がくを要よう求きゅうしても、言いうままに払はらってくれるかもしれない……）

　祖そ父ふの遺い産さんを見みつけられなくとも、それだけのお金かねを手てに入いれれば、自じ分ぶんの屋や敷しきでの立たち場ばは間ま違ちがいなく大おおきなものとなる。──そう、珊さん瑚ごよりも！

（それに加くわえて、この目めのくらむ光ひかりを取とりのぞいてもらえるんだから、願ねがったりかなったりじゃない！）

　真しん珠じゅは、まぶしさに耐たえつつ目めを開あけて、黒くろ服ふくを見み上あげて言いった。

「わかりました。このカガヨイボタル、よろこんであなたにおゆずりいたします！」

「おお、ありがとうございます、おじょうさん！」

　黒くろ服ふくは、心こころからうれしそうに満まん面めんの笑えみを浮うかべ、真しん珠じゅに向むかって頭あたまを下さげた。

「それじゃあ、あの。目めの奥おくに入はいった、このカガヨイボタルを、早はやく取とり出だしてもらえます？」

　真しん珠じゅは、苦くるしげに目めを細ほそめてみせながら、黒くろ服ふくに頼たのんだ。

　ところが、である。

　黒くろ服ふくは、意い外がいなことを口くちにした。

「ああ、そのことなのですが。カガヨイボタルが、そんなふうに目めの奥おくに入はいりこんでしまったら、それを取とり出だす方ほう法ほうは、あいにくわかっていないのですよ」

「え？　じゃあ、いったい──」

「ですから、どうでしょう、おじょうさん」

　黒くろ服ふくは、にっこり笑わらって、真しん珠じゅに言いった。

「ここは、おじょうさんの首くびから上うえごと、カガヨイボタルをいただけないでしょうか？」




「────え」




　信しんじがたい黒くろ服ふくの言こと葉ばに、真しん珠じゅは凍こおりついた。

　だが、黒くろ服ふくは、いたって真面目まじめな口く調ちょうでこう続つづけた。

「ご心しん配ぱいなく。カガヨイボタルをいただいたお礼れいは、残のこったおじょうさんの首くびから下したに、ちゃんとお支し払はらいしますので」

　言いっていることが、めちゃくちゃだ──。

　でも。

　小ちいさなキャンディーを食たべると、爪つめを切きるのと引ひきかえに、一つの札さつ束たばが手てに入はいる。

　中ちゅうくらいのキャンディーを食たべると、髪かみを切きるのと引ひきかえに、アタッシュケースいっぱいの札さつ束たばが手てに入はいる。

　そして、大おおきなキャンディーを食たべると、首くびを切きるのと引ひきかえに、望のぞむだけのお金かねが手てに入はいる──？

　それが、あの少しょう女じょにもらった〈金きん運うんを呼よぶキャンディー〉の力ちからだというのか。

　真しん珠じゅは恐きょう怖ふのあまり声こえを失うしない、ただ首くびを横よこにふって、黒くろ服ふくからあとずさる。

　うしろにあるのは、屋や敷しきの庭にわを囲かこむ塀へいだった。

　真しん珠じゅは、石いし積づみの塀へいに背せ中なかをぶつけた。

　だめだ、逃にげられない──。

　目めのくらみさえなければ、この石いし積づみの塀へいを登のぼって、屋や敷しきの庭にわに逃にげこむこともできるのに。高たかい塀へいではあるけれど、小ちいさい頃ころからいく度どとなく、登のぼったり飛とび下おりたりしてきた塀へいなのだ。

　珊さん瑚ごと、どちらが先さきにこの塀へいの上うえに登のぼれるか、よく競きょう争そうしたものだった──。

　こんなときに、なぜだかそんなことを思おもい出だした。

　キラリ、チカリ、とはじけてゆれるきらめきの向むこうに、近ちかづいてくる黒くろ服ふくの姿すがたが見みえる。

　笑え顔がおの黒くろ服ふくが、ゆっくりと、真しん珠じゅに向むかって手てを伸のばした。

　そのとき。

　どこからか、小こ石いしが一つ降ふってきて、黒くろ服ふくの頭あたまにコツンと当あたった。

　黒くろ服ふくは、真しん珠じゅにつかみかかろうとした手てをぴたりと止とめて、上うえを向むく。

　次つぎの瞬しゅん間かん。

　塀へいの上うえから、ひらりと影かげが飛とび下おりた。

　それは──珊さん瑚ごだった。

　黒くろ服ふくの上うえに落おちてきた珊さん瑚ごが、上うえを向むいた黒くろ服ふくの顔かおを、思おもいきり踏ふみつけた。

　落らっ下かの勢いきおいに全ぜん体たい重じゅうをのせた、飛とび下おり蹴げり。

　それを食くらった黒くろ服ふくは、ばったりと地じ面めんにたおれた。珊さん瑚ごもその横よこに転ころがった。

　だが、珊さん瑚ごはすぐさま立たち上あがり、

「真しん珠じゅ、走はしって！」

　と叫さけぶやいなや、真しん珠じゅの手てを取とって走はしり出だした。

　真しん珠じゅはわけがわからないまま、それでも珊さん瑚ごの手てをしっかりとにぎって、必ひっ死しに走はしった。

　うしろをふり向むくと、黒くろ服ふくが、蹴けられた顔かおを押おさえながら、もう立たち上あがっているのが見みえた。

「とりあえず、林はやしに逃にげましょう。屋や敷しきの門もんは遠とおいし、門もんまでの道みちにはかくれる場ば所しょもないですからね。林はやしの中なかなら、身みをかくすこともできるでしょう」

「珊さん瑚ご……どうして……」

「昨日きのうから、あなたの様よう子すがおかしかったので、気きになってあとを付つけてきてたんです。そうしたら──……『どうして』はこっちのセリフですよ。いったい、あなた、何なにをしているんですか！」

　二人ふたりは、道どう路ろから林はやしの中なかに逃にげこんだ。

　少すこし離はなれて、黒くろ服ふくが追おってきている気け配はいがする。

　真しん珠じゅの目めは、あいかわらずきらめく光ひかりにくらんでいたが、珊さん瑚ごが手てを引ひいてくれるので、どうにか林はやしの中なかを走はしることができた。

　走はしりながら、真しん珠じゅは、これまでのことを珊さん瑚ごに話はなした。

　話はなしを聞きいた珊さん瑚ごは、大おおきなため息いきをついて言いった。

「〈金きん運うんを呼よぶキャンディー〉……ね。なるほど。そんな卑ひ怯きょうな手てを使つかって、私わたしを出だし抜ぬこうとしていたわけですか」

「うう……」

「まったく、あきれた人ひとですね。しかも、そうやってズルをした挙あげ句く、欲よくをかくあまりに盛せい大だいな墓ぼ穴けつを掘ほるところだったなんて────この間ま抜ぬけがっ！」

「～～～～……」

　何なにを言いわれても、真しん珠じゅには返かえす言こと葉ばもなかった。

　珊さん瑚ごの言いうとおり、自じ分ぶんは、ズルをして珊さん瑚ごに勝かとうとした。

　それなのに、当とうの珊さん瑚ごが、危き険けんをかえりみず自じ分ぶんを助たすけてくれるだなんて。

「珊さん瑚ごは……私わたしを、屋や敷しきから追おい出だしたいんでしょう？　だったら、なんで私わたしのこと、見み捨すてなかったの？　あの黒くろ服ふくが、あのまま私わたしを捕つかまえていれば、私わたしはきっと、二に度どと屋や敷しきに帰かえることはできなかったのに──」

　真しん珠じゅのその問といに。

　珊さん瑚ごは、少すこしの沈ちん黙もくのあと、ぽつりと問とい返かえした。

「もし、逆ぎゃくの立たち場ばだったら──あなた、私わたしのことを見み捨すてますか？」

　そう言いわれて、真しん珠じゅはハッとした。

　……たしかに、そうだ。

　物もの心ごころついたときから、珊さん瑚ごとはケンカばかりだった。何なにかにつけていがみ合あって、張はり合あって、敵てき対たいしていた。それでも、同おなじ屋や敷しきで生うまれ育そだった家か族ぞくだから、毎まい日にちのように顔かおを合あわせなければならなくて。そのことが、たまらなくうっとうしくて。珊さん瑚ごを屋や敷しきから追おい出だすことができたなら、どんなにかせいせいするだろう──そう思おもっていた。

　でも、もしもいざ本ほん当とうに、珊さん瑚ごが自じ分ぶんの前まえからいなくなったら？

　小ちいさな頃ころから、ずっといっしょにいることが、あたりまえすぎて。その「あたりまえ」が消きえてなくなることを、これまで本ほん気きで考かんがえたことなんて、なかったんじゃないだろうか。

　そのことに真しん珠じゅは、今いまはじめて気きがついた。

　それと同どう時じに、自じ分ぶんを助たすけた珊さん瑚ごの気き持もちも、わかった気きがした。

「しつこく追おってきてますね、あの黒くろ服ふく……」

　ちらちらとうしろをふり向むきながら、珊さん瑚ごがつぶやく。

　黒くろ服ふくの姿すがたはまだ木き々ぎの向むこうだが、うしろから聞きこえてくる、地じ面めんにつもった落おち葉ばや小こ枝えだをふみ進すすむ足あし音おとは、確かく実じつにこちらを追おってきている。

「まずいよ、珊さん瑚ご。このまま行いったら、岬みさきに出でちゃう。行いき止どまりだよ」

「そうですね……」

　黒くろ服ふくをまくために、あえて林りん道どうをはずれ、視し界かいの利きかない場ば所しょをえらんで逃にげてきた二人ふたりは、いつの間まにか岬みさきに向むかっていた。

　岬みさきに出でてしまえば、その先さきには、ただ海うみがあるだけだ。

　しかも、岬みさきは海かい面めんまで十メートル以い上じょうある、崖がけになっている。

　かといって、黒くろ服ふくがうしろから追おってきている以い上じょう、林はやしの中なかを引ひき返かえすのは危き険けんすぎた。

「珊さん瑚ご……！　こうなったら、もう、海うみに逃にげるしかないよ！」

「海うみに!?　それって──」

　言いいかけて、真しん珠じゅの顔かおを見みた珊さん瑚ごは、ハッと言こと葉ばを飲のみこんだ。

　それから、口くち元もとを引ひき結むすんで、うなずいた。







　黒くろ服ふくが、林はやしを抜ぬけて見み晴はらしのよい岬みさきに出でたとき、真しん珠じゅと珊さん瑚ごの姿すがたはすでになかった。

　その代かわり、岬みさきの崖がけのふちには、脱ぬぎ捨すてられた二足そくの靴くつとショールがあった。

　黒くろ服ふくは、念ねんのために、まわりの岩いわ陰かげや木こ陰かげを捜さがしてみた。しかし、そこに少しょう女じょたちがかくれているわけでもなかった。

　それに、黒くろ服ふくは林はやしを出でる直ちょく前ぜん、海うみのほうから大おおきなものが落おちる水みず音おとも聞きいていた。

　あの二人ふたりが、この岬みさきの崖がけから飛とび下おりたのは、間ま違ちがいない。

「海うみに飛とびこんだからといって、逃にげられると思おもうなよ。カガヨイボタルは、かならず手てに入いれてやる──」

　黒くろ服ふくは、少しょう女じょたちの靴くつとショールのそばにスーツの上うわ着ぎを脱ぬぎ捨すてて、その場ば所しょから、自じ分ぶんも海うみに飛とびこんだ。







　いくらか離はなれたところから、波なみの音おととは違ちがう、大おおきな水みず音おとが響ひびいた。

　それを聞ききながら、真しん珠じゅと珊さん瑚ごは、海うみの中なかから岩いわ場ばの上うえに這はい上あがる。

「さ……作さく戦せんどおり──あいつ、岬みさきの右みぎ側がわから、飛とびこんだみたいだね」

　鼻はなに入はいった海かい水すいでむせながら、真しん珠じゅはそう言いって、珊さん瑚ごを見みた。

「ふふっ……詰つめの甘あまいやつですね。大人おとなのくせに」

　珊さん瑚ごは、水みずにぬれてはり付ついた髪かみの毛けを頬ほおからはがし、不ふ敵てきに笑わらった。

　この海うみは、岬みさきの右みぎ側がわと左ひだり側がわとで潮しおの流ながれが大おおきく違ちがう、特とく殊しゅな場ば所しょとなっている。

　岬みさきの左ひだり側がわから飛とびこめば、その辺あたりの流ながれは穏おだやかなので、すぐ近ちかくの岩いわ場ばにたどり着つくのは簡かん単たんだ。

　けれども、岬みさきの右みぎ側がわから飛とびこめば、そこには大おおきな渦うずがある。ひとたびその渦うずに巻まきこまれたら、けっして抜ぬけ出だすことはかなわない。どんなに泳およぎの上手うまい者ものでも、渦うずの中ちゅう心しんに引ひきずりこまれて沈しずんだあとは、再ふたたび浮うかんでも思おもう方ほう向こうに泳およげなくなり、そのまま数すうキロ先さきの海かい岸がんまで押おし流ながされる。

　そんな話はなしを、真しん珠じゅと珊さん瑚ごは、何なん度ども祖そ父ふから聞きいていたので知しっていた。

　だから、二人ふたりはわざと岬みさきの右みぎ側がわの崖がけに、靴くつとショールを置おいて目め印じるしにし、その場ば所しょから飛とび下おりたかのように見みせかけたのだ。黒くろ服ふくがそこから海うみに飛とびこんで、渦うずに落おちるよう、誘ゆう導どうするために。

「ああ──……怖こわかった！」

「ほんと、ろくでもない目めにあいましたよ、まったく……」

　這はい上あがった岩いわ場ばの奥おくには、洞ほら穴あながあった。

　真しん珠じゅと珊さん瑚ごは、とりあえずその洞ほら穴あなに入はいって、疲つかれた体からだを休やすめるために腰こしを下おろした。

　二人ふたりはそこでしばらくの間あいだ、何なにか話はなしをするでもなく、ただくすくすと笑わらい合あった。

　そうしているうちに──。

　真しん珠じゅは、胸むねの奥おくから、熱あついものがこみ上あげてくるのを感かんじた。

　それはのどを通とおって、鼻はなの奥おくの管くだを通とおって、やがて真しん珠じゅの両りょう目めから、涙なみだとなってこぼれ落おちた。

　その涙なみだは、キラリ、チカリ、と、きらめきゆれる光ひかりをまとっていた。

「あ……」

　真しん珠じゅは、ゆっくりと大おおきく目めを開あけた。それから、何なん度どかまばたきしてみた。

　けれどもう、光ひかりに目めがくらむことはなかった。

　真しん珠じゅの目めの奥おくから、二粒つぶの涙なみだと共ともにこぼれ落おちたカガヨイボタルは、まばゆい光ひかりをまきちらしながらふわりと飛とんで、空くう中ちゅうで一つに合あわさった。

　そのきらめきのかたまりは、洞ほら穴あなの奥おくに飛とんでいき、そこにあった横よこ穴あなへと入はいっていった。

　真しん珠じゅと珊さん瑚ごは、またたく光ひかりに誘さそわれるように立たち上あがり、その横よこ穴あなに近ちかづいた。

　横よこ穴あなの中なかには、いくつもの箱はこが積つまれていた。

　カガヨイボタルは、そのうちの一つの箱はこに止とまって、まるでそれを開あけろと命めいじるように、いっそうまばゆくまたたいた。

　真しん珠じゅと珊さん瑚ごは、その箱はこに手てをかけて、いっしょにフタを開あけてみた。

　そのとたん。

　カガヨイボタルのきらめきが、二倍ばいにも、三倍ばいにもふくらんだように見みえた。

「────……！」

　二人ふたりは、その光ひかりに思おもわず目めを細ほそめ、けれども、すぐに大おおきくその目めを見み開ひらいた。

　箱はこの中なかに入はいっていたのは、たくさんの宝ほう石せきだった。

　カガヨイボタルは、その宝ほう石せきの間あいだを飛とび回まわり、色いろとりどりの宝ほう石せきをかわるがわるきらめかせ、キラリ、チカリ、と散ちったその光ひかりを、新あらたに身みにまとってかがやきを増ます。

　カガヨイボタルは、宝ほう石せきのきらめきをエサにしている──。

　黒くろ服ふくが言いっていたその言こと葉ばを、真しん珠じゅはそのとき思おもい出だした。

[image: ]

「真しん珠じゅ。これって……」

「──うん」

　珊さん瑚ごが指ゆびさした、箱はこのフタの裏うらを見みつめて、真しん珠じゅはうなずく。

　そこには、見み覚おぼえのある祖そ父ふのサインが記しるされていた。

　しばらくの間あいだ、そのサインと宝ほう石せきを、ぼんやりながめたあと。

　真しん珠じゅと珊さん瑚ごは、たがいに顔かおを見み合あわせて、その顔かおに抑おさえきれない笑えみを浮うかべた。

　それから二人ふたりは、声こえにならない声こえを上あげて、抱だき合あった。




「食しょく事じ」を終おえて、一ひと回まわり大おおきなきらめきとなったカガヨイボタルは、ふわりと洞ほら穴あなを飛とび出だした。

　キラリ、チカリ、と絶たえずまたたくその光ひかりは、空そらと海うみの間あいだに向むかって飛とんでいき、やがて海うな原ばらの波なみのきらめきにまぎれた。
















[image: エピローグ]




「ううう……。今こん度どこそ、うまくいくと思おもったのに……」

　のぞめが真しん珠じゅと出で会あったあと、数すう日じつ経たって新あらたにカタログに収しゅう録ろくされた、【金きん運うんキャンディー】の物もの語がたり。

　それを読よみ終おえて、のぞめはガックリと肩かたを落おとした。

「あの試し供きょう品ひんで、あの子こを〈失しつ望ぼう〉させるどころか、最さい終しゅう的てきにあの子この〈望のぞみ〉を叶かなえちゃうなんて──……ああーもうっ！　これじゃあ、ただの人ひと助だすけじゃん！　冗じょう談だんじゃないっての。私わたしたち、神かみさまじゃないんだからさあ。ねえっ……！」

　同どう意いを求もとめて、のぞめはニエノをふり返かえる。

　けれども、ニエノは返へん事じをしなかった。

　いっしょに【金きん運うんキャンディー】の物もの語がたりを読よんだニエノは、心こころなしか気き分ぶんが悪わるそうに、マフラーの上うえから自じ分ぶんの首くび元もとをさすっていた。

　のぞめは、小ちいさくため息いきをついて、カタログをカバンの中なかにしまった。

　ハートにバッテンを重かさねた〈失しつ望ぼう〉マーク──それを五つまで集あつめはしたものの、目もく次じの最さい後ごの「試し供きょう品ひん」の横よこにだけ、結けっ局きょくマークが付つかなかったカタログを。

「はあ……。なんで、いつもこうなっちゃうんだろ。──でも、次つぎこそは！　次つぎのカタログこそは、〈失しつ望ぼう〉マークをコンプリートして、『特とく典てん』を手てに入いれてやるんだから！」

　決けつ意いと拳こぶしをかため、のぞめは、あらためてニエノをふり向むいた。

「ニエノさん。引ひき続つづき、協きょう力りょくよろしく頼たのむよ！」

「ええ。それはいいんですけど……」

　ニエノは、今こん度どはちゃんと返へん事じをして、顔かおを上あげた。

　といっても、その顔かおは一ひと筋すじの光ひかりも射ささない影かげそのもので、表ひょう情じょうも顔かお立だちもわかりはしない。

「ところで……。のぞめさんが手てに入いれたいのって、どんな『特とく典てん』なんですか？」

「んー」

　ニエノの問といに、のぞめは、口くちごもって少すこしうつむく。

「それは──……ひーみーつ」

「ええ……？　相あい棒ぼうの、ぼくにもですか？　こうしてマーク集あつめに協きょう力りょくしてるんですから、そのくらい教おしえてくれたって」

「んー、そうだなあ。……じゃあ、それはねえ」

　のぞめは、ニエノを見みて、いたずらっぽく笑わらった。

　そして、次つぎの瞬しゅん間かん。

　ニエノの帽ぼう子しとマフラーに手てを伸のばし、その二つを、同どう時じにすばやくはぎ取とった。

「あ！　ちょっと、のぞめさん……！」

「へへーっ」

　あわてるニエノに、のぞめはべーっと舌したを出だす。

　帽ぼう子しとマフラーがなくなって、あらわになったニエノの首くびから上うえ。

　それは、肉にく体たいではなく「影かげ」だった。

　目め鼻はな立だちも何なにもない、ただただ真まっ黒くろなだけの、光ひかりのない空くう間かん。

　頭あたまの形かたちをした、影かげ。

　首くびから下したの体からだと、その上うえに載のっている「影かげの頭あたま」は、黒くろい糸いとによって首くびの境さかい目めで縫ぬい合あわされていた。

「ニエノさんが、その『影かげの頭あたま』のわけを教おしえてくれるまでは、こっちだって、手てに入いれたい『特とく典てん』のことは、秘ひ密みつだよー」

　のぞめのその言こと葉ばに、ニエノは、ふう、とあきらめたようにため息いきをついた。




　夕ゆう暮ぐれの路ろ地じに伸のびる、二つの影かげ。

　ならんで歩あるく、その影かげのうちの片かた方ほうは、首くびから上うえのない影かげだった。
















　あとがき




　このたびは『世よにも奇き妙みょうな商しょう品ひんカタログ』第だい二巻かんを手てに取とっていただき、まことにありがとうございます。「試し供きょう品ひん」をふくむ六つの奇き妙みょうなアイテムにまつわるお話はなし、いかがだったでしょうか？　読よんでみて気きに入いったお話はなしがありましたら、「角かど川かわつばさ文ぶん庫こ」の公こう式しきサイトやお手て紙がみなどで教おしえていただけるとうれしいです。

　一巻かんの感かん想そうを、つばさ文ぶん庫このサイトに送おくってくださった方かた、作さく者しゃの個こ人じんサイトに送おくってくださった方かた、そしてお手て紙がみに書かいて送おくってくださった方かた、本ほん当とうにありがとうございました！




◆・◆ 以い下かは、カタログに収しゅう録ろくされた物もの語がたりを読よんだのぞめとニエノの会かい話わの一ひと幕まくです ◆・◆




「ピッタリもらえる懸けん賞しょうハガキ」

のぞめ：「かならず当あたる予よ言げんは呪まじないと同おなじ」ってやつだねー。

ニエノ：でも、このお客きゃくさんも案あん外がい、歳としを取とったときには最さい後ごの賞しょう品ひんの箱はこを開あけて、中なか身みをたしかめる気きになったりして……。




「道みちの種たね」

ニエノ：正しょう直じき、このお客きゃくさんのことは気きの毒どくに思おもってます。商しょう品ひんを売うったぼくが言いうことじゃないけど……。

のぞめ：まあね。もしもいつか「道みち」を抜ぬけ出だせる日ひがきたら、この子こ、今こん度どは私わたしたちのような【魔ま】じゃなくて、神かみさまに出で会あえたらいいのにね。

ニエノ：周まわりの人にん間げんが、このお客きゃくさんのような人ひとをちゃんと助たすけることができたなら、神かみさまなんてもの、そうそう必ひつ要ようないんですけどね……。




「ふりがな虫むし」

のぞめ：ニエノさん、思おもいきったところにお店みせ（？）出だしてたね。なんだあの場ば所しょ。

ニエノ：お客きゃくさんを待まってる間あいだ、あそこで図と書しょ館かんのマンガ読よみながらスタンバってました。




「記き憶おく力りょくすいとり紙かみ」

のぞめ：最さい後ごの説せつ明めい書がきの裏うら面めん、事じ前ぜんに気きづかれなくてよかったよー！　あー、ヒヤヒヤした。

ニエノ：このお客きゃくさん、なんだかんだで、これからも強つよく生いきていきそうだ……。




「バッドエンド・ラベル」

のぞめ：これってさ、私わたしたちがこのラベルをはられたら、いったいどーなっちゃうんだろうね？

ニエノ：どちらのラベルにしろ、試ためす気きにはなれないですね。そもそも自じ分ぶんにラベルをはったりはられたりすること自じ体たい、ぼくはごめんです……。





地ち図ず十と行こう路ろ





















世よにも奇き妙みょうな商しょう品ひんカタログ②




ピッタリもらえる懸けん賞しょうハガキ・道みちの種たね他ほか








作さく　地ち図ず十と行こう路ろ

絵え　望もち月づきけい





角川つばさ文庫





2019年7月15日　発行





©Chizutokouro 2019

©Kei Mochizuki 2019





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川つばさ文庫『世にも奇妙な商品カタログ②　ピッタリもらえる懸賞ハガキ・道の種他』

2019年7月15日　初版発行





発行者　郡司 聡

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





ＫＡＤＯＫＡＷＡ　カスタマーサポート

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）












地図十行路／作

作家。岡山県出身。2014年『お近くの奇譚 ～カタリベと、現代民話と謎解き茶話会～』（メディアワークス文庫）でデビュー。子どもの頃からホラー短編集が大好き。好きな食べ物は、鍋の〆のラーメン。




望月けい／絵

イラストレーター。大阪府出身。一度見たら忘れられない個性的な色遣いとキャラクター造形で人気を博す。書籍、音楽、グッズ等、ジャンルを問わず多方面で活躍中。














装丁　ムシカゴグラフィクス












本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















OEBPS/Images/embed0035_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0012_HD.jpg
AR

MR/ VVINTI SHbfer =
RERN- R 1)Q WD’

[#6104 57 WDEN 0557 10541025 5 RIHSIIE R —
HOODIAIDNR/(DNKH N —N\2]

VPRI S 3907 B RUNFIUS #4°

B0 EROBK BN

20

qﬁﬂﬂ<5&9tgiﬁﬁﬁﬂa5!bg
::é@éﬂibf@t\%%¢v>« N GIIIEISNe

& w3 “

Bl A — KK Tb_Hﬁ_ WIS 5 1 Db for —

D FI R TR 2 0 #0107 10 D 10 S S I D ol






OEBPS/Images/embed0006_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0031_HD.jpg
# Bvoiv #_iBvoiv 4S5

[RERPSV JMH TML“-@ VSO RERUNSVOILE

@ [HER P s uol] o &oeu ooy ZoMERG | Bupe
O WG B (WOZER06: QMR 0N QIHER i

HR
Pl SRd _fv oy DAe0 l?t.x w35 LA
-l

@ 01\ 1QEENERNE S O NZ R 8 B SibitwmiE
PR IJVRMVNDI VD H R






OEBPS/Images/embed0013.jpg





OEBPS/Images/embed0025_HD.jpg
------------------------------------------------------------------------- QALY e

L&5 VA ‘5@5 ‘E;/u U

[ D)1 o‘(:&ﬁb\'l‘éb\]

L&d VA b5 bA

CHBEmmEENT D

Z 35

BEGRER






OEBPS/Images/embed0048_HD.jpg
AT

BOOKY~WALKER





OEBPS/Images/embed0017.jpg





OEBPS/Images/embed0019_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0007.jpg





OEBPS/Images/embed0041_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0015_HD.jpg
------------------------------------------------------------------------- QALY e

L&5 VA ‘5@5 ‘E;/u U

[ D)1 o‘(:bﬁb\'l‘éb\]

L&d VA b5 bA

CHBmmEENT D

Z 35

BEGRER






OEBPS/Images/embed0022_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0038_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0009_HD.jpg
CNENSESESESENSESESESESOSESEOSSESOSESONND
\>/\ \/>\/\/\/\/\/\/\ ave \/\/\/\//(\ /\\\//\

NN NN VNN N NN

AKX
S DN
25T SIS E ,
SO SASN SISO SASAN
S /\/\/\/\/\ e SXIKKKK
”:’lfi.')'(g.ib&b\ﬁﬁﬁ" NO 1 («.7’)‘75"(9<
4
9 I-(Ef')?)")i‘\?l:“/ﬁ')*:\'—'\"/’\ e /J’_I §Fﬁ0) > X

/\ /\/\ N
\/ 1 /\ v a >
NN\ /\ %E/\jj *TTO / \\/\/\/\ < p
NN v N \/\/\/ /\ N\
/\/\/\/\/ 2N\ \ \ \<\/ NN\ \/\ N\
) IS 2, I\






OEBPS/Images/embed0034_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0040.jpg





OEBPS/Images/embed0030_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0026_HD.jpg
\ \ 25 25 25 / \

/\/\/\/\ /\ VN AN TN A

S
N7
NS

/\

7
A
N2 <

NN
NN

INCNCNESENENENENENY
/\/

INININNLNINLNLNZNLN

K
ST ST ST ST S

NONONY
CNONENENONY

/< N\

LN NS
INONL

K
%

\/‘\,/\/\/\\ NINENINONINENENE
NN CNCNONE NG
DNLNLNLNZN

N
NN
NONE
N i
<‘ N\

/\9\
NS

\/\/\ XX
\gﬁwxyk\

N\

o /\9/-\9'\ oo
AN \/K/\/\/\/\/\/\/\/ \/\/\

\
VAY AVANV AV AV AV A VAV AV AN
\<\<\/ EE%OZLZR’&E.OKH& & e Veve% L

Va \/\/

X E%LTHJ"T#{‘JL\’C?&<'C.=7m7}(‘_,< m-;.-f

/\/\/ %h&&%(u‘ig®$&~ /\/

b \ 7 \/

/<<> zl:o>=h¢._)\n'c¢aﬁc\ <7"

NN NN\

¢
/\/\7\/\/\/\/
N7 \/\/\
N4 /\/

ISISOSISISISINIS IS SIS \/\/\/\/\/\/
AR AKX XXX XX AN AV AT AV AN WAN AN AN





OEBPS/Images/embed0045.jpg





OEBPS/Images/embed0047_HD.jpg
e.
v
K
1
%
H
Z
§
IS
7
*
i
2
]
e

I
H
2
W
3
1]
G
Vil
K4
0
9
®

revsussz a8 \H+] okl

. o) [REATVLOH) .
[IWRIVE -SRI [EdEryFo—]
Bol-ozononsnscis,
i1 & A SRV RV )
= o .
haRTTe. sudiTe.
coiRERor AfioER FEcsnn—, Q

L 2 258 < —u—&n

FEEY)

*

»*
Kadekawa Tiubasa Bunko %M






OEBPS/Images/embed0005.jpg
EEE ) EER





OEBPS/Images/embed0044_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0016_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0023_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0002_HD.jpg
LsS0ASEY5EADES

BALSBL ZALBIE Uoal L &>
XASADRBENRIFEL LDEDTT, RERICIHERTEXR Ao






OEBPS/Images/embed0037_HD.jpg
Uh HLY

L&S
1 B EZ
AR

INYRI /K-8
L

EU)M’D

’rﬁd)m‘_aa sana/\/l: I/h@%;’ic
oké°)b’f(,\6%<_0)2(5&7t:\ CRRAKKK 0‘0“
ZDTNNERST, ZOROBIEBERD
X %;E’& //\/hxzhw:z—miﬁ/mw/ 0,
KOOI SIS
02@020“@%‘ QLK
«« r«_d)ﬁnn’&ﬂu)\ht.kti «.khﬁﬁ’&t&o'ﬂ\i’d‘ J
' "’ "" "'"""" < 2N """""

TSI y&
R R IRRERES >\






OEBPS/Images/embed0008_HD.jpg
2293

EvaJESRABBRNGF

L3 DA B
[ =]
AR

N
5

&L

SYH LR

L&3 DA BHL
=]
AR

N
D

DH

TUOEYK

ISYRI VRSN

L3 VA BL
=]
(2]=]

N7
L </





OEBPS/Images/embed0004_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0010_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0033_HD.jpg
L,; 5 Uk m\
ﬂ

B D&<

52 'l%jﬂ'b\é:‘)ﬁ

FEON 2N N 20N 20N N N AN ZEN ZONN ZE AN SN ZEN ZEN ZE AN YN TN NN O A YN S

ERMEEREREC! e
7 A NIO—&HE 26 SRR 6 IEIA<

BLD&LL&SLES

ﬁzé‘ Eﬂ%ﬁ@&é.ﬂfﬁﬂtﬁ?*f TATT

oooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooo

L&30A G L Ox= ShHL ‘
4 [ZOBERFEANENIE. ZALRBESESTVET. ]






OEBPS/Images/embed0027_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0020_HD.jpg
------------------------------------------------------------------------- QALY e

L&5 VA ‘5@5 ‘E;/u U

[ ID):1 o‘(:&ﬁb\'l‘éb\]

Lsd VA b5 A

CHBmmEENT D

Z 35

BEGRER






OEBPS/Images/embed0043_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0029.jpg
100





OEBPS/Images/embed0024_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0001_HD.jpg





OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		目次


		人物紹介


		プロローグ


		世にも奇妙な商品カタログ　目次


		商品名　ピッタリもらえる懸賞ハガキ


		商品名　道の種


		商品名　ふりがな虫


		商品名　記憶力すいとり紙


		商品名　バッドエンド・ラベル


		試供品　金運キャンディー


		エピローグ


		あとがき


		奥付









Guide



			Cover


    		本編


    		目次








OEBPS/Images/embed0036_HD.jpg
------------------------------------------------------------------------- QALY e

L&5 VA ‘5@5 ‘E;/u U

[ D)1 o‘(:&ﬁb\'l‘éb\]

Lsd VA b5 bA

COBEmmEENT D

Z 35

BEGRER






OEBPS/Images/embed0032_HD.jpg
------------------------------------------------------------------------- QARG e

L&> VA 50> A V&>

[ B B9 B4 E

x

& o LE
[ WERSTHELNVFE L]

L&d VA 565 HA

CHmmEENT D

£ x @ U
$mETHRER






OEBPS/Images/embed0011_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0028_HD.jpg
c
)
G
)
4
Z
%
=
v
D
7
Al
Z
L

¥
L

7z
n
©
o
=
7
=
7
AL
15
o
7

L
i

ARONTE 0

Pt B0 S g






OEBPS/Images/embed0003_HD.jpg
@%b@mﬁtbfsk
Fﬁ‘t—ﬁ’(" bb‘ﬁnn&m‘: v
éﬂ<&§3%°UOB
ma?&777—’é9(rﬂ'f
?SU~%7J‘£< EZ.Z{?L\O

* ihAh L3 DA
ARICHPLITEmRZzEd
57. °/a‘y4‘—/7"m‘t°/70)

- N—H—DD %, ﬂEﬁ?ti F%J

- t')?&i)":"(d%ﬂ}~ ﬂ%?b‘ﬁ(

v ﬁ#@ﬁlm’&EETﬁ.’égt






OEBPS/Images/embed0049_HD.jpg
—\WA) DT






OEBPS/Images/embed0018_HD.jpg
LTT 1T K

ok






OEBPS/Images/embed0046_HD.jpg
DG

)\ \/\/\ V.

Lsd 04

HorEHEABm%

..........................

..........................

BSEBLTL\SET

X \ RS RA \ KRR S K TS />\’\

b( I33ET - sre 1% 1

\/\/\/\/ NN \ <<
\/\/\/\/\/\/ NN
ONANONANAN A





OEBPS/Images/embed0042_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0021_HD.jpg
XK AIKAN
PSS S CSES

NN N L

N
/QWE@b$1T<%ﬁEHi
RBZEOTERN (BB Hwﬁj

N \/\/ N\

N
<>
N
7
NG
’
)
<

Eho

/aﬁﬁ‘ iz N iwﬁ&&kw\\
& WBLBZFIELE EFET. XX

7N\
o

7
2505
/\/, \
N2

S

N\

.\/.\. - .\ /.\./. D
A VAN \






OEBPS/Images/embed0014_HD.jpg
AR R

ISR/ VNI SHbfer =
RERN- R 1)Q WD’

[#6104 57 WDEN 0557 10541025 5 RIHSI TR —
0 I0DIAIDRADRP N —N\A]

VPRI S 3907 B R VNS #44°

EiL0RHOEK BN |
qNEozyy; DML RNG -] I
::é@énaurmt\%%¢v>« N GIHIIER SN

5 0%

MeVORAND— :*_._@ WIS 5 U D fon —

D BRI TR 2 0 #0107 10 10 S S 1 D






OEBPS/Images/embed0000_HD.jpg
'Iﬂ'(t_ =E)E.r!l ‘75(
EEH 0@

llllll

EvoUs522BE/\H+ - B

t@jf?ﬁ% E
BEGTL -2

WA DI Ear





OEBPS/Images/embed0039_HD.jpg





